

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　完璧、なんてものはこの世にあるはずがないと誰もが言うだろうけれど。

　それでも俺にとって彼女──黒くろ河かわスヴェトラーナは、おおよそ完璧に近い人間だった。




　黒くろ河かわスヴェトラーナ。そんな一瞬二度見するような名前の彼女は僕と同じくこの市立東ひがし芦あし原はら高校に通う高校二年生である。

　その名の示す通り日本と東欧系のハーフで、彫りの深すぎない愛あい嬌きようの残る端正な顔立ちやスタイルの良いい肢体、長く艶つややかなプラチナブロンドの髪──そんなすべての要素が奇跡的なほどに調和した美しい容姿はそんじょそこらのモデルが裸足はだしで逃げ出すであろうほど。

　しかも容姿だけにとどまらず成績も極めて優秀で、県内でも有数の進学校と名高いこの高校においても圧倒的かつ不動のトップを誇り続けている。

　さらには誰もがやりたがらないようなクラス委員長という、面倒くさいわりにリターンの少ない役職に自ら率先して立候補し、その勤勉な働きっぷりからクラスメイトのみならず教師陣からの人望も厚い──雑に全ステータスカンストで作ったデバッグ用キャラみたいな、そんな盛りに盛ったスペックの少女。

　平凡で、何の変哲もないただの男子高校生でしかない俺などからしてみればあまりにも遠すぎる存在──それが彼女であった。

　……だから、俺はいまだにこの状況を、現実味を持って受け入れることができずにいる。




「……たっ、くん……？」




　あの黒くろ河かわスヴェトラーナが、あられもない寝間着姿で深夜、俺の家の廊下でへたり込んでいる状況。

　いつもの泰然としながらも清せい楚そな様子とは打って変わって、小動物のように震えながら涙目で俺を見上げているという異様な状況など……どうすれば現実として認識できよう。

　……一体どうして、こんなことになっているのか。

　それを語るには、まず時系列を昨日の段階まで遡る必要があるだろう。
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　その日は、いつもと何ら変わらぬ一日であった。

　いつものようにゲームのやりすぎで夜ふかしして、眠い目をこすりながら登校し、うつらうつらとしながら午前の授業を受けて──




「それじゃあ、黒くろ河かわさん。この英文の音読と和訳を」

「はい、先生」




　……そんな、鈴を転がすような美しい声を聞いて初めて、寝ぼけ半分の脳が目を覚ます。

　そこまで引っくるめて、俺にとっての普段の一日の始まりであった。

　教師に指されて落ち着いた様子で席を立ち、迷う様子もなくすらすらと文章を読み上げる彼女──黒くろ河かわスヴェトラーナ。

「I am japanese "YAKUZA",so I'll never forget my boss's favor.『私は任にん俠きようなので、親分に受けた恩は決して忘れません』」

「はい、正解ね。ヤ○ザという単語を直訳せずに『任にん俠きよう』というマイルドな表現で置き換えるあたりの配慮も見事──流石さすがは黒河さんだわ」

　和訳されても内容は理解できなかったが、さりとて彼女の声には覚醒作用でもあるのか、眠くてしょうがなかった俺の脳はすっきりさっぱりとクリアになって、授業への集中力を取り戻し始めていた。

　その賦活効果のおかげで眠気を振り払い、残りの授業内容をしっかりと吸収しきって休み時間。

　左隣の席の俺の友人、鳴なる宮みや正まさ人ひとが「終わったー！」と伸びをしながら、早速俺に向かって口を開いてきた。

「今日も『姫君』の美声は朝イチの頭によく効いたなぁ。これがないと始まらない感じがするぜ」

「そうだな」

　短く同意しながら、俺は件くだんの彼女……黒河をちらりと見る。

　次の授業の用意をしながら、話しかけてきた別の女子となにやら話してくすくすと笑っている彼女。その大人びた笑顔は彼女の端麗な外見も相まってひたすらに華やかで、その一角だけ上等な絵画のようにすら見えてくる。

　さっき鳴なる宮みやがそう呼んだように「姫君」なんて仰々しいあだ名がついているのも、その佇たたずまいを見れば納得しかないというものだった。

　思わずじっと眺めていると──彼女の深青色の瞳がちらりと、こちらに向いたような気がした。

　いや、「気がした」じゃない。完全に目が合った。それどころか彼女は女子との会話を中断すると、席を立って俺の方へと歩いてくる。

　まずい。……いや、別になにかやましいことがあるわけでもないのだが、慌てて視線をそらす俺──すると俺の目の前まで来た黒河が、俺を見下ろしてぽつりと呟つぶやいた。

「ねえ」

　何だ、何だ？　顔を上げた俺の頭に……触れたのは、黒河の手だった。

　ほっそりとした、白くてきれいな手。鳴なる宮みやがガン見している前で、その手が俺の髪を軽く何度か撫なで付けると──黒河はなにやら納得したように頷うなずく。

「……ええと？」

　恐る恐る訊たずねた俺に、黒河は優雅な笑みを浮かべながら、

「寝癖。気をつけないと、先生に注意されちゃうよ」

　優しい声音でそれだけ言うと、自分の席に戻って会話を再開していた。

　……何だ、今の？

　ドキドキするのが半分、困惑するのが半分。そんな俺の胸中など知ったこっちゃない様子で、鳴なる宮みやがうっとりした様子でため息をついた。

「さっすが『姫君』、俺らみたいな男子にも優しい……。姫君っていうかもう天使？　いや、女神でもいいんじゃねえか？」

「一足飛びのランクアップだな……」

　骨抜きになっている友人に若干引いていると、鳴なる宮みやはジト目で俺を見返して続ける。

「なぁ、たの字。お前たしか、姫君とは幼稚園からの幼おさな馴な染じみだったんだろ？　ったく羨ましいぜ、っていうかもはやうらやま死ね」

「いきなり殺意を向けるなよ」

　友人の突然の暴言に肩をすくめつつ、俺は首を横に振る。ちなみに「たの字」というのは俺のあだ名のようなものだ。

「確かに、幼おさな馴な染じみっちゃそうだけど。あくまで昔の話だよ。……小学校高学年くらいからは、ほとんど話もしてない」

「じゃあ今のは何だよ」

「黒河は、皆に優しいから──こういうことも、あるだろ」

　俺のその答えに、鳴なる宮みやは「確かに」と頷うなずいた後で自分の金髪（と言っても、染めるのに途中で飽きたせいでプリンみたいになっているが）を指でいじる。

「あー、俺も寝癖つけてこようかなぁ。姫君に撫なでられてぇ」

　本気で言っていそうな彼に苦笑しつつ、俺は再び、視界の端に黒河の姿を収めた。

　彼女と幼おさな馴な染じみだ、というのは事実ではあった。

　幼稚園の頃は毎日一緒に駆け回って遊んでいた仲だったし、家も家族ぐるみの付き合いで──今でも両親同士は交流があって。

　けれど今では、それだけ。学年が上がるにつれて自然と話をすることもなくなって、今では同じクラスといえどもこの通りである。

　昔の彼女は今とはまるで違って、怖がりで、いつもおどおどしていて。

　だからそんな彼女に、当時の俺はよく世話を焼いていたような気がするけれど──そんなことを言ったところで、今では誰も信じまい。

　そんな回想にふけりながら少し黄たそ昏がれていると、その時背後からずしりと重みを感じて俺は後ろを振り向く。

　すると俺の背中に寄りかかるように立っていたのは、一人の女子生徒だった。

「黒河さんに頭をなでなでされるなんて、たーくんも隅に置けないねぇ？」

「……霞かすみ野の」

　そんなことを言いながらにやにや笑っている彼女は、俺の友人その二、霞かすみ野の祭まつり。

　高校一年で同じクラスになって以来、席も近いことからこうして彼女とは何かとよく話すようになっていた。

「っていうか何、誰と誰が幼おさな馴な染じみだって？」

「こいつが、姫君と」

　ツーサイドアップで留めた髪を揺らしながら俺の頭頂を顎でぐりぐりする霞かすみ野のに、俺を指差しながらそう告げる鳴なる宮みや。すると霞かすみ野のはやや大げさに驚いた表情を作りながら、そのまま俺を見下ろし問う。

「え、マジで？」

「……一応な」

　そんな俺の答えに、何やら悪い顔をする霞かすみ野の。

「幼おさな馴な染じみってことはさ、ひょっとしてアレ？　子供の頃に結婚する約束とかしちゃってたりするやつだったり？　そこんとこどうなのよう、たーくん」

「ないから余計な勘ぐりはせんでよろしい」

「なーんだ、つまんない」

　快活な印象で──くりくりとよく動くその大きな瞳も合わさって、なんとなく猫科を思わせる雰囲気の彼女。

　愛あい嬌きようのある顔立ちで、冷静に見るとけっこうな美少女ではあるのだが……それを微み塵じんも感じさせないのは彼女のこの男友達めいたフランクさゆえだろうか。

　俺の頭の上から顎をどけながら、霞かすみ野のは横の机に座って口を開く。

「でも、あんたと黒河さんが幼おさな馴な染じみだなんて意外──。クラスでも、ほとんど話してないじゃない」

「まあな。……でも、小さい頃の幼おさな馴な染じみなんてそんなもんだろ」

「うーん、そういうもんかな」

「そういうもんだよ」

　一方的にそう告げて、俺はもう一度、ちらりと黒河の方を見る。

「黒河さん、次の授業の宿題の答え合わせお願い！　今日たぶん当てられるから──」

「うん、いいよ。……ここの問題はね、答えはこれで合ってるけど、これだと途中経過が少し省略されちゃってるから……」

「黒河さん、お話ししてるとこごめん！　今日の放課後の生徒会の資料、渡しておくから後で読んでおいてね！」

「あ、先輩。分かりました」

　朝イチだというのに、すでに彼女の周りでは彼女に用事のある人々でごった返している。

　一方で俺は──こうして彼女を遠巻きに眺めるばかりだ。




　俺の知っている彼女は、幼稚園の頃に一緒に遊んでいた彼女で止まっている。

　それがいつの間にやら、成績優秀で教師からの信頼も厚く、クラス委員長として……ついでに生徒会の風紀委員としても八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍をしていて。

　それゆえに──何の特技も自慢もないような俺みたいな男子高校生にとっては、彼女の存在は今となってはあまりにも、遠くなりすぎた。

「幼おさな馴な染じみだから」なんて程度の理由では、もはや到底縮まらないほどに。




　これから先、俺と彼女との進む道が再び交わることなんてないだろう。

　それはほんの少し残念だったけれど、しかし、そういうものだ。

　少なくともこの時の俺は、そんなふうに達観していて。

　あるいは諦めて、黒河から目をそらしていた。

　……まさかあんなことになるとは、予想すらしていなかったから。





■






　母親からメッセージで連絡があったのは、授業が終わって放課後に差し掛かったところでのことだった。

「『黒河さんって覚えてるよね？　あんたと仲良しだった。その黒河さんのお母さんから連絡があってね、ちょっとあんたと会いたいんだって』」

　そんな文面とともに、待ち合わせ場所として指定されていたのは家の近くにある喫茶店だった。

　……黒河の母親が、なぜ俺に？

　いくらなんでも急な話で首を傾かしげつつも、断る道理もないため俺は家に帰る道すがら、指定された喫茶店へと立ち寄ることにする。

　こんな閑静な住宅街にあるにしては風ふ情ぜいのある、アンティーク調の店構えの喫茶店。そういえば小さい頃はよくここで黒河と一緒にケーキを食べたっけ、なんてどうでもいいことをぼんやりと思い出しながら、俺は店に足を踏み入れる。

　ちりん、とドアベルが鳴って、窓まど際ぎわのソファー席に座っていた一人の女性が俺の方を見た。

　ビジネススーツを着込んだ、黒河と同じ、銀にほど近いプラチナブロンドが眩まぶしい女性。

　瑞みず々みずしい肌、彼女をそのまま少し成長させたような端正な顔立ちの、映画女優と見み紛まがうようなその女性こそが黒河の母親であった。

　幼い頃に見知っていた姿から、驚いたことに一切変わっていない。すぐ気付いた俺に、黒河母もまた同じく即座に気付いたらしく、笑顔を浮かべて手を振ってきた。

「あ、たっくん。久しぶり～。おっきくなったねぇ」

　たっくん、というのは例によって俺のあだ名のようなもので、小さい頃には黒河からそう呼ばれていたのだが──最近は周りからはたの字だとかたーくんとか、人によってはタ行とかそんな呼び名で。久しぶりの懐なつかしい呼ばれ方で、少しばかりむず痒がゆい。

「どうも……。お母さんは、全然変わってないですね」

「あら、嬉うれしいこと言ってくれるのね～」

　にこにこしながらそう言うと、彼女は店員を呼び止めて俺に注文を訊きいてきた。

　数分ほどして頼んだコーヒーが運ばれてきた頃、彼女はゆったりとした調子で話を切り出す。

「ごめんね、たっくん。今日は急に呼んじゃって」

「いえ……。お久しぶりだったんで、ちょっと驚きましたけど」

「そうよねぇ。昔はヴェートチカとよく遊んでくれてたけど、最近めっきりだもんねぇ」

　ちなみにヴェートチカ、というのは黒河本人の愛称である。

「また昔みたいにそっちのご家族と一緒に遊びに行ったりできればいいんだけどね～、私たちの方も忙しくなっちゃってそうもいかないし」

　黒河の両親は、二人とも世界を股にかける大財閥「離はな屋やグループ」の門下企業に所属するエリート商社マン。

　それゆえに日々多忙で家を空けることも多く、ご近所だった俺の家で黒河を預かることなども以前は多かった。

「昔は本当に、たっくんにお世話になったよねぇ。あの子ってば超怖がりで、お箸が転がっただけでも大泣きするくらいだったから──ああそうだ、五歳の時に遊園地のお化け屋や敷しきに行った時のこと覚えてる？　あの子ったら中で気絶しちゃって、それをたっくんが背負って出てきてくれたよね。ありがとうね」

「いえ、そんな──大したことじゃないです」

「そっか、ふふ。でも感謝してるのよ、ほんとに」

　そう言って子供っぽく笑う黒河母。黒河が見せる大人びた笑顔を思い返すと、もはやどっちが親なのか分からなくなってきそうだ。

　そんなことを考えていると、黒河母はそこで自分の紅茶を一口すすった後、座り直して改まった様子で口を開いた。

「……ああ、ごめんごめん、あんまりたっくんをおばさんの世間話に付き合わせても悪いから、本題に入ることにするね」

「本題、ですか」

　すっかり疎遠になった黒河の母親が、俺なんかにどういった用件だろうか。自然と身構えていると……彼女は真面目な表情で、こう続けた。




「実はね、たっくんにひとつ、お願いがあって──あの子を、ヴェートチカを、たっくんの家で向こう一年預かってもらえないかな」




　……。

　……？

　言われたことが理解できず、しばしフリーズする俺。そんな俺の様子を見て、黒河母は何を勘違いしたのか「あっ」と驚いた顔をして、

「ごめんね、私ときどき日本語がまだ変だから……えっとね、つまりヴェートチカと同どう棲せいしてほしいのよ」

「同どう棲せい……同どう棲せい!?」

「うん。同どう棲せい──一緒に住んで、しっぽりすることで合ってるよね？」

　合っている。合っているが、それゆえに彼女の日本語の揺れとかではなく、そのとおりの意味合いで言っているらしいと分かって余計に俺は困惑する。

「ええと……娘さんを、うちに？　夕飯だけ食べに来るとかじゃなくて？」

「うん。一日二十四時間ずっと。朝は一緒に通学して、帰ってくるときも一緒に。おはようからおやすみまで、ってやつね」

　極めて流りゆう暢ちようかつ自然な日本語でもってそう言い切られて、俺はしばらくフリーズした後ぶんぶんと首を横に振る。

「………………いやいや、待ってください！　同せ……一緒に住むって、なんで急にそんなこと」

「実は、私たち二人とも、近いうちに一年くらい海外に出張することになっちゃって……。とはいえ、あの子まで一緒に連れて行くのも良くないかなって思って……だから、お願いしようってなったの」

　海外出張。昔から、彼女の両親は時折出張で家を空けることも多かった。

　片方だけであればともかく、どうしても二人とも行かざるを得ないこともあり──そういう時などは、短期間うちで彼女を預かっていたこともかつてはあったことをなんとなく覚えてはいる。

「……事情はわかりました。けどさすがにそれは俺だけじゃなくて、うちの親に相談しないことには──」

「そこはご心配無用よ。ご両親、二つ返事で良いいって言ってくれたから！」

　Ｖサインをしながらそう言ってのける黒河母。まあそうだろうな、という気はしていた。黒河家とは昔から家族ぐるみの付き合いなのだ、両親の方は大歓迎だろう。

　だが……。

「……黒河は。本人は、いいって言ってるんですか。その──俺も黒河も、もう高校生ですし。黒河は女子で、俺は男子で……」

　そんな俺の言葉に、黒河母は何やらいたずらっぽい笑みをその顔に浮かべる。

「あら？　あらあら？　ひょっとしてたっくん、ヴェートチカのこと意識しちゃってたり？」

「いや、そういうわけじゃ……。確かにその、黒河は可か愛わいいですけど」

「あらー」

　つい口を滑らせた俺に、黒河母はさらに上機嫌になりながらこう続けた。

「大丈夫よ、たっくんのことは私も夫も信頼してるし。ヴェトーチカも、別にいいって言ってたし」

「黒河も……ですか」

「あ、喜んでる？　喜んでくれてる？」

「喜んでないです」

　顔が赤くなりそうになるのを抑えながらそう突っぱねると、黒河母は「そっかー」とにこにこしながら呟つぶやいて、再び紅茶に口をつけた。

　少しの沈黙の後、彼女は俺のことをまっすぐに見つめて、それからさっきとは違う落ち着いた微笑をたたえながらぽつりと続ける。

「……まあ、冗談は置いておいても。あの子はね、すんなり『いいよ』って言ってくれたの。親の都合でこんなふうに振り回しちゃうなんて、ひどい親だと我ながら思うのに──それでもあの子は、納得してくれた」

　少しだけ悲しげな表情を浮かべながらそう告げると……彼女は深く、俺に頭を下げてきた。

「だからあの子のためにも、せめてたっくんにお願いしたいの。今のお友達とかと別れて私たちと一緒に外国に行くなんて、そんなのは……きっとあの子にとって、良くないと思うから」

「……」

　そんな黒河母の、真摯な言葉に。俺は何も言えず、ただ沈黙する。

　……黒河とは、もう何年もまともに言葉を交わしてすらいない。すでに俺にとっては遠い、とにかく遠い存在になってしまった。

　だけど──それでも俺は、彼女のことを見て、知っている。

　彼女は今も昔も、一生懸命にいろんなことを頑張っていて。そして彼女の周りには、そんな彼女を信頼してくれる友人たちがたくさんいる。

　……その全てを捨てさせるなんて、そんなことがあってはいけない。

　それに、何より──いくらその背中が遠くなっても、俺にとって、彼女は大切な幼おさな馴な染じみなのだ。

　彼女とこれ以上離れてしまうなんて、そんなのは嫌だった。




「……分かりました。俺も、大丈夫です」

「ほんと？　ほんとに、いい？」

「二言はありませんよ。別に一緒の家に住むってだけで、それ以上の意味はないですし」

　自分に言い聞かせるようにそう言うと、黒河母は俺の手をがしりと摑つかんで何度も何度も頭を下げた。

「ありがとう、ありがとうね！　たっくん～～～！」

「大きな声出さないで下さい！　周りのヒトがめっちゃ変な目で見てますから！」

　俺が慌ててなだめると、黒河母は子供みたいに涙を流しながら俺の手を離して、そして一転して満面の笑みを浮かべた。

　本当に、黒河と比べて子供っぽい人だ。なんともやりづらさを感じつつ、俺は「でも」と言葉を続けた。

「……俺はいいですけど、何もうちに預けなくても、黒河なら一人暮らしでも全然大丈夫なんじゃないですか？　もう高校生ですし、その──すごくしっかりしてますし」

　そんな俺の言葉に、黒河母はきょとんとした顔で二、三度瞬まばたきした後、苦笑混じりに首を横に振った。

「そんなことないわよ。あの子、たしかに昔に比べたら外ではすっごく大人びたふうにしてるけど──中身は昔と全然変わってないんだから」

　そんなはずはないだろう、と訝いぶかしむ俺の胸中を知ってか知らずか、黒河母はそこで腕時計を一いち瞥べつして「あっ」と声を上げた。

「ごめんね、たっくん。そろそろ私、行かないと。……お金はちょっと多めに置いておくから、ケーキでもゆっくり食べてね！」

「え、あ、はい……どうも」

「じゃあね、そしたら明日にはヴェトーチカと一緒にご挨拶に行くから、宜よろしくお願い！」

「分かりました……って、えぇ!?」

　明日!?　黒河を預けるという話は聞いていたけど、明日からいきなりなんて話は一切聞いていない。

　どういうことかと問いただそうとする前に、黒河母は敏腕ビジネスウーマンらしく凄すさまじい瞬発力ですでに店を出ていってしまっていた。

　かくして、嵐のように去っていった黒河母を見送った後、仕方ないので俺は久々に、昔食べたことのあるショートケーキを頼んで口に運ぶ。

　驚きの方が大きすぎて、もったいないことに味の方は正直よく分からなかった。




──。

　……で、その翌日の日曜日である。

　昨日の話の衝撃でいまいちぐっすりと眠れなかったこともあって、ぐだぐだと惰眠を貪り続けていた俺を──普段はあまり干渉してくることのない母が、今日は珍しく起こしてきた。

　急いで着替えて客間に来いという母。ちらりと見ると今日はなんだかよそ行きな格好で、化粧もいつにも増して気合いが入っている気がする。

　親戚でも来たのだろうか。時期的に、そんな予定もないはずだが。そんなことをぼんやりと思いながら、俺は適当にその辺にあった部屋着のＴシャツとズボンを着てあくび混じりに一階に下り──




　するとそこには、黒河がいた。




「おはよう、たっくん」




　いつも学校で遠巻きに聞いていた、涼やかな声が俺の名前を──小さい頃に呼んでいた時と同じように、そう呼ぶ。

　その声に、条件反射的に俺の眠気は消し飛んで。それから俺は慌てて背筋を伸ばすと状況を確認する。

　家の一階にある、和室兼客間。畳敷きのそこに、俺の両親と向かい合って座っているのは黒河とその両親。

　状況はすでに出来上がっているようで、俺以外の皆が了解済みといった空気の中、黒河がふかぶかと、畳の上できれいなお辞儀をしてみせる。




「これから一年の間、こちらのお宅でお世話になります。色々ご迷惑をおかけしてしまうかもしれませんがよろしくお願いします。お父さま、お母さま、それから──たっくん」




　かくしてきわめて早急に、電撃的に、衝撃的に。

　黒河スヴェトラーナが、俺の家にやってきた。
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　……さて、彼女がやってきてからというもの、うちの両親といえばそりゃもう一日じゅうニッコニコであった。

　なにせ黒くろ河かわときたらいつも学校で見せているのと同じような完璧な表情、完璧な礼節、完璧な所作を我が家でも変わらずキメていて、我が家のリビングに佇たたずんでいるだけでも場の空気が華やかなそれに塗り替えられるほど。

　昼の用意では客人だというのにうちの母親を手伝って台所に立ち、料理には一家言ある母をして見事と言わしめるほどの絶品の肉じゃがを振る舞ってみせた。

　基本的に家にいる時はゴロゴロしてゲームするだけの一人息子と比べてこのハイスペックである。午後になって一息つく頃にはもう、両親は今まで見たこともないような笑顔で仕事へと出ていった。我が家は両親とも、家の隣の神社で働いている神職なのだ。

　そんな母親が出かけ際に言い残していった、

「くつろいでいていいからね、貴方あなたはもう、うちの娘も同然なんだから」

　……なーんて台詞せりふも、社交辞令ではなくひたすら本心だろう。

　とまあそれはさておき、午後三時。

　両親が留守にして二人きりになった休日の午後……俺は黒河と二人、リビングのソファで向かい合って座っていた。

　別段こういう状況を望んだわけではない。だが昼食の後、両親が黒河との会話に花を咲かせている状況で俺だけ立ち去るというのもそれはそれで気が引けたため、部屋に戻る機会を完全に逸していたのだ。

「……」

「……」

　向かい合ってはいるが、視線は合わせない。正確には、黒河の方からは痛いほどにこちらを見る視線を感じるが俺がそらし続けていた。

　沈黙に耐えきれず、リモコンを取ってテレビを点つける。休日の昼下がり、ロクな番組がやっていないがそれでも三点リーダーが並び続けるよりはマシだ。

　再放送らしき刑事ドラマが、流れ始める。途中からなので話の筋は分からないがそろそろ大詰めらしく、崖際でいい感じに犯人が追い詰められているところだった。

　だが──




「ねえ。これ、面白い？」




　凜りんと響く声で、向かいの黒河がぽつりとそう呟つぶやいて。無視するわけにもいかず、俺はしばしの沈黙の後、小さく首を横に振る。

「……全然」

「じゃあ、消すね」

　問答無用でテレビを消すと、彼女は俺のことをじいっと見つめながらこう続けた。

「お話ししましょう、『たっくん』」

　……たっくん。また、そう呼んでくる。

　朝は聞き間違いかと思ったが、そうではないらしい。だが──だからこそ、俺からしてみればひどくしっくりこない。

　その呼び方は俺と彼女がまだ幼おさな馴な染じみだった頃。いつも一緒に走り回っていた頃の呼び方だ。

「姫君」になった彼女が俺をそう呼ぶなんて、ありえない。

「……お話しって、何を。俺と黒河じゃ、共通の話題なんてないだろ」

　ついつい言葉がつっけんどんになってしまうのを自覚しながらもそう言うと、彼女はきょとんとした顔で首を傾かしげる。

「そんなことないよ。色々あるじゃない、学校のこととか……天気のこととか。あとは光速と時間の関係とか、環境問題についてとか」

「そこまでスケール広げないと共通の話題が見つからないんじゃないか」

　確かに物理学は等しく人類に関係する事柄ではあるが、そもそも俺にはそんな学識はない。

　半眼で思わず突っ込む俺に、彼女はくすりと笑って続けた。

「じゃあ、学校のことしかないね」

「俺は帰宅部だから、学校に行って寝て、たまに起きて授業聞いて帰るだけだよ」

「お友達、いるじゃない。鳴なる宮みやくんと霞かすみ野のさん。よく話してるでしょ」

　即座にそう言ってくる黒河に、俺は少なからず驚く。俺のことなど眼中にも入れていないと思ったけれど……見ていたのだ、彼女は。

　その事実に少なからず喜びを感じる自分に恥ずかしさを覚えながら、それを顔には出さずに俺はぽつりと言葉を返す。

「たしかに友達だけど、だからってあいつらに関して広げられる話もない。……なあ黒河、別にそんな無理に話なんてしなくたっていいんだぞ。居い候そうろうするからって、そんな気を遣う必要も──」

「たっくんは、私に気を遣ってるの？」

　俺の言葉を遮って、急にそうぶっ込んでくる黒河。

　向かい側からいきなり机越しに身を乗り出してきて、その顔が目の前に来る。

　吐息すら感じられるほどの距離。湖のような深い青色の瞳が、俺を射抜いてきて──俺は慌てて顔をそらしながら、こう返した。

「……そりゃ、そうだろ。黒河みたいに凄すごい奴に、どう接したらいいのか分からないし」

　そんな俺の言葉に、彼女は首を横に振る。

「凄すごくないよ、私は」

「凄すごいよ。勉強はできるし、クラスでもみんなを取りまとめて、人望もあるし」

　そう言うと彼女はぱちぱちと瞬まばたきをして、俺をさらにじっと見る。

「他には？」

「え、他？」

　なぜそこを深ふか掘ぼりするのかと思いつつも、俺はドキドキする心臓をなだめながら続ける。

「……宿題とか忘れることもないし、先生から無茶振りされても完璧に返せるし」

「他には？　他には？」

「いや、あとは……………………すっげぇ綺き麗れいだし、声も可か愛わいし」

　ついぽろっと言ってしまったところで、俺は猛烈に後悔する。こんなことを女子に言うやつがあるか。セクハラまがいじゃないか。

　だが戦々恐々とする俺の内心をよそに、彼女は「そっかぁ……」と頷うなずいてソファに座り直すと、小さく咳せき払ばらいをしつつ一言。

「チカ」

　……と、そう告げる。

「え？」

　なんのことか分からずきょとんとする俺に、彼女はこころなしか不服げな顔で、

「だから、チカって呼んで。私のこと」

　なんて、そんなことを言う。

「いや、何でいきなりそんな。学校じゃみんな黒河って呼んでるだろ」

「家ではヴェートチカって呼ばれているわ。今日からはここが私の家だから、たっくんも呼び方を変えて」

「なら、ヴェートチカで」

「チカ」

　有無を言わさない黒河の言葉と視線。その圧に、俺は──

「……分かった。分かったよ、ええと、くろ……じゃなかった。チカ」

　あっさりと根負けして、十余年振りのその呼び名を口にした。

　すると黒河、もといチカは「よろしい」と頷うなずいて、どこか上機嫌そうな様子でソファから立ち上がり、

「それじゃあ、今日からよろしくね。たっくん」

　にっこりと、いつもと変わらぬ可か憐れんな笑みを残してリビングを出ていった。

　彼女の去っていった扉を目で追って。彼女の足音が二階に上がっていくのを聞きながら、俺はぽつりと呟つぶやいてみる。

「……チカ」

　それはひどく、懐なつかしい呼び方だった。

　まだ小さかった頃、一緒に遊んでいた頃に俺は彼女のことをそう呼んでいた。

　彼女の母親が「ヴェートチカ」と愛称で呼んでいたのを聞いて、てっきりそういう名前なのかと思っていたのだ。

　ヴェートチカ。当時の俺には言いづらかったから、チカ。

　そんなあだ名めいた呼び方で──だからこそ彼女のことをそう呼ぶのは多分、後にも先にも俺しかいない。

　俺のことを「たっくん」と呼ぶのが、彼女しかいないように。

「なんでこんな、昔みたいな呼び方を」

　ソファに深くもたれかかりながら、俺はそうぼやいて、深い息を吐き出す。

　呼び方が同じになったところで、俺も彼女もあの頃とは全然違う。同じ家に住むと言っても、俺と彼女の距離は途方も無いくらいに遠く遠く、離れているのだ。




　……なんて、少なくともその時の俺はそう思っていて。けれどそうではなかったことを、俺はすぐに思い知ることになる。

　きっかけは……その日の真夜中のことだった。




──。

　夕食も、チカ無双だった。

　神社から両親が帰ってくる前に彼女はすでに全ての仕込みを済ませていて、手慣れた手付きでもって焼き魚だとか味み噌そ汁しる、卵焼きなどなど……盤石な和食メニューを用意していた。

　俺も多少手伝ったといえば手伝ったが、基本的に料理なんてできないので精々皿を並べたりしたくらい。ともあれそんな彼女の振る舞った料理を見てうちの両親が泣いて喜んだのは、もはや言うまでもないことだろう。

　チカはというと、

「お口に合うか、分かりませんけど」

　なんて言っていたが、完璧な彼女がこんなところで隙を見せるはずもなく、どれも絶品。

　味付けの好みは人によって違うからなんとも言えない部分はあるが、俺からしてみれば母親の料理よりも何なら美う味まいとすら思えた。勿もち論ろん、気恥ずかしいので言葉にはしなかったが。




　ともあれそんな一幕もあってその夜。風ふ呂ろなども済ませ、俺は自室で少しばかりゲームに興じた後で今日は早めに床につくことにした。

　朝からこっち、緊張しっぱなしで疲れたというのもあるが……何より夜ふかしして明日の朝に響くのを避けたかった。

　寝坊しかけて慌てふためく様をチカに見られたくない、というささやかな意地である。

　そんなわけで十時頃にはさっさと布ふ団とんに入って、目を閉じたのはいいのだが──




「……眠れん」

　案の定。普段は日付が変わるくらいまで起きているのもあって、早寝しようと思ってもなかなか寝付けない。

　いや、原因は他にもある。何を隠そう……チカに割り当てられた部屋というのがちょうど、俺の部屋の隣室なのだ。

　つい先ほど、廊下から足音が聞こえていたから彼女もきっと自室にいるはず。その存在を否いや応おうなしに意識してしまうせいで、結局余計に緊張感ばかりが高まってこうして目も冴さえる。

　とはいえここで起きてもしょうがないので、俺はひとまず布ふ団とんの中で目を閉じ続け……そうしてちょうど日付が変わった頃か。
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　……と。

　うつらうつらとしていた俺の意識を叩たたき起おこすような絶叫が、どこからともなく響いたのだ。

　何事かと思って起きると、俺はすぐに部屋を出る。夜分に外で酔っ払いが叫んでいることはたまにあれど、その手合とは明らかに違う──というか明らかに家の中から聞こえてきた。

　うちの両親は羨ましいくらいに眠りが深いタイプであるため、起き出してきている様子はない。仕方無しに俺が懐中電灯を片手に辺りを見回すと……

「……チカ？」

　廊下の突き当たり、トイレの前あたりに、チカがいた。

「……たっ、くん……？」

　震えた声で呆ぼう然ぜんと呟つぶやくチカの姿を、俺はまじまじと見つめる。

　薄桃色のゆったりとした寝間着で、いつもは一部結っている髪も全て流している。普段は見ないそんなラフな姿に少しどきりとしながらも、それより俺は彼女のただならぬ様子に注目していた。

「なあ、チカ」

「……こんばんは、たっくん。ごきげんよう」

　打って変わって取り繕った声音の彼女に、俺は問う。

「なんでそんなところで、座ってるんだ？」

　──そう。彼女は寝間着姿のまま、廊下の上でぺたりと座り込んでいたのである。

「ちょっと涼もうと思って」

「トイレの前で？　こんな時間に？」

「そうしたい時も、人間にはあるものでしょ？」

　キメ顔で言っているが、何かがおかしい。そんな違和感を覚えながら俺は彼女に問いを重ねた。

「さっきの悲鳴、君も聞いたか？」

「悲鳴？　なんのことかしら」

「あのとんでもない大絶叫だよ。怪獣か何かかってくらいの」

「怪獣じゃないわ」

「やっぱり聞いていたんじゃないか」

　そう突っ込むと、チカはわずかに眉を跳ね上げて口をつぐむ。そんな彼女の様子にいよいよ奇妙なものを感じていると……その時だった。

　ちりん、と鈴の音のようなものが響いて。

　それと同時に目の前のチカが、くわっと目を見開いて──
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　と、先ほどのものほどではないにしろ濁点まみれの汚い悲鳴をこぼしていた。

　普段の冷静さはどこへやら、俺の足にしがみつきながら辺りを見回して涙目になるチカ。

「なに、なに、なんなのっ、なんなのおっ!?」

「落ち着け。猫だ」

「猫!?　猫又!?」

「普通の猫だ。ほら」

　そう言って俺が懐中電灯を向けると、トイレの前にある洗面台、そこの小窓が少しだけ開いていて、一匹の黒猫が「なんだこいつ」とばかりの視線をこちらに向けていた。

　その首には、青い首輪と鈴がつけられている。それが今の音の正体だ。

「うちの母親が餌付けしてる奴やつでな。ここの小窓を開けて餌を置いとくと、よくこうして夜中に来るんだよ」

「……防犯意識とか、そのへんどうかと思うわ」

「この窓からじゃ人は入れないからな」

　そう言っているうちに猫はぷいとこちらに尻を向けて、ちりんと音を鳴らしながら立ち去っていった。

　そんな状況の後。俺はそこでようやく、足元にすがりついたままのチカに向き直り。

「なあ。それで、今の悲鳴だけど……」

　若干恐る恐る訊たずねてみると──チカは観念したようにゆっくりと、こう告げた。

「……誰にも言わないって約束してくれるなら、話すわ」

「ああ、勿もち論ろん」

「じゃあ、たっくんの部屋で」

　いかにも重大そうな様子でそう告げる彼女に、俺もなんとなく流されて頷うなずいて……

「……行かないのか」

「立たせて」

　脱力しかけるのを感じながら、俺は彼女の白くて細い手を摑つかんで引っ張り上げた。




──。

　自室に入ると、チカは早速物珍しげな様子で俺の部屋を見回していた。

　本棚やらパソコンやら。別に表立って見られて恥ずかしいものも置いていないが、とはいえ女子に……それもチカのような美少女に見られていると、なんともむず痒がゆい。

　そんな俺の内心を知ってか知らずか、彼女は部屋の隅のラックに近寄ると何かを取り出した。

「ねえ、たっくん。これって何？　なんかかわいい」

　見ればそれは、ＤＶＤケースのようだった。黒い背景に可か愛わいらしいマスコットキャラめいた着ぐるみが描かれたそれをしげしげ眺めている彼女に、俺は「ああ」と返す。

「映画だよ。観みるの、趣味でさ」

「そうなんだ。でも意外、可か愛わいい感じのやつじゃない？」

「いや、ハチャメチャに人が死ぬスプラッタホラー」
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　そう呟つぶやいて固まると、彼女はそそくさとＤＶＤケースをラックに戻して、今度は本棚から一冊の本を取り出す。

「じゃあ、じゃあこっちは？　なんか表紙に可か愛わいい女の子が描いてある……ひょっとして、えっちな本と、か……」

　言いながら、彼女はすぐにそのタイトルに気付いたようでまた固まる。表紙に和服の少女が描かれたそれは「実在した！　日本の怪奇、悪あく霊りよう事件簿！」という本であった。

　やはりそれを凄すごいスピードで本棚に戻すと、彼女は曇った表情で俺を見る。

「……たっくん、こういうの好きなの？」

「好きっていうか……まあ、家が家だからなぁ」

　神職をしている両親には、お祓はらいとかそういった相談が舞い込むことも少なくはない。

　世間一般的にはどうだか知らないが、少なくともうちの両親はそうした事情でよく出張していくこともある。

　そんな両親の働きぶりを見ていたこともあって、なんとなくこういったホラーものなどに好んで触れるようになっていたのだ。

　ともあれ、そんなことはどうでもいい。

「俺のことはいいから、さっきの話を」

　そう俺が促すと、チカは「そうね」と頷うなずいて迷いなく俺のベッドの上に座る。

　彼女がそっちに座ってしまったので、俺は自分の椅子を引っ張ってきて彼女の正面に座った。

　そうしてしばしの沈黙の後。口をつぐんでいたチカは、やがてぽつりと、話し始める。

「……さっきの悲鳴はね。実は、私なの」

「いや、それは分かる」

「なんで!?」

　さっきの状況でそう思わない方が無理がある。そんな突っ込みをこらえつつ、俺は小さく息を吐いた。

　そんな俺の態度をどう受け取ったのかは分からないが、チカは真剣な表情で「むぅ……」と唸うなると俺をじっと見つめてこう切り出す。

「昔……たっくんとよく一緒に遊んでた頃のこと、覚えてる？」

「まあ、少しは」

　噓うそだ。当時、彼女と一緒に遊んでいた頃の記憶は、今も大切なものとしてしまってある。

　だが正直に言うのも未練がましいような気がしてそう返すと、チカはちょっとだけ不満げに

「ちょっとか」と呟つぶやきながら──さらに続けた。

「あの頃さ。私って少しだけ、怖がりだったじゃない？」

「少し？」

　俺の記憶では、家では暗がりから物音がしただけで失禁し、遊園地のお化け屋や敷しきでは入って数歩で失神していた。それ以外にもとにかくビビり症であったことを今でも覚えているが──

「少しよ」

　有無を言わさず押し通してくる彼女に、俺は「あ、はい」と思わず頷うなずく。

「……で、ね。それで──今もね。もうほとんど克服して、怖いものなんて幽霊と宇宙人と未確認生物くらいしかないんだけど、それでもたまに……ごくたまに、思いもよらないことがあるとびっくりして声が出ちゃうことがあって」

「声が出るってレベルじゃなかった気がするけどな、あの事件性を感じる悲鳴は……」

　ついぼやいた俺に再び唇を尖とがらせるチカ。なんだろう、今さらになって思うが、今日の彼女は普段の彼女と少し違う。

　あのえげつない悲鳴や、実はいまだ怖がりだというカミングアウトも十分驚きに値するものであったがそれよりも。

　どう表現したらいいか分からないが……そう。普段よりも、いろんな表情が出てくるのだ。

　それこそ久しぶりに、昔の彼女を思い出してしまうくらい。

　そんな調子で感慨にふけっている俺をよそに、チカは「それでね」と言葉を継いだ。

「私って、学校では完璧でしょう」

「まあ、そうだな」

「だから──今回たっくんにこのことを知られちゃったのは、とっても困ったことなの」

　悲鳴を上げたのも、その後に色々と話したのも彼女なのだが。ともあれ俺は「そうか」と頷うなずいて、

「大丈夫だ。誰にも言わない。この秘密は墓まで持っていく」

「え、そこまで……？」

　若干虚をつかれた顔になりながら、チカはしかし「そうじゃなくて！」と首を横に振り、

「そういうことを言っているんじゃなくてね、私は秘密を知ってしまったたっくんに、協力してほしいのよ」

　なんてことを言う。

　俺としては彼女の不利益になることなどしようとも思わないし、言われずとも今回のことは記憶から消すつもりだった。

　なんなら今ここで本棚の角に頭をぶつけて物理的に記憶を吹っ飛ばすことだって辞さない構えでいたのだ。

「いや、そこまでしてほしくないんだけど……」

　どうやら声に出ていたらしい。「たっくんってたまに引くくらい真面目だよね……」と何やら頷うなずきつつ、チカはさらに続ける。

「ともかく。頭を打ったりしないでいいから、たっくんに……私の〝怖がり〟を克服するためのお手伝いをしてほしいの」

「怖がりを、克服？」

　オウム返しに訊たずね返す俺に、彼女は大きく頷うなずいた。

「今のままだと、学校とかでも何かの拍子にあんなことになるかもしれないし。そうなったら私は──もう『完璧な私』でいられなくなっちゃう。だから今、唯一このことを知っているたっくんにお願いしたいの」

　顔を近づけてそう言ってくるチカに、俺は戸惑うしかなかった。

「お願い、って言われてもな……」

「どんなやり方でもいいわ。たっくんの言うこと、何でも聞くから」

「なんでもって」

　冗談みたいな話だが、彼女の青い眼まな差ざしは真剣そのもので。

　だからこそ俺は……結局あっさりと根負けした。

「……分かったよ。そうまで言うなら、付き合うよ」

「本当？　いいの？」

「ああ。……あんな大絶叫をこれから何度もされたら、ご近所から何噂うわさされるか分かったもんじゃないし」

「それほどじゃないわ」

「それほどだぞ」

　そう言って肩をすくめる俺に、チカはしかしすぐに笑顔になって、手を差し出してきた。

「それじゃあ、改めてよろしくね、たっくん」

　その手を取りながら、俺も頷うなずいて、

「……やるからには、手加減はしないからな」

「望むところよ！」

　そう胸を張り、無邪気な笑顔を浮かべるチカ。その笑顔は、学校で見ている彼女──「姫君」なんて呼ばれている彼女とはまるで別物のそれで。

　俺の記憶の中にある彼女のそれと何ら変わらないその笑顔を少し眩まぶしく感じながら、俺は彼女の差し出した手を握り返すのであった。
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　さて、翌朝である。

　結局、昨日はあんなこともあったので俺はなかなか寝付くこともできず──いつもどおりに目覚ましの音をガン無視しながら惰眠を貪り続けていた。

　まずい。実にまずい。このまま行けば寝坊確定である。

　半覚醒の意識がそんな警鐘を鳴らし続ける一方で、本能はがっつりと寝るモードを保ち続けている。所詮人間も動物の端くれ、本能に勝てるはずなどないのだ。ぐう。

　そんなわけで糸一本分ほどで繫つなぎ止められていた俺の意識は二度寝の中に落ちかけて……しかし、そうはならなかった。




「たっくん、起きろぉ～」




　声が、聞こえたのである。それもただの声ではない。とても涼やかで、それでいて否いや応おうなしに目覚めを促す……たとえるならミントのような声。

　その響きで俺はすぐにそれをチカの声と認識する。だが、妙だ。何で家で寝ているのにチカが──

「たっくんー？　起きないとほっぺたつねるよ？」

「うわっ!?」

　そこで俺はようやく完全に目を覚まして辺りを見回す。するとベッドサイドに、チカがいた。

　すでに制服をきっちりと着て、髪も整えてある。いつも学校で見ているのと何ら変わらぬチカだ──俺の家にいるという一点を除けば。

「な、な、なんで黒河がここにいるんだよ!?」

「チカって呼ぶようにって言ったじゃない。まだ寝ぼけてる？」

　そんな彼女の言葉で、すぐに俺は昨日のあらましを思い出す。そうだ、彼女は俺の家に居い候そうろうすることになったのだ。だが……

「別に、起こしてくれなくても良かったのに」

「起こさなきゃ絶対遅刻だよ。ほら、早く着替えて着替えて」

　そう言ってそのへんに引っ掛けていた俺の制服を近くに置くと、彼女はそのまま部屋を出ようとして……そこで立ち止まり、こう付け加えた。

「もう朝ごはん先に食べちゃったから、待ってるね」

「待ってるって何を」

「たっくんに決まってるじゃない」

　その言葉の意味を数秒咀そ嚼しやくして、俺は「待て」と声を上げる。

「一緒に登校するつもりかよ!?」

「うん？　そうだけど……」

「『そうだけど』、じゃない。そんなことしたら周りから何言われるか分かったもんじゃないだろ！」

　俺の抗弁に、小首を傾かしげるチカ。

「別にいいじゃない。訊きかれたら、正直に言えば」

「君がよくても俺がよくないんだ。そんなことで君に変な噂うわさがついて回ったら、たまったもんじゃない」

「変な噂うわさって？」

「そりゃあ……」

　高校生の男女が、親もいるとはいえ同じ家で一緒に暮らすとなれば……色々と勘ぐるだろう、色々と。

　そう言おうとしたが、言うのもそれはそれで妙に気恥ずかしくて俺は口ごもる。

　そんな俺を不思議そうに見つめた後、「まあいいや」とチカは小さく頷うなずいて踵きびすを返した。

「たっくんが何を心配しているのかよく分からないけど……そこまで言うなら、私は先に出ることにするね。たっくんも遅刻はしないように」

「……分かったよ。肝に銘じる」

「よろしい」

　満足げにそれだけ言い残してぱたぱたと階段を下りていく彼女を見送った後、俺は妙な疲労感を振り払いながら身支度を進めることにした。




──。

　チカのお陰で、結局俺は寝坊しかけたにもかかわらず普段よりは少し早めに登校していた。

　とはいえ寝不足は寝不足。午前の授業は朦もう朧ろうとした意識のまま過ごして、昼休みに入ったあたりで俺はようやく本調子を取り戻し始める。我ながらいい加減生活習慣を正さないとこの先よくないかもしれない。

　さておき。そんな俺に、斜め後ろの席から声がかかった。

「ねえねえたーくん。今日は妙に朝早かったじゃん。どういう風の吹き回し？」

　言ってきたのは数少ない我が友の一人、霞かすみ野のである。

「目覚ましが変わったんだ。とんでもなく強力なやつに」

「ふーん、目覚ましも意外と馬鹿にできないねー」

　軽い調子でそう言うと、彼女は「まあいいや」と呟つぶやいて俺の方へ近づいてきた。

「それよりさ、今週の日曜、皆でどっか遊びに行こうって計画してるんだけど……たーくんはどう？」

「もう週末の予定かよ」

「学生の本分は遊ぶことだし？」

　あっけらかんと言う彼女に、俺は苦笑しながら手を否定の形に振る。

「さすがにパスだ。遊園地ってガラでもないし」

　霞かすみ野のはこの通りのフランクな性格で誰とも距離を容易に詰めてくるため、なんだかんだで交友関係が広い。反面、俺はというと正直そこまで人付き合いが得意な方ではない──なのでそういう輪の中には、できれば放り込まれたくはなかったのだ。

　俺の微妙な反応を見て、霞かすみ野のは少し考えた後ですぐに「わかった」と頷うなずく。

「まあ、たーくんはあんまり皆でワイワイってタイプでもないもんね」

　短くはない付き合いでそんな俺の生態を理解してくれている彼女としては、俺の反応は半ば予想済みであったらしい。

　むしろ次が本題とばかりに、彼女は立て続けにこう続けた。

「じゃあ今日の放課後とか、一緒にカラオケでも行かない？」

「……ホントに体力あるなぁ、お前」

「ふふ、私は青春の謳おう歌かに全力を注いでるからね。……あ、ちなみにこっちは今のところ特に誰にも声かけてないから、行くとしても二人っきり」

　心なしか「二人っきり」の部分に妙に強調が入った気もするが、気のせいだろう。

　ともあれ俺はそんな彼女の誘いを受けて、今日の予定を思い出す。

　特にこれといってすることもない。帰ってもいつもどおりネットゲームに興じるか、心霊モノの動画でも見るか、そんなところだ。

　それならたまには彼女に付き合って、陽の者のエネルギーでも享受するのも健康にいいかもしれない……なーんて、俺がそんなことを考えていたその時だった。

「ごめんね、霞かすみ野のさん。今日は彼、私と用事があるの」

　鈴を鳴らすような涼やかな声を挟んできたのは──なんと驚いたことに、チカだった。

　意外な人物に霞かすみ野のも鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をしつつ、静かに微ほほ笑えむチカに問う。

「用事って、黒河さんが、コレと？」

「コレ言うな」

「そう、それと」

「そっちも代名詞で呼ばないでくれ」

　思わず突っ込みつつ、俺はこのよく分からない状況に戸惑いを覚えながらチカを見る。

　いつもの学校での「姫君」モード。泰然自若としたその様子は昨晩の彼女とは似ても似つかない。

　思わずまじまじとそんなチカを見つめながら、そこで俺はようやく彼女が言った言葉に意識を向けた。

　用事？　俺と用事があると言ったか、彼女は。

　そんな俺の胸中を察するように、彼女は穏やかな調子で言葉を続ける。

「生徒会の風紀委員として、前々から彼には色々と……風紀の取り締まりについての意見を聞かせてもらっていて。ほら、彼ってなかなか自由人でしょう？　だからこそ、そんな彼からの意見は参考になるの」

「確かにたーくんは毎朝遅刻ギリギリだし、部活にも入らず帰宅部一筋の偏屈オブ偏屈だけど……へぇ、あんたでも人の役に立つことってあるのね。しかも黒河さんの」

　心底驚いたという顔で俺をまじまじ見る霞かすみ野のに、俺は半眼で返す。

「お前が日頃俺のことをどう思っているかよく分かったぞ」

「大丈夫大丈夫、私はたーくんのそういうところも受け止める大きな懐ふところがあるから」

「その割に平らな胸だけどな」

「ぶっ殺すよ」

　笑顔のまま殺意を噴出させる霞かすみ野のからそっと視線をそらしつつ、俺はチカへと向き直って──いつの間にか周囲の注目が俺たちに向いているのを感じながら、そっと耳打ちする。

「なあ、一体どういう──」

　そんな俺に、チカは外向けの笑顔を貼り付けたまま周りからは見えぬように俺の手にメモ用紙を握らせた。スパイか何かか。

　ともあれそれだけで、言葉では何も答えず──

「じゃあ、そういうことだから放課後、お願いね？」

　なんて言うと、どうやら用事でもあるようで教室の外へと出ていってしまった。

　そんな彼女の後ろ姿を見送ったところで、霞かすみ野のが肩をすくめる。

「じゃ、カラオケはまた今度で」

「すまん」

「いいっていいって」

　軽い口調でそう言ってあっさり流した後、彼女は「でも」と言葉を続けた。

「今の話はちょっと意外……っていうか水臭いじゃない、『全然話してない』って言ってたのに」

「……あくまで、黒河から色々訊きかれて答えてるだけさ。事務的な話しかしてない」

「そういうもんかー」

「そういうもんだよ」

　と、あっさり言ってその話題を切り上げようとしたところ。

「本当か？　本当にそれだけか？」

　……なんて言って入ってきたのは、授業直後に購買部に走ってパンを買って戻ってきたらしい鳴なる宮みやだった。

「お、今日はすてパン買えたか？」

「コッペパンしか残ってなかった……。くそう、四限自習のクラスが憎い」

　すてパンというのは「素敵パン」という胡う乱ろんな名前の購買パンで、日替わりで中身が変わるというトリッキーさながらそのどれもがハズレ無しの旨うまさということもあり人気を誇っている。

　それゆえに昼休みは購買部で熾し烈れつな争いが繰り広げられている、争いを呼ぶパンでもあった。

　……まあ、そのことはどうでもいいので閑話休題。

「で、パン難民がどうしたよ」

「どうしたって、決まってるだろ。今の一件についての釈明を求める」

「今のって……」

「何とは言わせんぞ、姫君と会話していたことだ」

　そう言ってコッペパンの先端をこちらに向けてくる鳴なる宮みや。行儀が悪いからやめろ。

「別に……大した話じゃないよ。なあ、霞かすみ野の」

　俺の振りに彼女も大きく頷うなずいて、

「そうそう。ただちょっと放課後に密会するって」

「放課後に密会だぁ!?」

「声がでかいし、そうじゃない！　風紀委員として意見を聞きたいことがあるからって、それだけだよ」

　まあそれも身に覚えのない話ではあるのだが。そんな俺の釈明を受けて鳴なる宮みやは霞かすみ野のに目配せし、彼女が肯定したところでようやく信じたらしかった。

「まあ、そんなこったろうとは思ったぜ」

「その割にはえらい剣幕だったけどな……」

　もしこれで、「実は昨日から一緒に住んでます」なんて打ち明けたらどんな顔をするだろうか。

　絶対に話す気はないが、そんなことを想像するだけして──そうしているうちに早くも鳴なる宮みやはこの話題に飽きたらしく、購買の品しな揃ぞろえの悪さについて霞かすみ野のと熱い談義を交わし始めているところだった。

　その間に挟まれながら俺はこっそりと、さっきチカにもらったメモを見ると……

『放課後、特訓！』

　とだけ書かれていた。

　何のことだとしばし考えて、すぐに俺は思い至る。昨日の話……つまりは彼女のビビり症克服の特訓というわけだろう。

　本気でやるつもりだったのか……と思いながら、俺は同時に頭を悩ませる。ビビり症を治す方法なんて、全然考えていない。

　どうしたものか、と考えた末、俺は即座に人を頼ることに決めた。

「なあ、二人ともちょっといいか」

　鳴なる宮みやと霞かすみ野のの会話が一段落したところで、言葉を挟む俺。

「少し二人に訊ききたいこと……というか、相談があるんだけど」

「相談？　珍しいわね」

「いいぜ。どんどん相談するがよい、悩める若人よ」

　そう言って聞く姿勢を見せてくれる二人に、俺はこう続ける。

「知り合いで、すっげぇ怖がりなやつがいてさ。そいつのビビり症を治す手伝いをしなきゃいけないんだけど、なんかいいアイデアとかないか」

　もちろんチカのことである。そんなことには当然気付いた様子もなく、鳴なる宮みやが質問を返す。

「俺らは知らない奴か？」

「ああ。中学の時の知り合いで、今は別の高校に行ってる」

　よく我ながらこうスッと噓うそをつけるものである。

「その人って男？　女？」

「そこ大事か？」

　半眼で問う俺に、霞かすみ野のはこくこくと頷うなずく。俺は少し考えた後、ここもやはりぼかしておくことにした。

「男だ。そりゃもうゴツい、柔道部員みたいな奴やつなんだけど中身は小心者でさ。困ってるらしいから、なんとかしてやりたいんだが……あいにくいまいち良いい案が思いつかなくて」

　前半はともかく、後半は噓うそはついていない。それゆえか、二人とも特に疑う様子はなく……代わりに霞かすみ野のは苦笑交じりに肩をすくめた。

「なんていうかホント、たーくんってそういうとこあるよね」

「どういうところだ？」

「変なところで責任感強いっていうか、普段は人のことなんてなんとも思ってなさそうなのに妙な場面で人のこと助けてあげたりとか……そういうとこ」

「……あんまり自覚はないけどな」

　そうぼやく俺を見て、朗らかに笑う霞かすみ野の。

「ま、そこがたーくんの良いいところだと思うよ」

「だな。そんなたの字のためにも、ここは親友代表のこの俺も一肌脱いでやろう」

　霞かすみ野のに続いて鳴なる宮みやもそう言うと、早速腕を組んで考え始めてくれた。

「そんなゴツい奴やつなら、手加減はいらないよな。だとすりゃ、そうだな──こんなのはどうだ」

「えー、それだと特訓にならなくない？　それより──」

　口々に二人が出してくれた案に、俺は「なるほど」と頷うなずく。

　やはりこういう時、頼りになるのは友人である。





■






　……さて、そんなこんなで何事もなく放課後。授業が終わったところで、俺が廊下で所在なさげに佇たたずんでいると──チカも教室を出てきて、俺に目配せする。

　言葉は交わさず。なんとなく、人気のあまりない場所を選んで──そのまま向かった先は階段を上がった突き当たり。屋上へと出る扉の前だった。

　屋上の扉は普段は施せ錠じようされていることもあって、ここに来る生徒はそうそういない。辺りを見回して人のいないことを確認すると、俺はチカに向き直った。

「で、どういうことだよ、あれは」

「え？　だから昨日言った通りよ。私の特訓、早速付き合ってもらおうと思って」

　至極当然といったふうにそう告げる彼女に、俺は頭をかきながら、

「それはいいけど……その。学校で、あんまり俺と話さない方がいいだろ」

「なんで？」

　そう告げるとチカは、きょとんと首を傾かしげた。そんな彼女に言うべきかどうか逡しゆん巡じゆんしつつ、俺はこう返す。

「……これまで全然、話してこなかったんだ。それがいきなり急にあんなふうに話してたら、不自然じゃないか」

「登校のことといい、心配性だなぁたっくんは。私はむしろ、こうしてまた話せるようになって楽しいけどな」

　屈託なくそう笑う彼女に、俺はつい言葉を失う。……まったく単純な話で、彼女にそう言ってもらえたことが嬉うれしかったわけである。

　俺はほんの数秒の沈黙の後、どうにか動揺を隠して、

「……それでも。話すのはなるべく、他に人がいない時だけの方がいい」

　そんな俺の言葉に、チカはくすりと笑って「気をつけます」と肩をすくめる。それでその話は終わりとばかりに、彼女はぱっと表情を切り替えて続けた。

「そんなことより。たっくんは何か、私の特訓について考えてくれた？」

　彼女にとっては「そんなこと」らしい。思わず苦笑をこぼしつつ、俺は軽く頷うなずく。

「一応は。でも……ちゃんと効果があるかは、分からないぞ」

「いいよ、別に。たっくんが私のためにしてくれることだもの。文句はないわ」

　教室にいる時とは違う、人ひと懐なつっこい笑みを浮かべながらそう言うと、彼女は楽しげに目を輝かせる。

「それでそれで？　今日は何をしてくれるの？」

　そんな彼女に、俺は答える前にこう訊きき返す。

「その前にひとつ、訊きいておきたいんだけどさ。チカ……君が一番怖いものって、何だ？」

「落語の話？」

「そうではなく」

　俺の質問の意図をはかりかねているらしく、不思議そうな顔で口元に手を当てしばらく考えて……やがて彼女はこう答えた。

「……『よく分からないもの』かな。お化けとか宇宙人とか、未確認生物とか……そういうの」

「なるほど、『よく分からないもの』か。なら……このやり方が、やっぱり丁度よさそうだ」

　そう頷うなずくと、俺は踵きびすを返して階段を下り始める。そんな俺に、チカも追いすがって問うた。

「どこへ行くの？」

「図書室だ。そこで、今日の特訓の説明をしようと思う」




──。

　この学校の図書室は実質図書館とでも言うべき豪華さで、校舎と隣接する形で別館として設しつらえられている。

　金がかかっているだけあって売りのひとつでもあるらしく、学校説明のパンフレットなどでも大々的に紹介されているほど。その蔵書数もさることながら、施設設備も一般的なそれよりもかなり充実しており──中には生徒が話し合いなどで使えるように、個別で借りられる会議室なども用意されている。

　そんな会議室の一室を借りて、俺とチカは二人、向かい合って座っていた。

　間に挟まった会議机の上には何冊かの本があって、チカはそれを興味深そうに見つめている。

「今日の特訓は、これだ」

「これ……って、怪談の本、だよね。これをどうするの？」

「これを俺が読むから、チカはそれを聞いてくれ」

「……それだけ？」

　物足りなそうな顔で呟つぶやくチカに、俺は大きく頷うなずいてみせる。

「昨日の感じだと、君の怖がりは昔からまるで進歩していない……いや、どころか悲鳴に関しては当時より悪化してる」

「そこまで言われるほどじゃないと思うんだけど……」

「いいや、下手すれば君の悲鳴で人死にが出るレベルだ」

「そんなマンドラゴラみたいな……」

　そんなにかなぁ、と若干肩を落とす彼女をひとまず無視して、俺は話を進める。

「もしまた加減を間違って、あんなヤバい悲鳴を出されたら大変だからな……だから俺としてはまず、このくらいの浅めのトレーニングから始めるので丁度いいと思うんだ」

「プールに入る前に水かけるような感じね。理にはかなっているような気はするわ」

　ふむ、と頷うなずくチカに俺もまた頷うなずき返して、机上の本を一冊手に取りながら「それに」と続ける。

「君は言ってたよな、『よく分からないもの』が怖いって。だからまずは、知るのが大事だと思うんだ。幽霊だの都市伝説だの、その手の怖い話ってのはだいたいがセオリーやテンプレに則のつとって作られてるからな。お約束が分かってくれば、あんまり怖がることもなくなる」

「そういうものかしら……？」

　半信半疑といった様子の彼女に、しかし俺はまた大きく頷うなずく。俺としても正直こんなんで良いいのかと思わなくもないが、友人たちから出てきたアイデアを無駄にするのももったいない。

　というわけで強引に話を押し通しつつ、俺は本を開く。タイトルは、「ネット掲示板のコワイハナシ！」。ネット発のその手の話を扱っている本だ。

　目次をざっと一いち瞥べつして、俺はその中のひとつに目を留めて──ページを開いて、読み始める。

「じゃあ、早速いくぞ」

「ちょっと待って。その前にひとつ確認したいのだけれど」

「なんだよ」

　訊きき返すと、彼女はひどく真剣な表情でこう告げた。

「これ以上は駄目だなって思ったらギブアップはあり？」

「なしに決まってるだろ。はい、読むぞ。えーと、『もぞもぞ様』っていう有名な都市伝説だ」

　そう言い切ると俺は、どこぞの怪談噺はなし家かよろしく声を潜めて読み始めた。

「これは、俺が小学生の頃、夏休みに田舎のじいちゃんのところに帰省した時の話なんだけどさ」

「たっくんのおじいちゃんって隣町に住んでいらっしゃったよね？」

「俺じゃなくてこの話を体験した人の話だって。……ともかく、田舎に行った時のこと」




　──俺のじいちゃんの住んでるところはさ、本当に田舎で。見渡す限り田んぼばっかでコンビニだって無いような村だったんだよ。

　子供だった俺は、当然そんな田舎に行ったって面白くもなんともなかったからさ。だいたいじいちゃんの家でずっと携帯ゲーム機やってばっかりだったんだけど──痛恨のミスで、充電器を忘れちまったんだよな。

　いや、参った参った。当然じいちゃんの家に充電器なんかないしさ、そうなるともうやることもない。

　親戚が集まってるところに行くのもなんだか気恥ずかしくてさ……そういうのってあるだろ？　だから俺、家にいるのもイヤでこっそり外に散歩に出かけることにしたんだよな。




「ふふん、まだちょっとしか怖くないわ」

　ぷるぷる小刻みに震えているチカを見て、俺は半眼になる。

「今までのところのどこに怖い要素があったんだよ……」




　……で、一人で歩いてたらさ、少し離れたところに──なんか神社みたいな？　鳥居の建ってる場所があってさ。その奥に祠ほこらがあったんだよね。

　もちろん簡素きわまりない作りで、広さもそんなにあるわけでもない……小さな祠ほこらだったんだ。

　でもこれだけなにもない田舎だと、そんなもんですら刺激にはなるもんでな。俺は鳥居をくぐって、中に入ってみたんだ。

　……まあ、もちろん外から見た時となんも変わらなくて、ただ古ぼけた祠ほこらがあるだけなんだけど。

　それで俺は……まあ退屈が限界に来てたせいだろうな。やめときゃいいのに、その祠ほこらの中身がなんだか無性に気になったんだ。

　中に何が入っているんだろう？　そう考え始めると、もう止まらなくてな。




「もしかして……」

「そう、開けてしまったんだ」




　神妙な顔のチカにゆっくりと頷うなずいて、俺は語り部べの「俺」として話を再開する。

　──祠ほこらの扉を開けてみると、その中には結局のところ、何もなかった。

　いや、正確にはひとつ……中には、手袋みたいなものがしまわれていた。何て言うのかな、子供用のやつだと思う。ほつれまくって土つち埃ぼこりがついた、毛糸の小さな手袋……それが片方だけ入っていたんだ。

　子供心になんだか気味が悪いなぁと思ってさ。俺はその日はとっとと家に帰ったんだ。

　一人で外をうろついていたことがバレて、親には大目玉食らってさ。その日はさんざんに怒られて……けど子供って懲りないんだよな。俺は翌日も暇を持て余して、ついまた外に出たんだ。




「なんでそんなことしちゃうかなぁ……！」とチカ。

「そういうもんなの」と俺は返す。




　──自然と、あの祠ほこらに向かってた。あの時はあんなに気味が悪いなと思ってたのに、なんでかな。気になったんだよ。

　それで例の鳥居のところまで行ったところで、「ぎゃぁああぁぁあああああああああぁぁああああああああああああああああぁぁぁ！！？？？」

「うわ、びっくりした！」

　俺の怪談を中断したのは、話しているこちらの方がびっくりするような大絶叫であった。

　見るとチカはすでに顔面蒼そう白はく、涙目になりながら口をぱくぱくさせている。

「むり。だめ、ぜったいそれこわいやつ」

　ひらがなみたいな喋しやべり方でそう呟つぶやくと、ふるふると首を横に振るチカ。

「ねえ、今回は私もうけっこう頑張ったと思うの。このくらいでいいんじゃないかしら」

「まだ本題にすら入ってねえよ。ほら続けるぞ」

「えぇ～……でも図書室でこんなに大騒ぎしてたらよくないと思うわ」

「大絶叫してるのは君だ。あとこの会議室、しっかり防音環境になってるらしいから多分いくら叫んでも外に声は漏れない」

「うぅ……無駄なところにお金を使う学校ね……」

　観念した様子の彼女をよそに、俺はさらに話を続けることにした。




　……ええと、そう。鳥居まで行ったところで、俺は妙なものを見たんだ。

「ヒッ……」

　黒っぽい、もやみたいなものだったよ。

「ひょえっ……」

　……なんだか合いの手のようにチカが悲鳴を漏らしているが、もう突っ込まないぞ。




　──その黒っぽいものの大きさは当時の俺と同じくらいだったから、子供の背丈くらいかな。それくらいの、黒くてもぞもぞと蠢うごめいているヒトガタが、鳥居の中……あの祠ほこらの前でうずくまっていた。

　なんだろうな、なんだろうな、ってね。俺は思ったけど、同時にそれが「近づいちゃいけないやつだ」っていうのはすぐに分かった。

　だから俺はその日もすぐ、家に帰ることにした。

　……けどさ、それから俺は何度もそいつを見ることになったんだ。

　その翌日、母親に連れられてじいちゃんのご近所に挨拶に行った時──そいつは田んぼのど真ん中で、やっぱりもぞもぞと蠢うごめいていた。

　その翌日も同じ。その日は道端にぽつんと立ってたかな。

　そうやって毎日見てるうちに……俺、気付いたんだよ。

　そいつが……だんだんじいちゃんの家に、近づいてるって。

　だから俺、じいちゃんにそのことを話してみたんだ。そうしたらじいちゃん、すっげぇ剣幕で怒って──それから教えてくれたんだ。「それは、もぞもぞ様だ」ってね。

　もう忘れちまったけど、確かそのあたりの言い伝えの妖怪かなんかで──自分を見た人間のところに近づいてくるらしくてさ。

　だから、もう気配を感じても絶対に見るなって、じいちゃんはそう言ってた。

　俺もそれを守ることにして、結局帰省から戻るまではそれ以上は一度も、そいつを見なかった。「いる」って分かることもあったし、視界の端に映ることもあったけど……決して直視はしないようにした。

　そうしたらいつの間にか、俺はそいつの気配を感じることもなくなった。

　何も起きなかったし、何も現れなかった。だからきっと、この話はこれでおしまいなんだ。

　だけど……俺さ、それ以来ずっと、鏡を見ることができないんだよな。

　何でかって？　そりゃあ──だって。




　俺の後ろに、いるかもしれないだろ？




「……ぴぃ……」

　もはや悲鳴を上げる気力すら残っていないのか、俺が話し終えたところでチカが漏らしたのは鳥の雛ひなみたいなか細い声だった。

　俯うつむいて固まっている彼女に、俺はそこでダメ押しに──こう声をかける。

「なあ、チカ。後ろ」

「あひぎゃぁああぁああああああああぁぁあああああぁっぁぁぁぁ!!」

　まだ余力は十分らしかった。というかこんなとんでもない声を立て続けに出されると、いくら防音設備が充実しているとはいえ心配になってくる。

　椅子から転がり落ちて部屋の隅まで行って震えながら、チカは俺を涙目で見つめて、

「後ろって、な、な、なにかいる？　いないよね？」

「ああ大丈夫だ、いないから」

「……悪趣味な冗談だと思う」

「特訓だからこのくらいしておいた方がいいかと思って。すまん」

　むくれながら椅子に座り直す彼女を見て、俺は腕を組みながら小さく息を吐いた。

「……それにしても、まさかこんな話でそこまでいい反応をされるとは……」

「だ、だって怖いじゃない。どうしよう、今日から鏡見られない……。これから毎朝髪の毛結うの、たっくん手伝ってくれる？」
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「そこは自分でやってくれ」

　そう突っぱねながら、俺は彼女に問いを重ねる。

「イヤな感じの話だとは思うけど、どこでそこまで怖がってるんだ？」

「だって、得体が知れないじゃない！　さっきも言ったけど、そういうわけのわからないやつが怖いの！　私は！」

　そんな彼女の弁に、俺はふむ、と頷うなずくと。

「じゃあ、原因や正体がはっきりしてそうな話なら大丈夫なのか？」

「……どうかしら。でも、こういうわけのわからない系よりはいいかも……」

「よし。じゃあこれだ。『地蔵の呪い』」

「ダメ」

　ぴしゃりと封じられた。

「タイトルからしてもうネタバレしてるような話じゃないか」

「でもそれどうせお地蔵様にいたずらしたら後でひどい目にあったとかそういう話でしょ!?　分かるもん！」

「分かってるなら怖くないだろ」

　というか、怖がりの克服で怖いものを回避していたらしょうがないだろうに。

　肩をすくめる俺の前で、チカは何を思ったか机の上の本たちのうちの一冊を取り出して自分でぱらぱらとめくり始めた。

「何してるんだ？」

「たっくんにやられっぱなしなのも、なんか不公平だから。私が音読するからたっくんが聞いてて」

「いや、君の特訓なんだが……」

　聞いちゃいなかった。授業中でもなかなか見せないような真剣極まりない表情で目次を見ていた彼女は、何かいい感じの話を見つけたのかページをめくって俺に視線を送る。

「それじゃあ、話すわね。ええと、『タクシーに乗る女幽霊』……」

「拾ったお客がいなくなってて後ろの席が水浸しになってた、とかそういうやつか」

「ちょっとたっくん、いきなり先制してネタを見通さないで！　っていうかなんで分かるの？　エスパー？」

「よくある話だからな……」

　この手の怪談モノとかホラー作品に日頃から触れていると、大まかな話の流れはタイトルだけで分かってしまうことがあるのだ。

　俺の先回りで話を封じられたチカはぐぬぬ、となぜか悔しげに呻うめきながらさらにページをめくり、何やら次々と提示してくる。

「『雪山の遭難』！」

「四人だと思ったら五人目がいたみたいなやつか」

「『隣室から聞こえる物音』」

「実は隣が事故物件とかそういう」

「なんで全部分かっちゃうのよぉ！　たっくんばっかり平気じゃ勝負にならないじゃない！」

「だから勝負じゃなくて君の特訓だろうが」

　頰をかいている俺に唇を尖とがらせながら、そこで彼女はさらにページをめくり……「む」と声を漏らす。

「これとかどうかな、『あかおんな』」

「……聞いたことないな。なにそれ」

　都市伝説系だろうか。そんなことを思っていると、チカが姿勢を正して──国語の音読みたいにかしこまった声で読み始める。

「これは、『私』が……この文章を書いた人が体験した話。私は当時学生だったんだけど、学校でとある噂うわさが流は行やっていたんです。……ねね、怖くない？」

「まだ怖い要素がない」

　ついでに言えば、彼女の可か憐れんな声での音読に聞き惚ほれていて内容まで頭が行っていなかったというのもある。もちろん、直接言いはしないが。

　そんな俺の反応に「むう」と唸うなりつつ、チカは音読を続けた。

「噂うわさっていうのは怪談で……聞いた話だと、放課後の下校時間、一人で歩いていると『出会ってしまう』というもの。何と出会ってしまうのか──その噂うわさを話していた友人は、『あかおんな』と言っていました」

「ほう」

　相あい槌づちを打つ。ちなみにチカはというと、まだ声は平静を保っているがすでになぜか手が震え始めていた。

「私はそんな噂うわさは信じていなかったけど、とはいえそんな話を聞いて一人で帰るのも気が進まないので、だいたい友人たちと一緒に下校していました。けれどある日……ねえ、これ以上読まないとダメ？」

「君が自分で読み始めたんじゃないか」

「……うぅ。ある日、たまたま友人たちが部活で皆忙しくて、私一人で下校することになってしまったのです」

　読み上げる表情も切羽詰まり始めているが、だがまだ悲鳴を上げるには至っていない。

　頑張っているなぁと感心していると、さらに彼女は読み上げを続ける。

「夕方の、四時ごろでした。十一月の、もう日も短くなり始めたあたりで──空は赤く、端の方などはすでに暗くなり始めています。時間的にまだ帰宅する人通りも少なく、私は住宅街の中を家に向かって急いでいま……いま……」

　そこで言葉に詰まると、彼女は急に俺の方を見て、至極真剣な顔で言う。

「ねえ、たっくん」

「……なんだ」

「ちょっと隣に座って」

「なぜ」

「怖いから」

　正直者である。だがまあそのくらいならいいだろうと思い、俺は椅子を移動して彼女の隣へ座り直す。

　だが──これは俺にとっては失策だった。

　というのも、昨日から色々あって感覚が麻ま痺ひしていたが……こんな距離感で彼女と接することなど、それこそ数年ぶりなのだ。

　俺より少し低いところにある頭。銀色の髪の毛がかすかに揺れると、花みたいな香りがふんわりと鼻び孔こうをくすぐる。

　それに、彼女の横顔。鼻筋の通った……けれど彫りの深すぎない絶妙なバランスの顔立ち。

　記憶に色濃く残っている昔の面影とはずいぶん違っていて──だけど、変わらないところもあって。

　そんな彼女の顔に目を奪われ続ける俺に気付いた様子もなく、彼女はさらに続けた。

「えっと。それでね、『私』は一人で家に帰ろうとして……そんな時。誰もいない住宅地の道端で、誰かがこう声をかけてきたんだって」

　そう言うと、彼女は声を潜めて……

「『──あ、あ、あ、赤いもの、ももも持ってない？』って……」

　恐怖で盛り上げる場面のはずだったが、チカの震え声のせいでただのたちの悪い変態みたいな喋しやべり方になっている。

　表情を引きつらせて、彼女は無意識にか俺の手をいきなり握ってくる。真っ白な手。体温が伝わってどきりとする中、彼女は無我夢中で音読を続行した。

「声をかけてきたのは、真っ赤なワンピースを着た、妙に背の高い女性で……口元にはこれまた真っ赤なマスクをつけていました。ワンピースは汚くて、髪の毛はがさがさ、爪は長くねじれていて……とても、まともな人とは思えません。思わず固まっている私に、その女はもう一度言いました。『赤いもの、持っていない？』……」

　チカも限界のようだったが、手を握られている俺の方もドキドキが止まらない。そんな俺の様子など気にも留めず、何を思ったか彼女はさらに体を密着させてきた。

「『持ってないです』。私は気が動転していて、そう答えてしまいました」

　気が動転しているのは何なら俺の方だった。

　完全に俺の腕を抱きしめて……そこそこに豊かなその胸元に挟み込んでくるチカ。どういうつもりなのかと俺はチカを見るが、彼女の視線の先は本へと向いたまま。

　こいつ、完全に無意識にやっている──そう理解した俺だったが、そこでさらにまずい状況に気付く。

　腕に伝わる胸の感触でいっぱいいっぱいになっていたが、俺の手の先がちょうど、彼女の太ももに挟まれていたのだ。

　……いや、これは本当によくない。最大限の理性を振り絞りながらどうにかまず、指先だけでも引っ張り出そうとする俺だったが──

「……ひゃうっ!?」

　少し動かしただけでびくりと震えて、妙に艶なまめいた声を出すチカ。ダメだ動かせない。動かすともっとまずいことになりそうな気がする。

　柔らかい。柔らかいし、熱い。指先に伝わってくる、今までおよそ触ったことのないそんな感覚──心臓がめちゃくちゃに早鐘を打つのを感じながらも、俺は無心で腕をそのまま預ける。

　そのさなか、チカは顔を赤くしたまま震える唇を懸命に動かしてさらに朗読を続けた。

「──噂うわさ話ばなしは知っていたし、こう訊きかれることも知っていた。そして、定められた答えができなかったらどうなるのかも、知っていたのに……」

「どう、なるんだ？」

　ごくりと、チカが生唾を吞のみ込んで。

「……私の答えに、女はひどく不満げにその醜い顔を歪ゆがめて言いました。『隠すんじゃない、あるじゃないか』──そうしてその日。道端で惨ざん殺さつされている女子高生の遺体が、近くの人に発見されたそうです……死体は、全身を刃物でめった刺しにされて……中の血液はほとんどが抜き取られて、いたって……」

　最後の方はもう、途切れ途切れだった。

　だが読み切って、チカは絶叫することもなく本を机に置くと俯うつむいて沈黙する。その拍子、緊張が少し緩んだのか腕を拘束する力が抜けて──俺はその機を逃さず腕を引っ込めながら、平静を装よそおいつつこう告げた。

「よ、よく頑張ったな。いやぁ、なかなか雰囲気が出ていて怖い読み上げだった。それに最後まで叫ばなかったし……」

「うん」

「これならだいぶ克服できたんじゃないか、怖いの」

「……そ、そうかな？」

「ああ、そうだって。間違いない」

　俺がおだてると、チカの方もだんだん顔色が良くなってきて嬉うれしそうに微ほほ笑えんでみせる。

「ふふ、これなら私が怖がりを完全に克服するのもそう遠くはないわね……！」

「そうだな」

　そう頷うなずくと、俺はふと思い立って彼女の肩あたりを指差し、

「あ、後ろ」

「ぴぎゃあぁあぁあああああぁっぁぁああぁあぁぁああああぁぁぁ！！！！？？？」

　……まあ、やっぱりまだ駄目だった。




──。

　まあ、そんな感じでその日は放課後までみっちりと怪談話を読み聞かせて。

　下校時間を告げるチャイムが鳴った頃、チカは真っ白になりながら（もとから白いが）弱々しく呟つぶやいた。

「終わった……？」

「そうだな。そろそろ帰るか……」

　基本的に帰宅部の俺としては、こんな時間まで学校にいるのは久しぶりだった。

　借りていた本をまとめながら、俺は机の上に突っ伏してぴったんこになっているチカに問う。

「……大丈夫か？」

「だいじょうぶじゃない……たっくん、容赦がないんだもん……。私がもうやめてって言っても無理やりしてくるし……」

「誤解を招くようなことを言うな」

「誤解？」

　首を傾かしげる彼女から、俺は頰を若干赤くしつつ視線をそらす。

　そんな俺の態度をやや訝いぶかしげに見つつも、彼女は「でも」と微笑を浮かべてみせた。

「怖かったけど、楽しかったかも」

「楽しくはない気がするけどな……」

　この通り、とてつもないビビり症のチカである。特訓とはいえ、こちらとしても正直心が痛まないわけでもなかった。

　けれどチカは「ううん」と首を横に振り、

「たしかに怪談は怖かったけど。でも、たっくんと……こうやって久しぶりに一緒に遊べたのは、よかったかな」

「……そうか」

　純粋なその言葉に、俺は少し驚いて──それから小さく苦笑をこぼした。

　……口には決して出さないけれど。その気持ち自体は、俺の方もまったく同じだったからだ。

「たっくん？　どうしたの？」

「いや、なんでもない。そろそろ出よう、本も返却しないといけないし」

「そうだね」

　頷うなずいて本を何冊か持とうとする彼女だったが、俺は先に全部抱えて外へ出る。

「手伝うのに」

「いいって。俺が返しておくから、チカは先に帰ってろ」

「え？」

　首を傾かしげる彼女に、俺は呆あきれ混じりに息を吐く。

「登校の時と同じだよ。一緒に帰ってるところ、見られたらめんどくさいだろ」

「え、でも。やだよ？」

「ヤダって、なんで」

　やたら強情な彼女にそう訊きき返すと……彼女は妙に自信満々に胸を張ると、こう言った。

「だって、『あかおんな』が出たら怖いじゃない」

「…………」

　どうやら、彼女の怖がり克服はまだまだ先のようである。

　というかこれ、さては遠のいたな。
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「よう、なんかお疲れ気味じゃんか大将」

　体育の授業中。自主課題でドッヂボールに興じているクラスの男子たちを外野で眺めていると、同じく外野に出てきた鳴なる宮みやが声を掛けてきた。

　自主課題といっても名ばかりで、授業内容が早く終わってしまったがゆえの余り時間のようなもの。女子はともかく男子側はそれほど勝敗に賭ける熱意もなくだらだらと時間を潰している者がほとんどで、外野に出てそのままこうして駄だ弁べっている連中もそこかしこに見られていた。

「最近、色々あってさ」

「ほう。帰宅部のたの字が、色々とはね。……ははーん、こりゃひょっとしてアレか、いよいよお前にも女が」

「そんなんじゃないって」

　実のところは一割くらい当たっているとも言えるのだが。ともあれそう言って首を横に振っていると、会話に割り込んでくるものがあった。

「え、なになに、たーくんにいよいよ彼女ができたって？」

　そんなことを言ってきたのは、バスケットボールをやっている女子勢のコートから離れてこちらにやってきた霞かすみ野のだった。

「霞かすみ野の。こっちは男子ゾーンだぞ。っていうかあっちの試合入ってなくていいのかよ」

「いいのいいの。私が混ざっちゃうとパワーバランス崩れるから」

　そういう通り、霞かすみ野のの運動神経の優秀さは折り紙付きである。その実力たるや、高一で入学して早々に数多あまたの運動部から勧誘を受けまくっていたほど。

　とはいえ本人は「ひとところに縛られるのって苦手」という理由から、ときどき助すけっ人ととして各部活に顔を出す程度にとどまっているのだが。

　俺の言葉に、「それより」と霞かすみ野のは無理やり話題を戻しにかかってきた。

「今はたーくんの彼女の話でしょ」

「だからそんなものはいないって」

「ホントに？　でもなんか今日、匂いが違うよ」

「え!?」

　そういえば昨日は、間違えてチカの使っているシャンプーを使ってしまった。

　誰にバレるわけでもなしと気にしていなかったのだが……なんとも目ざとい。

「……うちの母親が新しいシャンプー買ってきてな。それでだよ」

「ふーん。ずいぶんいい匂い、っていうか女子っぽい」

　からっとした性格ながら、こういう時にはひときわ敏感というか鋭い部分を見せるのだ、この霞かすみ野のというやつは。

　依然俺に対して微妙に疑いの視線を向けつつも、ひとまず俺の言うことを信じたらしく彼女は腕を組んで壁かべ際ぎわに寄りかかった。

「まあいいや。たーくん彼女、いないんだね」

「今までだっていたことはないよ」

「いたなんて言ってたら友達の縁を切るところだったぜ」

「それは勘弁してくれ」

　にやにやしながらそんなことを言う鳴なる宮みやにそう返していると、霞かすみ野のは肩をすくめながら続けた。

「鳴なる宮みやはなんていうかいろんな意味で軽いからともかく、たーくんはけっこうモテそうなのにね」

「ははは、ナイスジョーク」

「いやいや、そうでもないわよ。清潔感あるし、顔だってまあ中の上くらいだし？」

「……一応褒め言葉として受け取っておくよ。でもまあ、今のところ俺の人生にモテ期が来る気配はないけどな」

　そう軽口で返すと、霞かすみ野のは小さく笑って、

「どうかな。案外そろそろ来るかもよ、モテ期」

　なんて、そんなことを言う。

「そりゃ楽しみだな。鳴なる宮みやと絶交しなきゃいけなくなるのは残念だけど」

「おうおう、そうだぞ。その時には女なんぞより友情を選べ」

　──なんて適当な会話を交わしながら、三人で寄り集まっていたそんな時。

　バスケットボールをしている女子たちの方から、ひときわ大きな歓声が上がる。

　見れば丁度、チカがダンクシュートを決めているところだった。

「黒河さん、ナイスシュート！」

「ふふ、皆のお陰だよ」

　そんな周囲の称賛に、ふんわりとした清せい楚そな笑みを浮かべるチカ。軽く汗を拭いながら他の女子とハイタッチをしている彼女の姿に、隣の鳴なる宮みやが鼻の下を伸ばす。

「いやぁ、やっぱすげぇなぁ、『姫君』」

「ああ。……運動もあんなにできたのか」

　思わずそう呟つぶやく俺。小さい頃の彼女は、やたらとどんくさかった覚えがあるのだが。

　そんな俺の言葉に、鳴なる宮みやが「知らねえのかよ」と肩をすくめる。

「そこの人間やめちゃってる系女子ほどじゃないけど、姫君だってどこの運動部からも引く手数多あまただぜ。まあ、俺がすげぇって言ってるのはそこじゃないけど」

「え？」

　そう言って彼がにやけながら指差したのは、再び走り回っている彼女の胸元だった。

「ほら見ろよ、体操着だと体のラインというか胸部装甲の戦力が普段より分かるからさぁ。いやぁ、大きすぎず小さすぎずのベストサイズだよ、ありゃあ」

「……最ッ低」

　うんざりした様子で呟つぶやく霞かすみ野のに、俺も無言で頷うなずいた。

「あ、たの字、裏切る気か!?　お前ひょっとして貧乳派なのか!?」

「え、そうなの？」

「なんで霞かすみ野のまで乗ってくるんだよ」

　散れ散れ、と手を払っていると……丁度女子の試合が終わったようだった。

　皆が一息ついているところで、チカもまた小さく息を吐いて──そんな彼女を見ていたら、偶然その時、目が合った。

　目が合って、けれどお互い、別に声を掛けたりするでもない。

　チカが我が家にやって来てから数日。

　学校ではこんな調子でお互い以前と同じように言葉も交わさず、他人行儀を貫くように心がけていたし──なんなら家でだって別段、二人で話すこともそれほどなかった。

　たとえば食事の時など。

「チカ。悪い、それとって」

「うん」

　そう言って黙々と醬しよう油ゆを取って隣の俺に渡してくれるチカ。あるいは、

「たっくん。あれ貸して」

「ん、充電器か。持ってくる」

　……とまあそんな具合で、そっけないというか必要十分というか、その程度の会話ばかり。

　両親などは「つうかあの仲ね」なんて言ったりしていたがそういうわけではない。

　積年のぎくしゃく感というか、俺が勝手に感じていた距離感は解消されたとはいえ……それでもやっぱり、お互い年頃の男女である。

　同じ家にいるからといってやたらに話しかけにいって、変な下心があると思われるのも困る。

　だからこれが、俺たちにとってはきっと、ベストな距離感だった。




「……いやー、やっぱりいいよなぁ姫君」

　チカを眺めながらそう呟つぶやく鳴なる宮みやに、俺も一応頷うなずいておく。ここで変に否定しても、それはそれで不自然だろう。

　だが──そこで霞かすみ野のが、なぜか俺をじっと見つめてきた。

「ねえ、たーくん」

「なんだよ」

「たーくんもやっぱり、彼女にするなら黒河さんみたいな女の子がいい？」

　妙な質問である。そして同時に、いささか困る質問でもあった。

　さっきのようにただ同意するだけならいいが、こうして改まって訊きかれて「はい」と答えればそれはそれで本当に気があるように思われてしまいかねない。

　数秒の逡しゆん巡じゆんの後、俺はあくまで無難な答えを選んだ。

「……まあ、美人だしな」

「胸も大きいし？」

「いや、そこは別に……」

「そこは別になんだ、よし」

　何がヨシなのか分からないが、何やら納得した様子の霞かすみ野の。すると丁度、女子の方から呼び声がかかって彼女は「じゃね」と手を振り戻っていく。

「……何だったんだ？」

　そうぼやく俺に、鳴なる宮みやはなぜか何も言わずにニヤニヤしていた。なんだよ気色悪いな。





■






　さて、そんなことがあった日の放課後。

　いつもどおりに授業が終わると同時に家に帰って、いつもどおりに部屋で一段落してゲームでもしようかと思いはじめていたあたりのことである。

「たっくん、特訓よ」

　そう言っていきなりノックもなしに俺の部屋に乱入してきたのだ、チカが。

　俺はその突然の訪問にびっくりして椅子から落ちかけて、彼女に向き直る。

　制服の上着を脱いで、ブラウスとスカートだけの姿。この数日でそんな彼女のオフの格好もある程度は見慣れていたが、こうして改めて対面するとまだ少しドキドキしてしまう。

「なんだよ、いきなり……ノックくらいしろ、他のことしてたらどうするんだ」

「他のことって？」

「……気にするな。失言だった」

　首を傾かしげる彼女に手をぱたぱたと振りつつ、俺は椅子に座り直す。

「で、特訓って。ここ数日大人しかったのに、何でまたいきなり」

　チカもまた、勝手に俺のベッドに座るとそのすらりと長い脚を組んで、

「ここ最近は生徒会とかで放課後忙しかったからね。たっくんに特訓してもらう時間がとれなかっただけ。……たっくんにとっくん」

「その激寒ギャグは間違っても外で言うなよ、いろんな意味で」

　一人でツボにハマりかけているチカを白い目で見ながら、俺は頭をかいた。

「で、今日こそはまた例の『怖がり克服』をやりたいってことか？」

「そういうこと」

「俺の都合は」

「もちろん気にしてるわよ。でもこの前ご両親に聞いたら、『あいつは毎日暇だから』って言ってたし」

「……ぐ」

　全く言い返せない己の生活態度が悔しい。

　俺の反論がないことをいいことに、チカはにこにこしながら続ける。

「今日はご両親、お仕事で夜までおでかけって言ってたよね。だから思う存分特訓できると思うの。……ねえ、ダメ？」

　自覚しての振る舞いではないのだろうが、ただでさえ端麗な顔で上目遣いにそう言われると、抗あらがいがたいのが悲しいかな男子の性さがである。

　せめてもの抵抗とばかりに少し間をおいた後で、俺はゆっくり頷うなずいた。

「……分かったよ。まあ、こんなタイミングじゃないとできないメニューもあるし丁度いいか」

　そんな俺の言葉に「わーい」と無邪気に声を上げた後、彼女は首を傾かしげる。

「こんな時じゃないとできない……？　どういうこと？」

「ちょっと待っててくれ。準備するから」

「準備……？」

　不思議そうな顔をしながらも、俺のベッドにちょこんと腰掛けるチカ。

　俺もまた、部屋を見回して必要なモノを見繕って──




──。

「というわけで、今日のお題はこれだ」

　そう言って机の上に俺がどっさりと置いたのは、大量のＤＶＤだった。

　どのパッケージもだいたい黒だったり赤だったりとそんな色ばかりで、血まみれのクリーチャーが描かれていたり恐怖に顔を歪ゆがませる女性が映っていたりと、まあだいたいそんな感じだった。

　それらを気味悪そうに見つめながら、ベッドに座っていたチカがおずおずと訊たずねる。

「ねえ、たっくん。これって……ホラー映画とか、そういうやつ？」

「似たようなものだけど、今日用意したのは心霊系の映像集だな」

「ねえ、たっくん。私って映画とかはけっこう好きな方なんだけれどね、実はホラーだけはとっても、とーっても無理なの」

「ンなことは分かりきってる」

　とっておきの秘密みたいに言わないでほしい。

　ベッドの端に移動して少しでもＤＶＤたちから距離を取ろうとするチカに、俺は腰に手を当てながらこう告げた。

「見ての通り、今日はまずたっぷりと心霊映像マラソンをやってもらう」

「なんでそういうことするの」

「特訓だからだ」

　すでに涙目になっているチカに罪悪感が湧かなくもないが、とはいえ彼女から振ってきた話である以上こちらとしても全力で応えるしかない。

　手加減無用。最初にそう言った彼女の覚悟を裏切るわけにはいかないのだ。

「この前は文章で怖い系に慣れてもらったから、次のステップは動画がいいだろうと思ってな。俺のコレクションから色々と揃そろえてある。たっぷりと鑑賞してくれ」

「いきなりハードル高くないかな？」

「大丈夫だ、俺なりに難易度低めのやつから高めのやつまで何個か事前に選んである」

「そ、そう……？」

　どうやら少しだけやる気が出てきたらしい。そんな彼女を安心させようと、さらに俺はこう続けた。

「それに、今日は親おや父じたちは夜まで帰ってこないからな。思う存分悲鳴を上げていいぞ」

「その台詞せりふだけだとものすごい悪役じみてるんだけど……」

「気のせいだ。……じゃ、時間も惜しいし早速一個目いくぞ」

　そう言って俺は部屋のテレビのプレイヤーにディスクを挿入。映像の再生が始まる。

　まず流れたのは制作会社のロゴ──ホラー系ばかり作っているところだからか、薄気味悪い少女がにっこり笑ったかと思うと画面に血ち飛沫しぶきが飛んできて会社名にな「ぎゃん!?」るという、無駄にスプラッターな映像だ。

　ほらみろすでに隣のチカが汚い悲鳴を上げ出した。

「もういやぁ……」

「まだ本編前だぞ」

　そう言いながら見ていると……早速本編が始まった。

　タイトルは、「実録！　実在した、恐怖の怨おん霊りよう映像！」。いわゆる心霊系の投稿映像を集めた作品である。

　無音の画面にまず浮かび上がったのは注意警告文。要約すると、この映像を見て深刻な霊障が起こっても自己責任だ──という内容だ。

「……たっくん。これはまずいわ。よくないわ」

「大丈夫だ、心霊映像を見て実際死ぬ奴なんてそんなにいない」

「少しはいるの!?」

　お祓はらいなどを生なり業わいとしている両親の話を日頃から聞いていると全否定はできない部分もあるので、そこはスルー。ともあれそんな警告文の後、本編が始まった。

　最初に紹介されたのは、川岸で投稿者の若者たちがバーベキューをしている映像だった。

『この何気ない行楽風景の中に、あるおぞましい存在が映り込んでしまったというのだが……』

　おどろおどろしいナレーションに、チカがびくんと肩を震わせる。

　日中の、川の中なか洲す。映像では大学生くらいの連中が騒ぎながら肉やら何やらを焼いているところだった。

　だがしばらくしたところで──

「ひぎゃっ──！！？」

　隣のチカが短い悲鳴を上げた。俺も画面を注視するが、特に変わったところはない。しかし彼女は震えながら画面を指差し、

「い、いまっ……顔っ、顔が、あの人の肩のところにっ!!」

「あ、本当だ。めっちゃあるな」

　見ると、画面が切り替わったあたりでちょうど、映っている若者の一人の肩に長い黒髪の女性の顔のようなものが貼り付いていた。

『分かっていただけただろうか……？』

　そんなナレーションとともに、今度はリプレイ映像としてスローモーションで同じ部分が流される。

　わりと映っている人数も多いながら、ひと目で分かるほどにわかりやすい。というかその顔の部分だけ露骨に画素が粗いし色調も浮きまくっている。

　正直、あきらかに合成臭いものだが……チカを見ると、彼女は目を見開いて固まっていた。

「幽霊がこんなにくっきりはっきり映り込むなんて……っ！」

「いや、言っちゃなんだがこれは作り物だと思うぞ。心霊映像の六割は作り物って言われているからな」

「四割は本物なの!?」

　俺は答えずに、映像は次のものに移る。次は廃はい墟きよ探索に行った若者が撮影した映像だという。

『この映像の廃はい墟きよでは、数年前に自殺者が出たという……』

「えぇ……」

　ナレーションの段階ですでに震え上がるチカ。映像内では荒れた廃ビルの中を、カメラを構えながら二人の若者が進んでいた。

　そんな中……カメラが途中で揺れるようにして周囲を見回して。「どうした？」「いや、なんか物音がして」などと投稿者たちが会話しながらカメラをもう一人に向け直したところ──彼の立っていた廊下の先、ちょうどこちらを向く若者の後方に、ぼんやりとした人影が立っていた。

『うわああァァ!?』

「きゃあああああああああぁぁああああああぁああぁぁぁぁぁぁぁー！！！」

　映像中の投稿者よりもでかい悲鳴を上げて、何を思ったか俺の腕に抱きついてくるチカ。

　大丈夫、これにはもう慣れた。そう必死で自分に言い聞かせながらブラウス越しの柔らかな感触から意識をそらそうとする俺をよそに、ナレーションが至極冷静な口調のまま映像を締めくくる。

『この後、映像に映っていた投稿者の友人は事故に遭って意識不明になったという……』

「たっくん、たっくん、たっくんぅぅぅ……うごぇっ、へっ！」

「なんだその音!?」

　いきなりエグめの鳴き声を上げたチカにドン引きしていると、彼女は何度か咳せき込んだ後で深いため息をついた。

「叫びすぎて痰たんが絡からんだ……」

「痰たんとか言うな、美少女が」

　あまりにもオヤジくさい怪音の衝撃で、胸の感触すらもはやどうでもよくなっていた。

　……やはり、この状態の彼女を間違っても人前に出してはいけない。こんなチカを見られようものなら「姫君」として彼女が積み上げてきた対外的なイメージが粉こな微み塵じんに吹き飛ぶことだろう。

　とまあ、そんな調子で気を引き締めたところでさらに次。今度のものは、アパートの一室で宅飲みをしている男女の映像。

『友人同士で飲み交わしている最中に、その衝撃の存在が映り込んだというのだが──』

　例によってそんなナレーションが独特の雰囲気を醸かもし出す中、仲間内のノリでくだらない冗談を言い合っている男女の姿が流れ続ける。

　どこで何が映るか。怖いながらも気になるらしく、チカも固唾を吞のんで画面を見守って──

『分かっていただけただろうか……？』

「「えっ、なにが!?」」

　身構えているうちに投稿映像は終了。俺もチカも思わずそう声を上げていた。

「たっくん、分かった……？」

「いや……」

　大体この手の心霊映像では「怪しい箇所」にはいくつかお決まりのパターンがある。

　例えば背後の鏡や窓ガラスなど、映り込む系。あるいは押入れの隙間などもよく何かが映り込んでいるポイントである。

　また撮影の動きに注目すると、カメラが頻繁に左右に振られるような場合──その間のどこかで一瞬映り込むといったこともよくある。

　何の自慢にもならないが、けっこうこういった投稿映像を暇な時に観みている手前、俺もそこそこ「怪しいもの」を発見するのは得意だったりするのだが。

　の、だが……そんな俺ですら今回の映像では、まるで何も見つけられなかった。

　困惑する俺たちの前で、ナレーションとともにリプレイが始まる。

『男性が立ち上がった直後の窓にご注目頂きたい。そこには苦く悶もんの表情を浮かべる女性の顔が浮かんでいる……』

　そう言って示されたリプレイ。酔っ払った男性が床から立ち上がったその後ろ、そこで画面が拡大されるが──やはり見えない。

　編集で「ここだ」とばかりに線が引かれ、無理やり人の顔の形の輪郭が示されたあたりでようやく俺もチカも「ああ……」と声を漏らした。

「……これはさすがに、怖くないかな……」

「うん……」

　いくらチカといえど、ここまで無理やりな映像だとさすがに怖がらないらしかった。

　たまにあるんだよなぁ、こういう無理やり人の顔に結びつけるタイプの映像。

　──ともあれ、今のでチカは逆に少し自信をつけたようだった。

「こんな感じのやつなら、大丈夫かも」

「お、頼もしいな」

　ふふん、と鼻を鳴らすチカを激励していると、また次の映像が始まる。

　今度のものは形式が少し変わって、投稿者の男性への取材から始まっていた。

　投稿者の夫婦が買った中古のビデオデッキに入っていたという一本のビデオテープ。その中に、奇妙な映像が録画されていたというのだ。

　しかもこの映像を見た後、投稿者の妻は行方不明になってしまったとまでいう。ご丁寧に、映像が流される前に注意書きまで出てきた。

「この映像を見ると強い霊障を引き起こすかもしれませんって……。たっくん、やめよう？　呪われちゃうわ」

「だとしたらこのシリーズを何作も観みている俺はもうとっくに行方不明にでもなんでもなってそうだけどな……」

　そんな会話を交わしているうちに、映像が始まる。なにやらどこかの廃はい墟きよを映しているだけの映像……かと思いきや、だんだんと画面にノイズが走り、

「────っぴゃ！」

　とチカが変な悲鳴を上げると同時、画面いっぱいに人の顔のようなものが迫ってきた。いわゆるびっくり系の映像である。

「大丈夫か、チカ。……チカ？」

　チカの様子を見ると、彼女は放心状態になってぽかんと口を半開きにし、人前には決してお出しできないような表情をしていた。

「チカ、しっかりしろ。その顔はいくら美少女でもマズいぞ」

「はっ、私……あれ？　たっくん、どうしてここに？」

　ショックのあまり記憶が混濁しているようであったが、すぐに思い出したらしく彼女は大きなため息を吐き出す。

「……うう、今日はもう十分特訓になったから、これで終わりにしよう？」

「まだ心霊映像を数本観みただけじゃないか。今ので慣れただろうし、次行くぞ次」

　間違っても彼女に、学校であんな悲鳴やこんな顔をさせてはいけない。そう固く誓いながら心を鬼にして告げる俺だったが、チカはしかし無言でぶんぶんと首を横に振る。

　この調子だと、さすがに厳しいか──予定ではこれからさらにホラー映画とかに挑戦させていくつもりだったのだが、アプローチを変えた方がいいかもしれない。

　いくら特訓とはいえ、やりすぎてトラウマを深くしてしまっては意味がないだろう。そう思って俺は、予あらかじめ考えていたもうひとつのプランを実行に移すことにした。

「じゃあ、他の特訓にしよう」

　言いながら俺はＤＶＤを取り出し、今度はテレビ側に繫つないであったゲーム機を立ち上げる。それを見て、チカが目をぱちくりと興味深そうに瞬まばたかせた。

「それって、ゲーム？」

「ああ。次の特訓は、これだ」

　頷うなずくと、俺はそのまま近くに置いてあったＶＲゴーグルを手に取り彼女に渡す。

「ＶＲゲーム──説明は難しいけど大体の人には伝わるだろうから省くぞ。簡単に言うと、とんでもなく臨場感のあるゲームだ」

「ゲームって、コントローラーでこう、ぴこぴこするやつじゃないの？」

「今はこういうのもあるんだ。ほら、これがコントローラー」

　首を傾かしげる彼女に、俺はゲーム機を起動しながらゴーグルを覗のぞき、画面を確認した後でゲームパッドとゴーグルを手渡す。

「これをつけるの？　へぇ～、今のゲームってこんなのなんだぁ、すごいなぁ」

　どうやら特訓への恐怖よりも、知らないものへの興味の方が上回ったらしい。

　促す俺に、特に抵抗することもなく彼女は手渡されたゴーグルを素直に被かぶって。

　その瞬間──びくんとその体が硬直した。

「……たっくん、ここ、どこ？」

「『デスハザード～殺人ペンションからの脱出～』っていうゲームだ。簡単に言うとヤバい殺人鬼とかヤバいゾンビとかが襲ってくるのを撃退しながら逃げる系」

「ゾンビ!?」

　ちなみにテレビの画面には彼女の見ている景色が映っている。こんなこともあろうかと事前に作っておいたセーブポイントからの再開なので、ちょうどオープニングイベントが終わって主人公が山奥のペンションの地下牢ろうに監禁されたところだった。

　真っ暗で、じめじめとした石造りの地下牢ろう。臭気すら感じそうなほどのリアルな画面──ＶＲ視点で見ていたら、なおさらそれは現実のように映ることだろう。

「暗いぃ……」

「やらせといて何だけど、ＶＲは合わない人はホントに合わないからな……もし体調悪くなったらすぐに言ってくれ」

　そう言う俺に、けれど彼女はぶんぶんと首を横に振って果敢に返す。

「大丈夫……やれるとこまで、頑張ってみる」

「チカ……お前……！」

　そんな意気込みに思わずじーんと感動している俺の前で、チカはおっかなびっくりながらも地下牢ろうの探索を始める。

　操作方法は軽く教えただけだったが、さすがはチカ、こういうことの飲み込みも早く、あっという間に操作には慣れ始めているようだった。

　それに何より──虫が這はい回ったり、古ぼけた棚が倒れて大きな音を立てたりというギミックに対しても、彼女は意外にも叫び声を上げなかった。

「ふふ、これよりはさっきの映像の方が怖かったかも」

「すごいじゃないかチカ」

「えへへ」

　素直に褒めていると、丁度彼女は階段を上がって地下牢ろうから脱出するところだった。

　重々しい扉を開けると、暗く視界の悪い地下から一転して光が差し込み──そして、

『おっとォ、どうしてネズミが勝手に出てきてるんだァ？』

「やぁああぁあぁぁぁああぁぁぁ!!」

　筋骨隆々としたいかにも凶悪そうな大男が、目の前に立ちはだかると同時にチカ……もとい主人公に拳で一撃。

　突然の遭遇に耐えきれずやっぱり絶叫するチカ──そんな彼女に俺は横から声をかける。

「大丈夫だ、難易度イージーだからそう簡単に死なない！」

「やだぁ、やだぁ！　やだぁ!?」

　半泣きになるチカもとい主人公を、何度も殴りつけてくる大男。だがイージーモードでは敵の攻撃力はかなり控えめになっているので、画面は真っ赤になっているが案外生きている。

「とにかく逃げて態勢を立て直すぞ、チカ！」

「う、うん……わかった！」

　声掛けでようやく少しばかり落ち着いてきたようで、そのまま大男の横を通り過ぎて廊下を進むチカ。

『逃げてんじゃねえよォ』

　背後から怒声が投げかけられるのを振り払って、チカはオンボロのペンションらしき場所を逃げ回る。

「でも、逃げるってどこに逃げればっ……！」

「確か倉庫にハンドガンが落ちてるはずだから、それであいつを撃退できる……と思う」

「人間を撃っちゃうの!?」

「あいつはゾンビだから大丈夫だ」

　それでいいのかと思わないでもないが、そういうものだ。

　ともあれそんな指示でチカは地図を見ながら倉庫を目指し──やがて、

「ここ!?」

「そこだ！」

　雑多に物が置かれた一室。その中でこれみよがしに光っているオブジェクトを調べると、ハンドガンを入手。

　自動的に装備され、ついでに画面にチュートリアルで操作説明が表示され──丁度その時、部屋の扉を蹴破って大男が追いついてきた。

「チカ！」

「うん！」

　狙いをつけて、射撃。過あやまたず頭部に銃弾が突き刺さって、大男はそのまま倒れた。

　静かになった室内──チカは震える声で俺に問う。

「倒した？　これ、倒したの？」

「ああ。ひとまずは大丈夫だ」

　そんな俺の答えに彼女はほっと息を吐くと──倒れ伏した大男の体を踏み越えて部屋の外へ。

「これからどうすればいいの？」

「一応、このペンションから脱出すれば一区切りだから……そこまでできるといいかな」

「分かった……って、うわわ！」

　そう小さく声を上げるチカ。彼女の視線の先……ペンションの廊下に、先ほどまではいなかった無数のゾンビたちが蠢うごめいていた。

「忘れてた……銃を手に入れると、こいつらが出現するんだ」

「こ、これって倒せるの？」

「ああ」

　俺の答えに、すると彼女は意外にも混乱することなくゾンビたちに銃口を向け、冷静に一匹ずつ仕留めていく。

　無駄のない射撃。初めてとは思えないくらいの動きだ。

「すごいな、上う手まい」

「ふふふ。もうコツは摑つかんだわ！　それに」

「それに？」

「呪いの映像とかと違ってこいつらは倒せるから、怖くない！」

「なるほど」

　確かにそういうものかもしれない……と妙に納得している俺の前で、彼女は破竹の勢いでゾンビたちを蹴散らし出口を目指していく。

　そうしてやがてエントランスホールにたどり着くと、出入り口の大きな扉──そこには妙なくぼみがあった。

　調べると、どうやらどこかからレリーフを取ってきてはめ込まないといけない仕掛けらしい。

「……普段からそんな面倒そうなことしてるのかな」

「さあ……」

　そんなことを話していた、その時だった。

　いきなり轟ごう音おんが鳴り響くとともに、今さっき来た方の扉が蹴破られ──そこからなんと、先ほど倒したはずの大男が姿を現したのだ。

「たっくん、なんか倒したはずなのに追いかけてきたんだけど!?」

「さっきのはあくまで一時的に倒れてただけだからな」

「たっくんの噓うそつきぃ……」

　ひとまず、と言ったので噓うそはついていない。だがまあそんな抗弁をするより先に、敵の大男が近づいてくる。

『さっきはよくもやってくれたなァ……たっぷりお仕置きだ』

　ドスの利きいた声でそう言いながらどこから持ってきたのかチェーンソーを振りかざす大男。そんな敵に向かってチカは懸命に銃を向けて──けれど、

「弾切れ!?」

　先ほど調子に乗って雑ざ魚こを倒しまくったせいで、弾丸はすでに底をついていた。

　振りかぶられたチェーンソーの一撃が直撃して、画面に血ち飛沫しぶきのエフェクトが散ると主人公がよろめいて後ろに退く。

「普通死ぬよねこれ!?」

「まあそうだけど！　……このホールに救済用のハンドガンの弾が落ちてるはずだ、拾え！」

　俺の指示に頷うなずきながら、チカは怯おびえながらもホールを動き回って、床に落ちているハンドガンの弾を拾う。

　リロードの動作の後、後ろからゆっくりと歩いてくる大男に向かって狙い正確な銃撃を何発も打ち込む──すると大男がよろけて、膝をついた。

「今近づけば、トドメを刺せるぞ」

「わかったっ！」

　指示通りに近づくと、主人公がチェーンソーを拾い上げて大男に向かってお返しとばかりに突き刺す。

　肉片やら何やらが飛び散りに飛び散って、辺りがどす黒い液体で染め上げられたところで……大男は今度こそ倒れ、同時に「扉のレリーフを手に入れた」というメッセージが表示された。

「これで、この面はクリアだ。やったな、チカ」

「…………」

「……チカ？」

　ゴーグルを着けたまま沈黙しているチカ。声を掛けても返事がない、どうしたことかと思っていると──彼女は微動だにしないまま、こう呟つぶやいた。

「ねえ、たっくん」

「どうした」

「…………緊張が緩んだら、なんか急に、きもちわるくなってきた……」

　……どうやら遅れてＶＲ酔いがやってきたらしい。口元を押さえるチカに、俺は恐る恐る訊たずねる。

「トイレまで歩けそうか」

「むり……動いたら多分、ダメ……吐く」

「洗面器持ってくるから待ってろ」

　そう言い残して、俺はすぐさま一階の風ふ呂ろ場ばまで向かうと洗面器を持ってダッシュで戻り。

「無事か、チカ──」

　自室に戻って扉を開け、そう声を掛けたその時。




　──何な故ぜかチカが、下着姿で正座していた。




「…………」

　勢いよく開けた扉を勢いよく閉めて、俺は洗面器を抱えたまましばし沈黙。

　それから深呼吸をして、再びゆっくりと扉を開けると──やっぱり見間違いではなかった。

　薄水色の、可か愛わいらしいレースのあしらわれた上下。なるほど、透明感のある髪の色と相まってよく似合うな……とか妙に冷静に分析しようとする思考を慌てて中断しながら、俺はとりあえず洗面器で顔を覆ったまま声を掛ける。
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「なあ、チカ」

「あ、たっくん……洗面器ありがと……」

「ああ。それより待て、何なんだその状況は」

「え？　いやだって、制服着たままその……アレしたら、汚れそうだし……」

「だからって脱ぐ奴があるか！」

「でもぉ……うっぷ」

　弱々しく何か言おうとして、そこでチカは無言で口元を押さえる。

　そのまま空いている右手で俺に手招き──どうやらもう、何がとは言わないが決壊寸前らしかった。

　色々言いたいことはあったしできれば服は着てほしかったし、そもそもお前服脱ぐ余力あるならトイレまで駆け込めたんじゃねえの!?　とか目まぐるしく思考が駆け巡ったが、ともあれもうそれを議論する猶予はない。乙女の危機はすぐそこだった。

「ああ、くそ……！」

　勢いよくチカの前に洗面器を差し出すと、彼女は前かがみになって。

　……それ以上は彼女の名誉のためにも描写は控えておくことにするが、洗面器は大いに役に立った──とだけ、言っておくことにしよう。




──。

　そんな調子で色々あった後。……本当に、色々あった後。

　洗面器のおかげで活力を取り戻したチカを労ねぎらうため普通にゲームで遊んだりしつつ。外が暗くなってきたあたりでようやく、俺たちは空腹という問題に直面していた。

　恥ずかしい話だが……久しく一緒に遊ぶことなんてなかったものだから、つい熱中しすぎていて完全に夕飯の用意とかが頭から抜け落ちていたのである。

　今日も今日とて両親の帰りは遅いため、自分たちでどうにかしなければいけない。

「冷蔵庫に食材はあるし、何か作ろうか？」

　なんてチカは言ってくれたが、彼女にばかりそんな負担を押し付けるというのもフェアではない。

　そんなわけで提案したのは、コンビニまで行って適当に食べ物を調達してこようという案だった。




　午後七時を回った頃合い。すっかり暗くなった空の下を、俺はチカと並んで歩く。

　この時間に制服を着て歩くわけにもいかないので、チカは制服のスカートの上に部屋着のパーカーを着た格好、俺は部屋着のよれよれのシャツ姿だ。

　この時間にもなると流石さすがに下校中の学生もおらず……というか、我が家の立地が基本的にそう人口密度の高くない町外れなのもあって誰ともすれ違わない。

　そんなわけもあって肩の力が抜けているのか、俺より少し前を歩いていたチカは二人っきりの時のテンションのまま、楽しげに口を開いた。

「コンビニかぁ、久しぶりだなぁ」

「コンビニが久しぶりって、普段どういう生活を送ってるんだ」

「うちはお買い物は基本スーパーだからねぇ。学校帰りの買い食いとかは校則違反だし」

　さすがは風紀委員。誰も守っていなさそうなその校則をきっちり遵守しているとは、皮肉抜きに見上げたものである。

「コンビニは使わない、なんて『姫君』らしいな」

　思わずそう呟つぶやくと、チカはしかし少しばかり声のトーンを沈めて、

「その呼び方は、たっくんにはされたくないな」

「そうか、ごめん……って、他の連中はいいのか？」

「たっくんに言われると、距離感があるみたいでイヤなの」

　そう言って振り返ると、彼女は俺のことをじっと見つめた。

　万が一知り合いと出くわしても誤魔化せるように、二メートル程度離れて歩いていた俺。

　そんな俺を待つように立ち止まる彼女に──俺は観念して距離を縮めると、肩を並べて隣を歩くことにする。

「こうしてると、ちっちゃい頃みたい」

「……そうかな」

「そうだよ」

　そう言って眩まぶしい笑顔を浮かべながら、彼女は静かに続ける。

「いっつも二人で、手を繫つないでいろんなところで遊んで。たっくんは、いつも私を引っ張ってくれていて──だからどんなところでも、一人じゃちょっと怖いようなところでも、たっくんと二人なら平気だった」

「……結局はいつも、泣きべそかいてたけどな」

「むー」

　ふくれっ面つらになった後、彼女は俺へと向き直り……足を止めるとこう、続ける。

「たっくん」

「うん？」

「私は、変わってないよ」

　そう告げる言葉は、その澄んだ声は──まるで俺の心の中を見透かしているかのようで。

　だから俺は思わずどきりとしながら、彼女を見る。

　こちらを見て静かに微ほほ笑えむその笑顔は、普段学校で見せているあの「姫君」としての微笑で……けれど。

「今も昔もずっと、私はたっくんのことが大好きだから」

　なんて、子供みたいなことを平然と言うのだ。

　そんな彼女に俺は思わずまたどきりとして。けれどそれが別にそういう意味ではないと自分に言い聞かせながら、「バカ」と返す。

「そういうこと、他の男子に言ったら間違いなく誤解されるからな」

「どういうこと？」

「だから……その」

　前にも似たようなやり取りをしたな、と思いつつ。それ以上を言うのもなんだかはばかられる気がして、やっぱり今回も口をつぐむ俺。

　そんな俺を不思議そうに見つつ、チカは進行方向を見て「あ」と声を上げた。

「コンビニ、やっとついたー」

　先ほど見せた「姫君」モードはどこへやら。子猫でも追いかける幼稚園児みたいにわくわくした様子で小走りになるチカに、

「こら、高校生にもなってコンビニではしゃぐな」

　呆あきれ混じりにそう声をかけながら、俺もまた後に続くのであった。




──。

　コンビニに入店してからのチカの目の輝きといったら、それこそ子供の頃を思い出すくらいの勢いであった。

　本当にコンビニというものにロクに立ち寄ったことがないらしく、棚をふらふらと見て歩いては「こんなものも売ってるんだ」とか感心している。

　そんな彼女を横目に見つつ、俺は弁当の棚へと向かうと適当にチョイスしてカゴに。

　チカにも選ばせようと思って彼女を呼ぼうとしたところ、先に彼女の方から近寄ってきた。

「ねえ、たっくん。こんなものが売ってたんだけど、これって何かしら」

　そう言って彼女が見せたもの──それを見て俺もまた若干判別に時間を要したものの、数秒してその正体を理解する。

　数字が書かれた、ぱっと見風邪薬かなにかの箱のようなもの。妙に「薄さ」が誇示されたそのパッケージ……それは俗に言う、コンドームというやつだ。

「……元あったところに返してきなさい」

「でも、なんだかとっても気になるわ。たっくんはこれが何か分かるの？　なんなの？」

「いいから、ほら──」

　そう続けようとした、そんな時であった。




「あれ、たーくんじゃん」




　聞き覚えのある声がして、そちらを向くと……そこに立っていたのはなんと、霞かすみ野のだった。

　見慣れた制服姿ではなく、Ｔシャツにスカートというラフな私服姿。そういえばこいつの私服を見るのは初めてだな、なんて現実逃避めいたことを考えていると──彼女は俺に「おーい」とさらに呼びかけた。

「なになに、私の私服に見み惚とれちゃってたわけ？」

「……ああ、そうだ。びっくりした、いろんな意味で」

「へ……？」

　時間稼ぎ半分、本気半分でそう返すと、彼女はいささかびっくりした顔で固まる。

　彼女の反応からして、どうやらチカの位置はちょうど陳列棚に遮られて見えなかったらしい。

　チカの方もさすがに今彼女と出くわすのがマズいということは理解していたようで、すでに棚の陰を忍者みたいに移動して遠ざかっていた。

　とりあえず、彼女には先に店を出てもらっておくとしよう。そんなことを瞬時に考えていると、霞かすみ野のはなぜか少し頰を赤らめながら、再び口を開いた。

「あ、あのさ。珍しいじゃん、たーくんがこんな時間にコンビニいるなんてさ」

「お、おう。今日は親が帰り遅くてさ。飯を買おうと思ってたんだ」

「ふーん。なるほどね」

　そう言って彼女がちらりと俺のカゴを見る。幸い、弁当はまだ俺の分だけしか入れていないから怪しまれる心配も……




　……中に、チカが持ってきた例のアレが放り込まれていた。




「……たー、くん？　ワットイズディス……？」

「なぜ英語」

　思わず突っ込んでしまったが、そんな場合でもない。チカめ、さては霞かすみ野のの接近に慌ててカゴにとりあえず放り込んだと見える。

　しどろもどろになる俺の前で、霞かすみ野のもまた少なからず驚いているようだった。

　今のうちに上う手まい言い訳を考えて、この場を颯さつ爽そうと乗り切らねば──そう思って俺は思考を巡らせる。

『これさ、実は指サックとして案外便利で』……いや、高校生がなぜ事務グッズとしての運用を熱く語るんだ。

『水風船にして遊ぶんだ』……小学生か。そんなことして一人で遊んでる男子高校生がいたら別の意味で心配になる。

「……使う予定、ある感じ？」

　脳みそをフル回転させていた俺の努力も虚むなしく、一気に霞かすみ野のが本丸に切り込んできた。

　ええい、どうする。見み栄えを張るか？　それもアリっちゃアリなのではないか。

　そう考えながら、俺は口を開いて──

「…………ええと、男子はな。そういう予定がなくても持っていたくなるんだ。保健体育でもそう習ったからな」

　盛大に日ひ和よった。

「なんか……ごめん」

　しかも謝られた。

　いたたまれない沈黙がしばし俺たちの間で流れた後、数秒して霞かすみ野のは空気を切り替えるようにして「あ、あのさ」と声を上げる。

「実は私も、普段はこんな時間に出歩かないんだけどさ──今日は親が仕事で留守で、それで買い物に来たんだよね」

「なら、うちと同じだな」

「そうなのよ。それで……だからさ、せっかくならその、もしたーくんが良かったら、うちで一緒にゴハン食べてくとか……どうかな」

　頰をかきながら視線をそらしてそう告げる霞かすみ野のを、俺はまじまじと見返す。

　なんとも意外な申し出だし、ありがたいことではあるが──

「……ごめん。親がいつ帰ってくるか分からないからさ」

　そう言って俺は彼女の誘いを断る。もちろん、本当のところの理由は「チカがいるから」なのだが、そんなこと口が裂けても言えるものか。

　とはいえ俺の断り文句を聞いて、霞かすみ野のは何やら慌てた様子で「だよねー！」と頷うなずいた。

「ごめん、変なこと言っちゃって……その、今のは忘れて」

「あ、ああ。分かった」

　俺と霞かすみ野のは友達だ。友達同士で一緒に飯を食うくらい、別にそんな大したことでもない気がするのだが……不思議な奴である。

　ともあれ俺が頷うなずくと、彼女は落ち着かなげな様子のまま「じゃ、そろそろ行くね」と言ってそのままそそくさとコンビニを出ていく。

　……彼女も彼女で買い物に来ていたようだが、何も買わなくて良かったのだろうか。

　そんなことを思いつつ、「また明日」と見送ると──彼女がいなくなったところで、棚の陰からひょこっとチカが顔を出した。

「大丈夫みたいね」

「うわ、いたのかよ」

「だって私のごはん、まだ選んでないもの」

　まあそうだが。ともあれ一難去ったことに安あん堵どしていると、彼女はじっと俺を見つめて、

「霞かすみ野のさんと一緒にごはん、食べたかった？」

　なんて言ってくる。

　意味の分からない問いかけであったが、俺は肩をすくめて首を横に振り、

「別に。いいからさっさと弁当選んで、帰ろうぜ」

　そう返すと──チカは「そっか」と頷うなずいて、再び弁当の棚をじっと見回す。

　そんな彼女を横目で見つつ……俺はこっそりと、コンドームを元あった棚へと戻すのであった。







[image: ]

　チカが家に居い候そうろうするようになってから、最初の週末。

　俺はいつものように、自室でゲーム画面と向き合って……いる、というわけではなかった。

　いや、それどころか──もろに降り注ぐ陽の光に目を細めながら腕を組んで立ちつくして、俺は辺りの喧けん騒そうに耳を傾ける。

　通り掛かるのは同年代くらいの女子の一団であったり、あるいは家族連れであったり。

　そんな和気あいあいとした集団ばかりで、男一人とかそういう編成はまず見かけない。

　それもそうだった。

　なにせ、俺が今いるこの場所は──




『芦あし原はらファンタジーランドへ、ようこそ！』




「あ、たっくん！　ごめんね、意外と時間かかっちゃった！」

　場内アナウンスと同時に手を振って姿を見せたのは、チカ。

　制服とも部屋着ともまた違う趣の、紺色のワンピースを着て手を振る彼女へと視線を向けながら、俺もまた頷うなずいて返す。

「いや、大丈夫だ。人間観察が趣味みたいなもんだしな、たっぷり堪たん能のうしてたよ」

「初耳だよそんな寂しそうな趣味。……あ、でもありがとね、おかげでコレ買えちゃった」

　そう言って彼女が買い物袋から取り出したのは──猫耳のついたカチューシャだった。

　この遊園地のマスコットキャラクターである猫型キャラ、「ネコマタン」の耳を象かたどったアクセサリーである。

　周りを歩いている女子たちの中にも似たようなものを着けている子はいたが、女子というのはこういうものに惹ひかれるものなのか──いや、男子も修学旅行でやたら木刀とか買いたくなるからそういうものか。

「見て見て、似合う？」

　嬉うれしそうにそれを頭に着けてみせるチカに、俺は「似合う似合う」と雑な返しをする。

　外ではおすまし、かと思えば急に天てん真しん爛らん漫まんなところを見せるチカはどことなく猫っぽいといえばそんな気もする。

　だからその黒い猫耳は、プラチナブロンドの髪とのコントラストもあってひたすらよく似合っていたが……それを本気で口に出してしまうのは気恥ずかしかったのだ。

「うわ、あの子めっちゃ可か愛わいい……」

　なんて、歩いている彼女連れらしき男が感嘆の声をこぼして彼女に睨にらまれていたが、全くもって俺もそう思う。

　可か愛わいい。超絶可か愛わいい。できれば今すぐ写真にでも収めておきたいくらいに可か愛わいい。

　そんな俺の内心はよそに、チカは「返事が雑～」とふくれた後、しかしすぐ上機嫌に戻るとくるりと踵きびすを返して告げる。

「それじゃ、お買い物も済んだし。今日も特訓、お願いね！」




　──そう。今日はまた彼女の「特訓」のため……というお題目のもと、地元のこの遊園地へと来ていた。

　なぜいきなり遊園地かといえば、それには理由があって──というのも、先日の特訓の日の夜。

　お祓はらいの依頼を終えて帰ってきた両親が、俺たちにいきなり遊園地のチケットを寄越してきたのだ。

　なんでも、依頼のお礼としてペアチケットをもらってしまったのだとか。とはいえ両親はさすがに遊園地ではしゃぐ歳としでもないので、俺たちにお鉢が回ってきたというわけである。

　とはいえ俺だって、別に遊園地などに興味があるタイプでもない。いっそ週明けに霞かすみ野のにでもくれてやろうかと思っていたのだが──チカがこんなことを言い出したのだ。

「遊園地のお化け屋や敷しきで、『特訓』がしたい」と。

　彼女がそう言うならば、是非もない。そんなわけで丁度その週末、こうして遊園地までやってきたというわけだ。

　なので断じて。断じてこれは、デートとかそういう楽しげなものではないのである──




　というわけで閑話休題。

　遊園地を訪れて、「せっかくだから」と土産物屋を見て回った後で、いよいよ特訓の段に入ることとなった俺たち。

　今日は珍しくチカ主導での特訓なので、俺はただそばでサポートするだけ。というわけで、言われるがままに彼女が選んだアトラクションへと向かったのだが──

「……これ、乗るのか？」

　訪れた先は、とんでもない高さのフリーフォール……いわゆる落下系、絶叫系のアトラクションであった。

　高さにして四、五十メートルはあるだろうか。見上げていると首が痛くなる程度には高い鉄柱──そこに据え付けられた座席がゆっくりとした速度で上がり、最高地点まで行ったところで勢いよく落ちてくる。

　乗っている客たちの絶叫がこだまする中、チカはなぜかわくわくした表情でそれを指差してみせた。

「この遊園地でも一番有名なアトラクションなんだって。国内でも有数の高さと速度だってこの前テレビで紹介されててね、一回来てみたかった──じゃなくて、これなら私の特訓にもいいかなって思って」

「なるほど。そういやこれまでの特訓は全部怖い系だったしな、こういうアプローチもアリか……とはいえ」

　俺は自分でも分かるくらいに苦虫を嚙かみ潰したような顔をしながら、彼女へとこう告げる。

「やめないか？　危なそうだし」

　何を隠そう、俺はこの手の絶叫マシン系がとんでもなく苦手なのだ。

　ホラー系の恐怖ならばなんともないのだが、兎とにも角かくにもこういう体感するタイプのびっくりに関しては苦手も苦手。ついでに高いところとかも無理なものだから、絶叫マシンになんて乗った日にはどうなるか分からない。

　そんなわけで小学生の頃の遠足で来た遊園地でジェットコースターに乗って以来、もう二度と乗るまいと決めていたのだ。

「万が一事故とか起きたら危ないぞ、こういうのは」

　そう告げる俺に、チカはしかし自信満々に胸を張り、

「大丈夫よ、稼か働どうから五年だけど今のところ無事故だって言ってたし」

「事故は起こるさっていう心構えは常に大事だぞ」

「大丈夫大丈夫。この『絶叫憤死の天地巡り』は毎日のように点検してるってテレビの取材でも言ってたもの」

「名前の殺意が高すぎるんだよ!?」

　そんな調子であくまで粘る俺に、チカは俺をじいっと見つめて、

「……たっくんがイヤだって言うなら、やめとくけど」

　なんて、そんなことを言う。だが──そう言われてしまったら逆に、俺としては口が裂けてもイヤだなどとは言えない。チカが自分から特訓に意欲を燃やしているのだ、それを俺が止めてしまうわけにもいかないだろう。

　……と、いうわけで。

「……めちゃくちゃガッチリ固定するんだな……」

　数十分ほど待機列に並んだ後、ようやく座席に案内された俺たち。

　ちなみに乗る前には身長チェックはもちろんのこと、既往歴や持病まで問診され──なんかもう、かなりの本気度であった。

　それだけで俺としてはトラウマを刺激される部分もあるのだが、とはいえチカだって自分の苦手を克服すべくこうして特訓に励んでいるのだ。俺だけ「怖いからやりたくない」なんて言っていいわけがない。

　固定用のバーが下りて、係員が安全点検を完了すると……身構える俺の体が、座席ごと上昇していく。

「うわぁ、うわわ」

　いつものビビっている時の悲鳴とは明らかに違う、余裕を感じる声。チカの方をちらりと見ると、彼女は目を輝かせながら俺に言う。

「見て、地面がどんどん離れてく。すごいすごい！」

「ああ、そうだな……」

　みるみる小さくなっていく地上の観衆たちを見て母なる大地への強烈な郷愁を感じつつ、けれどそんな俺の思いなど知ったこっちゃないとばかりにマシンは空へと上昇を続ける。

　ゆっくり、ゆっくり。いっそ早く最高地点まで行ってくれと思うが、そこも含めて計算しつくされた恐怖体験なのだろう。すでに吐きそうだった。

　一方チカはというと、これまたやっぱりわくわくした顔をして、

「まだ三十メートルくらいだね、まだまだ上がるね、すごいね！」

「ああ……すごいな……」

　そうこうしているうちに、いよいよ最高高度まで到達して座席が停止する。

　園内の遥はるか遠くまで一望できようかという高さ。青くよく晴れた空と、大勢の人々が行き来する地上。そのどちらもを見比べることができる、ある種の全能感のようなものを感じて──俺は少しだけはっとする。

　……だがまあ、それよりも遥はるかに「さっさと解放してくれ」という思いのほうが上回ってはいたのだが。

　隣のチカも、目をきらきらさせながら辺りをしきりに見回していて。

　そうやって数秒か、一分ほどか。そのくらいの時間が経たったところで、「その時」は急にやってきた。

　座席が一気に、凄すさまじい速度でもって落下したのだ。

　重力に逆らってたどり着いた場所から一転し、重力に引かれて再び地へ。全身に感じる強烈な風圧に、俺はたまらず声を上げる。

「っ、うわぁあぁぁぁぁああああぁぁあぁぁぁぁぁぁあぁぁ!!??」

「きゃ──!!」

　前者が俺、後者がチカの悲鳴である。ちなみに悲鳴こそ上げていたが、明らかにチカは楽しんでいた。




　……地上にたどり着いて安全バーが外れたところで、チカは頰を紅潮させながら隣の俺に話しかけてくる。

「ねえ、ねえたっくん！　すっごい速さだったね、びっくりしちゃった！　……たっくん？」

　声も発せず、ただ目を見開いて硬直している俺を不思議そうに見つめるチカ。

　……まあ、なんだ。意識を保っていられただけ、自分を褒めてやりたいところではあった。

　あと今度からは少しだけ、特訓の時にチカに優しくしようと思った。





■






　そうして園内最大の絶叫マシンの洗礼を受けた後。

　チカはというと性懲りもなく、ジェットコースターにまで乗ろうと言い出した。

　あ、こいつさては絶叫マシン大好きだな？　と思ったが、とはいえ例によって止めるのも違う気がしたし──何より、こんなに全力で楽しんでいる彼女に水を差したくもなかったから、俺もまた何も言わずに付き従うことにして。

　そうして三つほど（無駄に絶叫マシンが充実していやがるのだ、この遊園地）乗りおおせた頃には、俺はすでに真っ白になっていた。

「あー、怖かったぁ。どれも迫力あったね！」

「そうだな……」

　すでに精根尽き果てている俺とは対照的に活いき活いきした様子で先を歩くチカに、俺は平静を装よそおいながらそう返す。

「……にしても、意外だったな。チカ、あの手のアトラクション好きだったのか」

　そこについては、率直に驚きだった。普段はあんなにもえげつない悲鳴、絶叫を連発しているというのに、よりにもよって絶叫マシンではピンピンしているとは。

　しかしそんな俺の言葉に、チカは「んー」と微妙な返事をする。

「実際に乗ったのは今回が初めてだから、好きとかは分からなかったんだけどね。でも楽しかったから、次来ることがあったらまた乗りたいなぁ」

　その時にはぜひとも一人で乗ってもらいたいものである。……いやまあ、次来る時に俺が一緒とは限らないので気にする必要もないのかもしれないが。

　そんなことを密ひそかに考えていると、「ちょっと休もっか」とチカが近くのベンチを指差す。

　彼女が座った後、人一人分くらい離れて俺も隣に。すると「なんで微妙に空けるの」と文句を言われたので大人しく少し詰めることにした。

　しばらく、二人とも無言でそうしていて。

　やがて不意に、チカが呟つぶやく。

「こうしてるとさ。子供の頃に来た時のこと、思い出すね」

「え？」

　思いがけない言葉に訊きき返すと、彼女は苦笑しながら続けた。

「忘れちゃった？　五歳の頃さ、たっくんのご両親に連れてきてもらったじゃない」

「ああ……そうだな」

　確かにそんなこともあった。あの頃のことは今でもよく覚えている。

　そんな俺をうかがうようにして……彼女はぽつりと、こう俺に問う。

「それでさ。その……あの時のお化け屋や敷しきでのこと、たっくんはまだ、覚えてる？」

「ん、ああ。チカが中でびっくりしすぎておもらしした挙げ句に気絶して、お化け役のスタッフさんと一緒に抱えて外に出た──」

「そこまで詳細に語らなくていいんだけど……」

　恥ずかしそうに顔を赤くしながら唇を尖とがらせるチカ。おっと、デリカシーが足りていなかった。

「すまん」

「ううん、いいの。話を振ったのは私だし……。でもよかった、たっくん、ちゃんとその頃のこと覚えてたんだね」

「……当たり前だろ。チカと一緒にいつも走り回ってて、楽しかったこと──ずっと忘れていないさ」

　そう正直に返すと、彼女は目を丸くして……それから少しはにかむような笑みを浮かべながら、

「えへへ、そっかそっか」

　そう小さく呟つぶやくと……俺をじっと見て、「だったらさ」と続ける。

「たっくんは──あのことは、覚えてる？」

「あのこと？　どのことだ？」

「だから……その。えっと」

　何やら珍しく歯切れの悪い様子で口ごもると、彼女は小さく息を吐いて首を横に振った。

「……ごめん、やっぱりいいや」

「何だよ、そういうのけっこう気になるぞ」

「大丈夫。今はまだ、いいから」

　そう言ってすっくと立ち上がると、彼女はやや強引に「それより」と話を切り替えた。

「そろそろ一休みしたことだし、次に行くアトラクション……もとい特訓を決めたいなと思ってて。たっくんは『スーパー大揺れ海賊船』と『ショッキングドラゴンライダー』、どっちが良いいと思う？」

「なんでこんなに絶叫系ばっかなんだこの遊園地は……」

　昔来た時はそんなことなかったぞ。そう思いつつ、俺は思考を巡らせる。

　さすがにこれ以上絶叫マシンが続いたら、俺の身が保もたない。というかこれはどう考えても彼女の特訓にもなっていない。

　そう考えた末……俺はパンフレットの中で、ある場所を指差した。

「俺は、これがいいと思う」

「……それって、昔行ったお化け屋や敷しき……」

　彼女の言う通り。「呪じゆ怨おん殺さつの家」というそのアトラクションは字じ面づらの通り、お化け屋や敷しき……それも過去に彼女が盛大な敗北を喫した場所であった。

「これまでの特訓で、君もけっこう耐性がついてきたと思うんだ。だからここは一発、過去のトラウマと向き合ってみるってのも手じゃないか」

　そんな俺の言葉に、予想通り露骨に嫌な顔をするチカであったが──しかし意外にもすぐに「まあいっか」と頷うなずいた。

「たしかに、私は強くなったもんね。今までの特訓を考えると、あのお化け屋や敷しきなんて子供だましみたいなものだった気がするし」

「おお、その意気だ」

　こういうのは自信とやる気が肝心なのだ。そんなわけで後押ししてやると、チカは自信満々の様子で大きく頷うなずいて俺に告げた。

「ふふ、そうと決まればさっそく行こう！　たっくんとの特訓を経て生まれ変わった私を見せてあげるわ！」

「よし、期待してるぞ」

　……まあこれ、どう考えても死亡フラグとかそういうやつだよな、と思ったりはしたが。

　そういうのは言わないのが華なのだ、うん。




──。

　とまあそんなわけで、俺たちは目的のアトラクション──「呪じゆ怨おん殺さつの家」へとやってきた。

　ファンシーなテーマで統一されているこの芦あし原はらファンタジーランドの中において、周囲の空気感をひたすらガン無視するかのような……いわゆる「和風のお屋や敷しき」的な外観。

　なんでも有名なホラー映画とのタイアップ企画で作られたアトラクションで、人気が高かったためにタイアップ終了後もそのままこうして定番アトラクションとして存続することになったのだそうだ。

　そんな経緯もあって、その後も様々なホラー映画やゲームなどとコラボすることもあったようで、テーマの決まったお化け屋や敷しきながら時によっては全然違った内容になっている……ということでリピーターも多いらしい。

　……と、説明はこのくらいにしておこう。

　やはり人気は高いようで、俺たちが訪れた辺りでも一時間待ちの表示。それを見るやチカが「やっぱり今日はやめておきましょう」とか弱音を吐き始めたが、それについてはさっぱりとスルーして二人で並ぶ。

　周りを見ると、他のアトラクションに比べるとカップル連れが多い。そういうもんなのかと思いつつ、俺はチカの方を一いち瞥べつする。

　いかん。そういうことじゃないと分かっていても、妙に意識してしまいそうになる。

　湧き出てきた煩ぼん悩のうに蓋をしながら、俺はただ行き交う人々の姿を見て気を紛らわせることにした。

　……そうして列がじわり、じわりと進んで、表示通りに一時間ほどが経たったあたりか。

　いよいよ俺たちの番が来て、係員に中へと案内されると──開始前の準備地点だという玄関を模した一室があり、そこに一台の無線端末が台座とともに置かれていた。

　係員はすでにいなくなっていて、代わりにテレビモニターで案内が入る。中で何かトラブルがあったり途中で出たくなったりしたらこの無線を使うように、ということらしい。

　どっちが持つべきか。ちらりとチカを見ると、

「……………………たっくんが持ってて。私じゃすぐ使っちゃうかもしれないから」

　たっぷり長考を挟んだ上でそう言われたので、置いてあった携帯用の腰ベルトを巻いて、無線をその中にしまうことにした。

　さて、そんな準備が済んだところでさらに映像でのアナウンスが続く。この家は呪われた家で、俺たちはそこに調査に来た……という役どころらしい。

　家の中をくまなく探索して、呪いの元凶を探し出せ──どうやらタイアップの映画の主人公らしい男が映像の中でそう語った後、モニターにこんな表示が出た。

『今回入場されるのは、何名ですか』

「……二人だよな、普通に」

　何の気無しにモニターにタッチして選択すると次の質問。『親子連れですか』──これには違う、と回答。

　するとまた男性の映像が表示されて、彼はなぜかにやりと笑ってニヒルに呟つぶやいた。

『そうか、二人か。……ならひょっとしたら、お前たちなら──』

　そんな謎めいた言葉の後、モニターに砂嵐が走って一瞬別の人物の顔が映る。おぞましい形相をした女の顔だ。

「びぃっ……い、いや、こんなの全然へっちゃらよ！」

　ジャブとしては十分すぎたようで、肩を震わせ跳び上がるチカ。だが彼女としても意地を見せたようで、訊きいてもいないのにそんなことを言ってくる。

　なので俺も、誠心誠意それに応えることにした。

「確かにな。このくらいで驚いてたら中の探索なんてできないしな。頑張ろう」

「う、うん！」

　そう言い合うと、先に進む扉が開いていよいよ俺たちはその「家」の中へと正式に足を踏み入れることとなる。

　中は一見した限りだと、アトラクションらしく広めな造りではあるがそれ以外は本当にただの和風の一軒家といった風ふ情ぜいだ。

　ただし窓の類はなく、ひたすら薄暗い。足元灯だけを頼りにぎしぎしと音を立てる板張りの床を歩いていると──その時。

　きりきりきり、と。金属が擦れ合うような奇怪な物音がして、チカがくわっと目を見開く。

「っっっ！！！」

　悲鳴を上げそうなところをギリギリこらえているらしい。音がやんだところで、彼女はほっと息を吐くと物言いたげに俺を見た。

「凄すごいじゃないかチカ、前なら絶対今のでアウトだったぞ」

「ふふふ、もっと褒め──」

　言いかけたところで今度は、ばん、という落雷のような音とともに光が明滅。

　近くにあった襖ふすまに、なにやら人影のようなものが映るのを見てチカは言葉を止めた。

　悲鳴は出さずに済んでいる。済んでいるが、全身がかたかたと震えている。

　人影の消えた襖ふすまに視線を釘くぎ付づけにしたまま、チカは数秒ほどして小さく呟つぶやいた。

「……ねえ、たっくん。ちょっと提案なんだけど」

「なんだ？」

「手を繫つなぎましょう」

「なんで」

「いや、ほら。この中って暗いじゃない。もし迷子にでもなっちゃったらよくないでしょう」

　露骨に早口でまくしたてる彼女に、俺は戸惑いながらも頷うなずく。

「……分かったよ。ほら──って、うわ！」

　軽く手を触れるくらいだと思っていたら、いきなりぎゅっと握りしめてきた。

　俺より少し小さくて、ほっそりとした手の感触。こうして手を握るのは彼女が居い候そうろうを始めた日以来だった。

「どしたの、たっくん？　たっくんも怖いの？」

　思わず声を上げた俺に、首を傾かしげるチカ。そういうわけではなかったが、そういうことにしておいた方がいいかもしれない。

「……ああ。なかなか怖いお化け屋や敷しきだな。昔とは演出も全然違うし」

　それは素直な感想でもあったが。ともあれ平静を装よそおってそう返すと、彼女は「だよね」と大きく頷うなずいた。

「でも大丈夫よ、たっくんにたっぷりとアレコレ仕込まれてきた私には、もう何も怖くないから」

「その言い方はなんか語弊があるからよしてくれ」

　どうやら俺が怖がっていると思って仲間意識を持ったのか、少々自信を取り戻してきたらしかった。

　俺の手をぎゅっと握りしめて、堂々と前に足を踏み出──

「……たっくんが先に行って」

「おい」

　まあ、チカにあまり無茶させすぎてもいけないと思ったばかりでもある。ため息をつきつつも、俺が前に立って進むことにした。

　薄暗い廊下を、一歩一歩警戒しながら進む。昔はもっといわゆる「お化け屋や敷しき」的な……スタッフ扮ふんするお化けたちが盛んに出てくるようなタイプの驚かせ方であったが、どうやら方向性が変わったらしい。

　暗闇と、時折鳴り響く異音。「何かが来るかもしれない恐怖」という、いわゆるジャパニーズホラー的な手法である。

　……だが。

　握ったままのチカの手が、じっとりと汗ばむ。たまにぎゅっと握り直してくるその手の感触を否いや応おうなしに感じてしまって、はっきり言って俺の方は怖がるどころではない。

　早く終わってくれないか。そう思いながら先を進むと──その時だった。

　廊下を進むうちに、俺たちは広い部屋に出る。畳敷きの、どうやら仏間のような場所。

　奥には襖ふすまを模した扉があるのだが……数メートルほど距離がある。

　どう考えても、これは何か仕掛けてくる──そんな予感をひしひしと感じながら隣を見ると、チカもちょうど視線を返してきた。

「どうしたの、たっくん。こここ怖いの？」

「チカの方が怖そうだけど」

「そそそんなことないよ、うん。平気。もうめっちゃ平気。案外お化け出てこないしね！」

　声が露骨に震えていることにはいまさら突っ込むまい。俺が無言で疑惑の目を向けていると、チカは繫つないだ手にぐっと力を込めながら慌てた様子で続ける。

「む、たっくん疑ってる！　ならいいわ、あそこにある扉、私が先に行っちゃうもん」

「……大丈夫か？」

「大丈夫よ。暗かったり変な音がしたりはするけど、多分このお化け屋や敷しき、それだけみたいだしね！」

　死亡フラグを撒まき散らさないと気が済まないのか。胸を張ってそう言うと、彼女は俺の手を少し逡しゆん巡じゆんした後に「えいやっ」と離して、勢いよく一歩を踏み出す。

　すると──チカが丁度部屋の中央まで行ったあたりでまず、俺たちの背後にあった扉が「がちゃん」と音を立てて閉まった。

「え？」

「ロックされてるな、これ」

　そう俺が言うのとほぼ同時。部屋中に突如再びあの金属音が鳴り響き、どんどん大きくなっていく。

「ぎゃあ!?」

　耐えきれずとうとう悲鳴を上げるチカ。だがもちろんそれだけでは終わらない、両壁で伸びた手がもぞもぞと蠢うごめいていると、今度は光の演出……いわゆるプロジェクションマッピングというやつか。なんと天井におどろおどろしい巨大な女の顔が映し出される。

　これには俺もさすがに驚いた。半分は技術の進歩的な意味でだが。

　そしてもちろん、チカが驚かないはずもなく。

「みぇゃああぁああぁああああああああぁぁぁ!!　顔！　顔！　天井に！　でんじょゔに！」

　鳴り響く金属音すらかき消しそうなほどの濁点まみれの悲鳴を上げる彼女。と同時、今度は部屋のどこかに設置されているらしいスピーカーから男の声が響いた。最初の案内で出てきた男の声だ。

『大変だ、この館やかたに棲すみ着いている悪あく霊りようがいよいよ目覚めやがった！　……こいつを退治するための方法を今からお前たち二人に伝える、一度しか言わないからよく聞け！』

　どうやらそういう感じの演出らしい。何を言うのかと俺とチカが固唾を吞のんで待っていると──

『霊って奴らは、強い生命力には弱い……つまり愛だ！　館に取り憑ついている悪あく霊りように、お前たち二人の愛を──情熱的なキスを、見せつけてやれ！』

「はぁ!?」

　何言ってるんだこのアナウンスは!?　思わず声を上げて、俺ははっと理解する。

　そういえば最初に人数を訊たずねられたが……「親子連れじゃない」「二人連れ」ということで特別演出になったのか。いや、普通に男友達と入ってたりしたらどうしてくれるんだ。

　そんな突っ込みが脳裏を駆け巡る中、俺ははたと気付いてチカを見る。まさかとは思うが──

「……たっくん」

　案の定と言うべきか。覚悟を決めた感じの顔をして、チカは俺をじっと見つめたかと思うと……両手を俺の頰に当てる。

「待て待て待て。いくらなんでもさすがに踏ふみ止とどまれ、そこは」

「除霊のためなのよ。大丈夫、私今日はちゃんとリップクリーム塗ってきてるから」

「そういう問題じゃない！」

　声だけは冷静だったが、めちゃくちゃ錯乱しているようだった。

　少し背伸びをして、ぐいと俺に顔を近づけてくるチカ。吐息がかかるほどの距離──もはや俺の方も気が動転して、周りで鳴り響いている不協和音すら耳に入らなくなっていた。

　頰が熱いのは、自分の緊張ゆえか、あるいはチカの手の温度か。見ると対面するチカもまた、その白い頰を真っ赤にしている。
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「ねえ、たっくん」

「何だよ」

「たっくんはキス、したことある？」

「ねえよ」

「私もないわ。お母さんが昔ほっぺにチューしてくれたくらい。だから……その」

　もじもじしながら、彼女は言葉を濁して。

「……できれば、たっくんから、してほしいな。やり方、よくわからないから」

　──なんて、そんなことを言う。

　暗闇と周囲の異様な音響の中。この異様な環境のせいもあって、俺の理性はいよいよ麻ま痺ひし始める。

　ああそうか、除霊のためだもんな。なら仕方ない、これはあくまで不可抗力なんだから。

　そんなガバガバすぎる自己弁護すら今の俺の脳内ではあっさり可決され、俺はなにかに操られるかのように、チカへと唇を──




『ああ、時間切れだ！　くそ、悪あく霊りようがいよいよ目覚めやがった……ぐわぁああぁぁ!!』




　しようかという瞬間、いきなり再び響いた男の声で俺はばっとチカを引き離す。

「じじじ時間切れらしいぞ！」

「じじじじ時間切れかぁ、そっかぁ！」

　お互いに妙に言い訳がましくそう言い合っていると、その時突如、部屋の両側から大きな音とともに無数の……手のようなものが飛び出してきた！

「ひゃああぁあぁ!!??」

　今しがたのちょっといい感じの雰囲気は、チカの放った雷のような悲鳴によって引き裂かれ。と同時、両側から突き出した腕たちがもぞもぞと蠢うごめき出す。

　その光景を前にチカがかくかく震えていると、間髪容いれず、さらに室内に音声が響いた。

『ユルサナイ、コロス、コロス……！』

　地の底から届くような、低くおぞましい声。

　そして次の瞬間、周囲からミストが立ち上り──赤い照明とともに部屋の天井の一部がエレベーターのように動き、何かが降りてくる。

　それは──四よつん這ばいになった、長い黒髪の女性。だが明らかに異様なのはその背中……無数の節くれだった人間の腕が、そこから生えていたのだ。

『アァァアァァァァァァァ……』

「い────────────やあああああああああぁあぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁ！！！」

『ウゥゥゥゥゥ……』

「びぎゃゃあぁあぁあああああぁぁあぁぁぁあぁぁぁあぁぁぁ！！！！！」

　悲鳴VS怨えん嗟さ。とんでもない騒音を喉からほとばしらせた末、負けたのは当然ながらチカの方だった。

　その場でかくんと膝をつき、虚こ空くうを見つめたまま動かなくなるチカ。

「……おい、チカ？　大丈夫か？」

　駆け寄って、目の前で手を軽く振ってみるが反応はない。どうやらショックのあまり気絶してしまったようだった。

　どうしたものかと思っていると……後ろからちょんちょん、と誰かが俺の肩を叩たたいてきて。

「……あのぅ、そちらのお客さん、大丈夫ですか……？」

　背中から腕を生やしまくった怨おん霊りようの人が、めちゃくちゃ心配そうな顔でそう言ってきた。




──。

「……ん、ぅ……」

「気がついたか。良かった」

　白いベッドの上で起きたチカにそう声をかけると、彼女は不思議そうな顔をしてきょろきょろと辺りを見回していた。

「ここは……」

「遊園地の医務室。お化け屋や敷しきで失神したから、ここを貸してもらったんだ」

　ちなみに外に運び出す時には、あの怨おん霊りよう役の人が手伝ってくれた。感謝してもしきれないくらいである。

　ともあれそんな俺の説明に、チカはしょんぼりした表情で布ふ団とんを口元まで引っ張った。

「……うぅ、情けないな。せっかくけっこう克服できたと思ったのに」

「いや、あれはかなりの演出だったから……。俺だって正直ちょっと怖かったくらいだし」

　そう言って励ますものの、チカはというと珍しく落ち込み続けている様子でしゅんとする。

　そんな彼女に、俺は少し考えた後……医務室の備え付けの小さな冷蔵庫へと向かって、中からあるものを取り出す。

　それを見て、チカは「あ」と声を上げた。

「それ……」

　それは──近くの売店で売っていた、アイスキャンディーだった。

　マスコットキャラクターの顔がデザインされた、オレンジ味のアイスキャンディー。それを彼女に手渡して、俺は小さく笑う。

「昔来た時、それをねだって買ってもらってたろ。今も好きかは分からないけど……少し頭休めるには丁度いいかと思ってさ」

　そう言ったところで、なんだか急に恥ずかしくなって視線をそらす俺。

　そんな俺を見て──チカはゆっくりと体を起こし、アイスキャンディーを受け取ってくすりと笑う。

「ふふ、ありがと……覚えてくれてたんだ」

「……ん」

　照れ隠しにそれだけ短く返した俺に、「でも」とチカは穏やかな表情のまま続けた。

「ちょっとだけ覚え違いしてるよ、たっくん。たしかに私もこれが欲しいって言ったけど、最初は買ってもらえなかったもの」

「あれ、そうだっけ」

　でも、幼い頃の彼女がこれを握りしめて笑顔を浮かべていたのをよく覚えているのだが。

　首を傾かしげる俺に、チカは再び小さく笑ってみせた。

「あの時も、全くおんなじだったんだよ。私だけお化け屋や敷しきの中で動けなくなっちゃって、たっくんがそんな私を助けてくれて──それで、たっくんが持ってきていたなけなしのお小遣いで買ってくれたの」

「……そうだったか」

「そうだよ」

　昔のことはよく覚えているつもりでいたけれど、どうやらそうでもないらしい。

「チカは、やっぱり凄すごいな」

　肩をすくめる俺に、チカはいたずらっぽい顔をして続けた。

「ふふ。たっくんのことはずっと、ずっと見てるもの」

　彼女のことだからその言葉にきっと、他意はないのだろうけれど。

　こんな美少女にそんなことを言われたら男子がどう感じるか……もう少し気にしてほしいものだと、俺は顔を赤くしながらそう思った。




「そういえばさ、中で何があったんだっけ……。私、気を失う前のこと、ほとんど覚えてないんだけど」

「それは気にしなくていい」

「えー」

「頼むから気にするな」





■






　時は少し戻って、昼過ぎの芦あし原はらファンタジーランド。

　複数人の女子高生グループ──はしゃいでいる女子たちの中で一人、「彼女」だけはいまいち気乗りしていなさそうな様子で、辺りを行き交う人々に視線を向けていた。

　そんな彼女に、女子の一人が高めのテンションで寄ってくる。

「どったの、祭まつり。しょんぼりした顔してるけど」

「え、そう？　そんなことないよ、テンアゲテンアゲ」

　そう言って笑って見せつつも、見られていないところではつい、ため息がこぼれてしまう。

　本当に、楽しくないわけではないのだ。だけど……もうひとり。もうひとりここにいてほしい人がいた、それだけで。

「……最近、付き合い悪いよなぁ」

　つい「彼」のことを思い浮かべて、再びため息。皆に心配されてしまうから、あんまり人前でため息なんてつきたくはないのだけれど──なんて、そんなことを考えながら視線をあてどなく彷徨さまよわせて。

　すると、そんな時だった。

　歩いている客たちの中……ひときわ目を引く銀色の髪の少女。その少女は誰かと二人連れで、何やら親しげな笑みを浮かべながら歩いている。

　それが同じクラスの黒河スヴェトラーナだと即座に理解すると同時……むしろ彼女の意識はその隣を歩いていた人物の方へと引き寄せられた。

　兄弟か何かかと思ったが、どうやら違う。彼女にとっては、とてもよく見知った人物で──




「……たー、くん？」




　思わず呆ぼう然ぜんと、彼女──霞かすみ野の祭まつりはそう呟つぶやいていた。





■






　チカが回復して、スタッフさんたちに礼を言って医務室を出た後。

　まだ午後も早い時間だったので特訓とかは関係なしに空すいているアトラクションで遊び──日が暮れる頃には俺たちは家に帰っていた。

　いつもどおりに夕飯を食べて、いつもどおりに風ふ呂ろに入って──そしていつもどおりに床について。

　なんだかんだで今日は楽しかったな、なんてことを思いつつもそれを上回るくらいの疲労と眠気に押し流され、俺は珍しく十時くらいにはうとうとし始めていた。

　こんなにいい眠気が来るのは久しぶりなので、早く寝てしまおう。そう思って目を閉じ、睡魔に身を任せて──しかし。

「……うーむ、上う手まくいかない」

　時間にしてちょうど日付が変わろうかという頃。結論から言うと、結局俺はすぐに目を覚ましていた。

　一度はすこぶる調子よく布ふ団とんに入ったのだ。だが……目を閉じているうちに、俺は無意識に日中のことを、正確にはチカと繫つないだ手の感触を思い出してしまっていたのだ。

　……軽蔑することなかれ。女子慣れしていない俺のような男子というのは、そういうものなのだ。

　お化け屋や敷しきという環境であったからその時は多少意識するくらいで済んでいたけれど、こうして冷静になって思い出してみると──否いや応おうなしに悶もん々もんとしてしまう。

　ようやくチカが居い候そうろうしているということにも慣れ始めて、意識することも減ってきたというのに……なんと悲しい男子の性分だろう。

　浮かんでくる雑念をどうにか振り払おうとして、俺が目を閉じながら唸うなっていると──そんな時のことだった。

　自室のドアを、控えめにノックする音があった。

　聞き間違いかと思ったが、どうやら違う。というのも、

「たっくん？　……起きてる？」

　小声でそう言うチカの声が、たしかに聞こえてきたからだ。

「ああ、起きてるけど……」

　こんな時間にどうしたのだろう。疑問に思いながらも俺はベッドから出ると、扉を開ける。

　するとそこには枕を抱えた、寝間着姿のチカがいた。

「ごめんね、たっくん。急にこんな時間に……」

「いや、別に……けど、どうしたんだ」

　そんな俺の質問に、チカは恥ずかしそうに枕に口元をうずめながら、視線をそらしてぽつりと呟つぶやく。

「…………くて」

「え？」

「だから、その……怖くて」

　……。

　いまだに意味が吞のみ込めずにいた俺に、チカはしびれを切らしたようにこう告げた。

「だからー！　あのお化け屋や敷しきのことを思い出しちゃって、怖くて一人で寝られないの！」

「一人じゃ寝られないって……」

　いや、小学生か。思わずそう突っ込みたくなったが、とはいえ彼女の様子は真剣そのものであったので俺はぐっと言葉を吞のむ。だが……気になることは他にもある。

「それで、なんで俺の部屋に来てるんだ」

「え？　なんでって……そういうわけだから、その、今日は一緒に寝てほしいなって思って」

「…………はぁ!?」

　さらりととんでもないことを言いやがった。

　思わず素っ頓狂な声を上げかけたが、俺は慌てて声量を抑える。両親の寝室は一階だからまず起きるということもないだろうが、とはいえ万が一今来られたら言い訳しづらい。

　なんとか動揺を抑えつつ、俺はため息まじりにチカを見返す。

「一緒にって。それ、どういう意味か分かってるのか」

「どういう意味って、どういう意味？」

　首を傾かしげるチカ。ああ、そういえば彼女はこういう奴だった。

「……ときにチカ、保健体育のテストの点数は」

「え？　百点以外取ったことないけど……それが何か関係が？」

　どうなってるんだこの国の教育は。現実逃避のあまりガラにもなくそんな社会的な問題提起をしかけて、俺は我に返る。

　いや、待て。よく考えたら彼女は「一緒に寝る」と言っているだけなのだ。

　つい男子高校生の脳みそが暴走して一緒の布ふ団とんで寝るというようなことを考えてしまったが……単純に彼女がベッド、俺が床、とかそういう話かもしれない。

　いや、それだって刺激が強すぎる話ではあるのだが、すでに深夜テンションのせいもあって若干感覚がおかしくなっていた。

「すまん、少し取り乱しちまったけど……なるほど。一緒の部屋で寝ようってことか。それくらいなら別にいいよ」

「そう？　よかった……」

　顔をほころばせるチカに頷うなずくと、俺はこう続けた。

「じゃあ、チカはベッドの方で……でも、さっきまで俺が寝てたし布ふ団とん持ってきた方がいいかな」

「？　言っていることがよく分からないけど」

「え？　だから、一緒の部屋で寝るっていうならベッドと床で分かれて寝ることになるだろ」

　俺がそう返すと、チカは目をぱちくりさせながら首を横に振った。

「そうじゃないわ。私が言ってるのは……怖いから寝る時隣にいてほしいって、そういうこと」

「……隣にって」

　ええと、それはつまり。

　…………どうやらそういうこと、らしかった。

「いくらなんでも、それは……」

　そう言いかける俺だったが、けれどチカの様子を見て言葉に詰まる。

　ふるふると肩を震わせて、本気で怖がっている様子の彼女──特訓とはいえ、彼女をそんなふうに怯おびえさせてしまった責任は俺にある。

　ならばここは、彼女の言う通りにするべきじゃないのか？

　そんな考えが頭をよぎって。俺はしばし、考え込んだ末──




──。

　背中が、暖かい。

　チカの頼みに折れ、一緒の布ふ団とんに入って──最初に感じたのは、そんな感覚だった。

　さすがに向き合って寝るわけにもいかないし、かといって仰向けで隣り合うのも精神衛生上よろしくない。

　そんなわけでせめてもの対策として背を向けて寝ることにしたわけだが……いかんせん、当たり前のことながら俺のベッドは一人用だ。

　二人で入ろうものなら、どうあがいても密着せざるを得ないのである。

　チカの吐息が、背中にかかるのを感じる。彼女はどうやら俺の方を向いているようだった。

　もぞり、と彼女がかすかに動いて、足先が偶然触れ合って慌てて俺の方が位置をずらす。

　こうなってはもう、なおさら寝るどころではない。今や俺の全身は完全に覚醒状態だった。

　……馬鹿げていると思うだろうか。けれど悲しいかな、これが男子高校生というものなのだ。

　こんな美少女と。布ふ団とんの中で体温を感じるほどの距離で密着していて。それで悶もん々もんとしない男子高校生などこの世におよそ存在しないと言っても過言ではないだろう。

　一体俺はどうすればこの夜を乗り切れるのか──なんて、その時の俺の悩みはしかし、即座に過去のものとなる。

　……何を思ったか、チカが後ろから俺にぎゅっと、抱きついてきたのだ。

　腕ではない、明らかに柔らかな感触が背中に触れて……俺は全身の血流がハチャメチャに暴れまわるのを感じる。

「ええと、チカさん？　何を？」

「……ぎゅっとしてた方が、落ち着くから」

「男子高校生っていうのはそんなに簡単に抱き枕扱いしていいもんじゃないんだぞ」

「でも──こうしてないと、怖くて」

　ああそうか、怖いなら仕方ないな怖いなら。

　半ば投げやり気味にそう自己暗示する俺に──しばらくそうしていた後、チカがぽつりと口を開いた。

「……たっくん」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

「何で謝るの？」

　反射的に謝罪してしまった俺に冷静な突っ込みを入れた後、チカは改めて言う。

「あのさ。普段、なかなか言う機会がないなと思ってたけど……ありがとうね、いつも私の特訓に付き合ってくれて」

　そんな彼女の言葉に──俺は小さく鼻を鳴らす。

「……礼を言われるようなことなんて、してない。むしろ俺は──チカに謝らなきゃいけないくらいだ」

「え？　なんで？」

　不思議そうに問うチカに、俺は少しの逡しゆん巡じゆんの後、

「特訓だからって、チカをこんなに怖がらせて。そのせいでかえって変なトラウマを植え付けてそうで……本当に、ごめん」

　正直にそう謝ると、チカはしばし沈黙して。それからこう、言葉を返した。

「そんなこと、ないよ。最初に言ったでしょ、どんな特訓でもいいって」

「でも……」

「私は、絶対にこの怖がりを克服したい。しなきゃいけないの。だから……これで、いいの」

　その芯の強い声に、俺はそれ以上何も言えずに押し黙って。

　それから少しした後──彼女に訊たずねる。

「……気になってたんだけどさ。何だってそこまで、怖がりを克服しなきゃいけないんだ？　別に学校でだってこれまで一度もボロを出してないんだし、チカは十分隠し通せてると思うけど」

　そんな何気ない俺の質問に、彼女は少し強い口調で、

「ダメなの。私はちゃんと、怖がりを治さないと。……たっくんとそう約束したもの」

　最後の方は、小さな呟つぶやきで。だけどこの至近距離だから、俺はそれを聞き逃さなかった。

「約束って？」

　そんな俺の問いに、チカはしばし無言だったかと思うと、静かな調子でこう返した。

「覚えて、ない？」

「え？」

「……そっか」

　何のことか分からず訊きき返した俺に、彼女はそれだけ言うと、それきり口を閉ざす。

「チカ？」

「……」

　返ってくる言葉は、ない。眠ってしまったわけではなさそうだけれど……彼女はもう、喋しやべろうとはしなかった。

「約束」。そんな彼女の言葉だけが、ぐるぐると俺の頭の中を回り続けて。それについてぼんやりと考えているうち、俺はいつの間にか眠っていて──次の日の朝。

　俺が目を覚ました頃にはチカはすでに自室に戻っていたようで、着替えて部屋を出た頃に丁度、制服姿の彼女と顔を合わせた。

　昨晩のこともあったので微妙に声をかけづらいなと思いつつも、とはいえ挨拶しないのも不自然なので、

「お、おはよう」

　と、若干の動揺が混じりながらもそう告げる。が──

「……」

　ぷい、と俺から目を背けると、彼女は無言で一階へと下りていく。

　たしかに特訓の時以外は、それほど積極的に話をするわけではなかった。だが……「おはよう」とか、「ただいま」「おかえり」だとか。そのくらいの言葉を交わすことは普通だった。

　なのに、チカのこの態度は一体。

「チカ、なぁ──」

　思わず呼び止めた俺に、チカは階段の途中で一度だけ振り向くと、普段とは違う──いや、ある意味では普段通りの。「姫君」モードのすました顔で俺を見て、

「ごめんね、たっくん。私、勘違いしてた」

「……は？」

「もう、手伝わなくていいから。……これまで、ありがとう」

　突き放すようにそれだけ告げると、そそくさと下に行ってしまう。

　そんな彼女の言葉に、俺はしばらくそこで立ち尽くして。




　……せっかくいつもより早起きしたのに、いつもどおり遅刻寸前になってしまった。
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「……うーん」

　昼休みに入って。俺は自分の机で一人、唸うなっていた。

　なぜかといえば、今朝のこと──チカのあの、奇妙な様子についてである。

　きっかけは間違いなく、昨晩の会話だろう。いくらなんでもこんな局面でラブコメ主人公めいた鈍感さを発揮する俺でもない。

「約束」──彼女はそう言っていた。俺と、約束をしたと。

　だがあいにくと、俺はそのことの記憶がさっぱりない。いったい、いつどこでそんな約束をしたのか……さっぱりだ。

　うーん、と再び唸うなっていると、横からひょいと霞かすみ野のが顔を覗のぞき込んできた。

「どったの、便秘？」

「ちがわい」

「じゃ、悩み事？　悩みがあるなら聞くぜー？」

　そう言ってにやにや笑う彼女に、俺は首を横に振る。

「ホント、大したことないから気にすんなって」

「気になるじゃん。そんなうーうー唸うなってたらさ」

　声に出ていたことに今さら気付いて少し気恥ずかしさを覚える俺。そんな俺に、彼女はすっと顔を近づけて──

「ひょっとしてさ。『姫君』のこと？」

「なっ」

　耳打ちされたそんな言葉に、俺は思わず霞かすみ野のを見返す。

「何言ってんだ、黒河のことなんて、別に何も……」

「私さ。見たんだよね」

「見たって、何を」

　彼女の表情からは、からかうような笑みは消えていて。真顔で俺をしばらく見つめたかと思うと……他の誰にも聞こえないような小さな声で、俺に再びこう耳打ちする。

「昨日、遊園地に行ってたでしょ」

　心臓を摑つかまれるようなどきりとする感覚。思わず表情に出しそうになるのをどうにか踏みとどまって、俺はしらばっくれる。

「まさか。俺が遊園地って、いくらなんでも似合わなすぎだろ。そもそも、男一人で遊園地なんて──」

「『姫君』と、一緒にいたよね」

「っ……！」

　こうなると、さすがに言葉に詰まるしかなかった。

　そんな俺の様子を見て図星と考えたのだろう。霞かすみ野のは静かな表情のまま立ち上がると、俺にちょいちょいと手招きする。

「……ちょっと、外いこ。ここじゃ周りに聞かれるし」

　そんな彼女の申し出に……従う以外の選択肢は、俺にはなかった。




──。

　校舎裏、体育館との間あたりの日当たりの悪い場所。

　陰気臭くておよそ誰も通らないため、立ち聞きされるという心配はまずないだろう。周囲を見回しながらそんなことを考えていると……壁かべ際ぎわに寄りかかって霞かすみ野のが口を開いた。

「大丈夫よ、私よくここ来るけど、人が通り掛かるのなんて見たことないし」

「意外だな。霞かすみ野のがこんな人気のないとこで何してるんだ」

「考え事とか。人といるとさ、けっこう疲れるから」

　その割には、チカと負けず劣らず常に人の輪の中心にいるような気がするが……そういう意味では本当に、意外だった。

「それよりさ、さっきのことだけど」

　霞かすみ野のがそう言って、俺のことをじいっと見つめながら続ける。

「昨日、黒河さんと遊園地にいたの……たーくんだよね」

　違う、と言う余地は残っているだろうかと彼女の顔を窺うかがう。だが質問の体でこそあれ、その目はすでに確信している様子だった。

　だから俺は──観念して、頷うなずく。

「ああ、そうだ」

　すると霞かすみ野のは少なからず動揺した表情で……数秒の沈黙の後、

「黒河さんと、付き合ってんの？」

「なぜそうなる」

　即座にそう突っ込んだ俺に、霞かすみ野のは怪け訝げんな顔をする。

「いや、そうなるでしょ。男子と女子が二人連れで遊園地とか」

「そうとも限らないだろ。例えば……」

「例えば？」

「…………」

　いやまあ、そうだわ。普通あの状況を第三者的に見たら完全にデートだ。

　その事実を再確認して黙っていると、霞かすみ野のは「やっぱり」とでも言いたげな顔になる。

　これはよくない。俺とチカとが恋人同士だなんて勘違いされたら、それはチカに失礼というもの。霞かすみ野のは他人に言いふらすような性格ではないけれど──とはいえそんな誤解を与えるのはチカの名誉のためにあってはならない。

　そう考えた末、俺は観念して、本当のことを言うことにした。

「……待ってくれ、霞かすみ野の。お前は重大な勘違いをしている」

「え？　たーくんと黒河さんが遊園地デートキメるほどのカップルっていうのが、勘違いだっていうの？」

「まったくその通りだ。……ええと、誰にも言ってないしなるべくならチ……黒河のためにも秘密にしておきたかったんだけど、お前にだけは教える。黒河は、俺の家に居い候そうろうしてるんだ」

　そう告げた俺に、霞かすみ野のはしばらく目をぱちくりさせて。

「……たーくん。噓うそにしたってもう少し、現実味のある噓うそをさ」

「いや、本当なんだって。いいか、最初のところから説明するぞ──」

　かくかくしかじか。

　チカの怖がりの件は隠し通したものの、それ以外のあらましを説明し終えると、霞かすみ野のはぽかんとした表情で呟つぶやいた。

「……今の話、本当？」

「ああ、まるっとすべて真実だ。俺も正直、どんな量産型ラブコメ設定だよって思うけど」

　幼おさな馴な染じみの美少女といきなりひとつ屋根の下とか、今どきそんな設定のラブコメがあったら頭を抱えるレベルだが……実際自分の身に降り掛かっている以上は仕方ない。

　そんな俺の説明に、霞かすみ野のは俺のことをじいっと見つめて……

「……なるほどね。信じられないけど、あんたってこういう時に噓うそつけるタイプでもないしね。そもそもあんたが黒河さんと付き合ってるってよりはよっぽど現実的だわ」

「それも俺としては微妙な気分だけど、信じてくれて何よりだ」

　引っかかるところはあったが、ひとまず信じてもらえたのでよしとする。

　一安心していると、霞かすみ野のがこれまでの真面目な表情からは打って変わって、いつもどおりの好奇心といたずら心に満ちた顔で俺ににじり寄ってきた。

「で、どうなのよ」

「どうって、何が」

「だから、同どう棲せいしてるのは分かったから、黒河さんとは付き合ってるのかって訊きいてんの」

　その問いに思わず噴き出して、俺は慌てて首を横に振る。

「なわけないだろうが！」

「えー。年頃の男子と女子が一緒の家にいて、なにもないわけ？　例えばこう、つい下着とか見ちゃったりとか、夜一緒の布ふ団とんで寝ちゃったりとか、お風ふ呂ろでバッタリ遭遇したりとか」

「………………あるわけないだろ！」

　最後の以外はめちゃくちゃあった。

　露骨に動揺する俺をジト目で見つめつつ、「そっか」と呟つぶやくと霞かすみ野のは肩の力を抜いた。

「ほんとに、付き合ってないんだ」

「ああ。さっきも言ったとおり、黒河の家の事情でこうなってるだけだ」

「ふーん。なら、安心かな」

　そう呟つぶやいた彼女に、俺は眉根を寄せる。安心とは、何のことだろう。

　そんな疑問を抱かないでもなかったが──そんな俺に彼女は続けて口を開く。

「でもさ。昔からの幼おさな馴な染じみで、久々に一緒に過ごしてさ。どうなの、ラブコメめいたことでなくても、話とかしたりすんの」

「それは……まあ、挨拶くらいはするけど」

「他には？　いろいろ積もる話とかさ。昔の思い出の話とか、したりする感じ？」

　霞かすみ野のの何気ないその言葉に、俺はつい、昨晩のことを思い出して。

「……そうでもないさ。むしろ、分からないことばっかりだよ」

「あはは。ま、黒河さんだもんねー」

　そう言ってあっけらかんと笑ったところで、再び微妙な沈黙が流れる。

　なんなんだ。俺と黒河との関係を問いただして──それで終わりではないのだろうか。

　ちらりと霞かすみ野のの様子を窺うかがうと、彼女もまた落ち着かない様子で視線をさまよわせていた。

　なんだろう。この場合、何かこちらから話を振った方がいいのか。だが何の話を？

　というか彼女の方にまだ用事があるから、教室に戻らずにここにいるのでは。

　そんなことを思案しながら様子を見ていると……

「あのさ、たーくん──」

　霞かすみ野のが決心したように切り出したのと、ほぼ同時。

　次の授業の予鈴が響いて、彼女は言葉をそこで止めた。

「霞かすみ野の？」

「……あー、うん。そろそろ教室戻らないとマズいね。あはは、ごめん。また今度」

　俺が返事をする前に「ごめん」と両手を合わせると、そのまま彼女は足早に戻っていってしまう。

　残された俺は、ただ一人ぽつんとそこで立ちすくんで。

「……女子って、分からん……」

　ただひたすら、それだけを痛感していた。





■






　その日は、午後から雨だった。

　天気予報では終日快晴と言っていたのに、こんなこともあるものだ……と半ば感心するくらいの土砂降り。

　下校時間になって昇降口まで行くと、ちょうどそこで俺はチカと鉢合わせた。

　これまでならばなるべく距離感を悟られないようにと、あえてお互いに無視していたのだが──今日はなんとなく、俺の方から声をかける。

「なあ、黒河。……今日はもう、帰るのか？」

　俺の声掛けに振り向くと、彼女は感情の読めない静かな眼まな差ざしで俺を見返して。

　それからぽつりと、小さく呟つぶやく。

「この天気だから、生徒会の活動は今日は中止って」

「そうか」

　話しかけたはいいものの、それ以上突っ込んでいくのもなんだか違う気がして押し黙る俺。

　しばらく彼女から少し離れて立っていた後、なんとなく居心地の悪さを感じて俺は傘置きに入れていた自分の傘を取り出す。

　別に今日の悪天候を見越していたわけでもない。むしろその逆で、以前に傘を学校に持ってきた時に持ち帰り忘れてそのまま置き傘状態になっていたのだ。

　予報にない豪雨で途方に暮れる生徒たちがちらほら見える中、思いがけない幸運に感謝しつつ傘を開いて校舎を出ようとして──とそこで俺はふと、チカを見る。

　依然として屋根の下から出ようとしない彼女。だがさっきの話だと、今日はもう下校するつもりのはず。

　数秒ほど考えて、俺はもしやと思って彼女に訊たずねる。

「なあ、チカ。ひょっとして……傘、ないのか」

「……」

　返ってきたのは無言の首肯。なんとなく、彼女なら傘くらい常備しているものかと思っていたが……こんなこともあるらしい。

　立ちすくんでいるチカに、俺は少し逡しゆん巡じゆんした後、

「……一緒に、帰らないか。俺、ちょうど傘あるし」

　そんなふうに提案すると、チカはやや少し悩んだ様子で視線を動かして──一向に止やむ気配のない雨空と俺を見比べた後、こくりと頷うなずいた。

　傘を彼女の頭上に掲げて、二人で校舎を後にする。帰宅する生徒たちはほとんどが傘を持たずに雨の中を全速力で走っていく連中ばかりなので、幸いに俺たちに注目する余裕はないらしかった。

　お互いに一言も発することなく家路を急ぎながら、俺は悶もん々もんと考える。

　なにか話すべきなのか、それともこういう時は沈黙が金なのか。

　もちろん今朝の妙な様子については訊ききたいが……しかしそれでかえって余計な結果を招かないとも限らない。どうすれば──と考えているうち、ちょうど交差点に差し掛かる。

　信号は赤。二人で肩を並べて立ち止まり、信号を待つ。

　ざあざあと響く雨音と、往来する車の音。周りは騒がしいけれど、俺たちの傘の下だけはひたすら静かで。

　その沈黙にいよいよ耐えられなくなった俺は、空を見上げながら口を開いた。

「……雨、すごいな」

　天気の話。我ながらひどい手札にもほどがあった。

「うん、そうだね」

　チカもそれだけ答えると、再び貝のように口を閉ざす。そりゃそうだ。

　頭を抱えたい気分だったがあいにく傘を差しているのでそれもままならない。一人で内心悶もん絶ぜつしていると──

「青」

　信号機を指差して呟つぶやいたチカに、俺は慌てて「ああ」と頷うなずくと歩き出す。

　参った、完全に上の空だ。ため息をつきながら歩いているうち、気付けばもう、家の近くまで来つつあった。

　せっかく話をするチャンスだったのに、ひどい体たらくである。すっかり反省会モードになっていると……そこで不意に、再びチカが口を開く。

「ねえ、たっくん」

「ん？」

　視線をチカへ向けるが、彼女の方はこちらを見ず、俯うつむき加減のまま、

「……傘。ありがとうね」

　ぽつりとそう呟つぶやいた彼女に──俺は少しだけ驚いた後、小さく頷うなずく。

「どういたしまして」

　そう返した俺の言葉は、我ながらほんの少しだけリラックスしていて。

　だからだろうか。喉につかえていたものが取れたみたいに、俺はもうちょっと何かを話そうとして口を開きかけ……しかし、その時である。

「ぶおっ」と。めちゃくちゃに強烈な横風が吹き付けてきて、俺の差していたオンボロ傘が勢いよく骨ごとひっくり返り。

　結果として俺とチカに容赦なく、大粒の滝雨が降り注ぐこととなった。

「うわぁあぁぁぁあぁ!?」

「ぎゃあぁぁあぁぁ！？？」

　同時に素っ頓狂な声を上げる俺とチカ。ヤバい、めっちゃ冷たいしなんなら雨粒が大きすぎてもはや痛い！

「たっ、たっくんっ、走ろっ!?」

「おっ、おう！」

　先ほどまでのセンチメンタルな雰囲気は傘の骨と一緒に吹き飛んで、俺とチカはもう雨に濡ぬれることなどお構いなしに全力疾走する。

　幸い家まではもう目と鼻の先ではあったので、走って五分ほどで玄関へ。びしょ濡ぬれのポケットから家の鍵を取り出して入ると、玄関で俺たちは揃そろってへたり込んだ。

「なんなの、この天気ぃ……へくちっ」

　隣でそう呟つぶやいたかと思うと、盛大なくしゃみを飛ばすチカ。悲鳴はアレなのにくしゃみは可か愛わいらしい。

　なんてどうでもいいことを考えていると、俺の方も俺の方で背筋が寒気で震える。全身が一気にずぶ濡ぬれになったのだ、さもありなん。

「チカ、大丈夫……か……？」

　……彼女の方を見てそう声を掛けたところで、俺は即座に後悔することになった。

　そう、全身ずぶ濡ぬれなのだ。俺も、チカも。

　ゆえに、チカの胸元には濡ぬれて透けたブラウスが張り付いて、かすかにその下にあるものを浮き上がらせていたのである。

　……彼女が制服の上着を着ていて良かったと心から思う。上着がなかったら大惨事だった。

「ねえ、たっくん」

「わっ!?　見てない、見てないぞ！」

「？　なんのこと……？」

　幸い、本人は気付いていなかったらしい。怪け訝げんそうに首を傾かしげつつ、彼女はそのまま続けた。

「あの……悪いんだけど、お風ふ呂ろ、先に借りてもいい？　寒い……」

「え、ああ。全然大丈夫だ。俺は自然乾燥でも多分風邪とかひかないし」

　こくこくと頷うなずくと、そのまま俺は慌てて玄関を上がる。

　この悪天候のせいもあって、電灯を点つけてもなお廊下は暗く、自分の家ながら若干薄気味悪い。

「それじゃあ、俺は退散してるから──」

　そう言って二階の自室へと向かおうとした、その時だった。

　背中から妙な引力を感じて振り返ると、上着のすそを、座り込んだままのチカがぎゅっと摑つかんでいた。

「……ええと？」

　俯うつむいていて、表情は見えない。だがそのままの体勢で、

「……一緒に……って」

　蚊の鳴くような声でなにやら呟つぶやくチカだったが、よく聞こえない。

「一緒に？」

「だから……そのぅ……」

　もごもごと言葉を転がした末に、彼女は意を決した様子で顔を上げ、

「一緒に、お風ふ呂ろに入って！」

「いや何言ってんだ!?」

　叫ぶように言い放った彼女に、俺は思わず突っ込む。

「何だってお前、いきなりそんな……」

「だ、だって。なんだか薄暗いし……か、風の音とかもすごいし」

　家の外から聞こえてくる風鳴り。「おぉぉ、おぉぉ」と響くそれは、なるほどどこか人の声にも聞こえてくる。

　怖がりな彼女にとっては確かに、この状況で一人で風ふ呂ろにというのはハードルが高いものかもしれない。だが──とはいえ。とはいえ、である。

「一緒に風ふ呂ろって……いくらなんでもそれはさすがに色々と、マズいだろ」

「小さい頃はよく一緒に入っていたじゃない」

「あれは小さい頃だからだ」

　そりゃあ幼稚園児の頃などはよく泥だらけになって帰ってきて、一緒に風ふ呂ろに入って水遊びしたりしたこともあったが……十七歳にもなってそれは通用するまい。

　つい想像してしまって顔を赤くしつつ、俺はチカにさらに続けた。

「一緒に風ふ呂ろってことは……その。お互い、服を脱いでってことなんだぞ。分かってるのか」

　裸、というとあまりにも直接的すぎる気がして口には出せず、婉えん曲きよく的な表現。

　ともあれ──その言葉はチカにもようやく届いたらしかった。

「服を、脱いで……たっくんと、二人で……っ!?」

　嚙かみ締しめ、その意味を実感し始めた様子で耳まで真っ赤にするチカ。

　というかそこに思い至っていなかったのか。恐怖というのは人をここまで盲目にするらしかった。

　多少はこれで冷静に踏みとどまってくれるだろう。そう安あん堵どしながら俺は肩をすくめて、

「分かったら馬鹿なこと言ってないで、さっさと風ふ呂ろ入れ。なんなら脱衣所の前で待ってるくらいならしてやるから」

「……うん」

　こくん、と赤い顔のまま頷うなずいて、おっかなびっくり廊下を進み始めるチカ。

　小さくため息をつきながら、俺も後について風ふ呂ろ場ばへと向かうことにした。




──。

　まあ、売り言葉に買い言葉というわけではないが。

　とはいえ冷静に考えると、これはこれで大失敗だったような気がしてしょうがない。




　脱衣所の扉を隔てた廊下。扉に寄りかかりながら、俺はなんともしがたい悶もん々もんとした気分でそこに立っていた。

　扉の中から聞こえてくるのは、衣きぬ擦ずれの音。

　しゅる、しゅる、ぱさ、と。短い動作となにかを脱衣かごに入れる音──その何かについて否いや応おうなしに想像力を張り巡らせてしまう自分の脳みそを恨みながら、俺は必死で別のことを考えようとする。

　今日の霞かすみ野のとの一件だとか。あるいは今朝のチカのよそよそしい様子だとか。

　色々と考え「しゅる」ようとするが、「ぱさ」この通りその音が聞こえるたびに全神経が聴覚に集中してしまう。ああ、人間も所詮本能には抗あらがえない生物なのか。

　頭を抱えていると……今度は中から、チカが呼びかけてきた。

「ねえ、たっくん……ちゃんとそこにいるよね？」

　不安げな声。昔ならばさておき、今のチカもこんな弱々しい声を出すものかと、慣れてきた今ですらなお思ってしまう。

　学校での彼女と、家での彼女。「姫君」としての完璧な彼女を学校で目まの当たりにするたびに、家での彼女の奔放さや気弱さがなにかの冗談みたいに思えるものだが──現にこんな状況になっている以上、それはまぎれもない事実である。

「大丈夫だ。ちゃんと、君が出てくるまでここにいるから」

「う、うん……。あ、でも待って」

「ん？」

「そこだと、私がお風ふ呂ろ場ばに入ったらちょっと遠くなっちゃうわ」

「別にいいだろ、そのくらい……」

「ダメよ、怖いじゃない」

　ぴしゃりと強気に気弱なことを言ってくるチカ。そんな彼女の言い分に俺は困惑まじりに問う。

「じゃあ、どうするよ。脱衣所に入ったら……ほら、その、君の服とかもあるわけだし。あんまりそういうの、見られたくはないだろ」

「背に腹は代えられないわ」

　なぜそう変なところで思い切りがいいのか。

　風ふ呂ろ場ばの扉を開ける音が中から聞こえて、反響した声が届く。

「……じゃ、じゃあ、お風ふ呂ろ場ばの戸、閉じたから。入ってきて」

「マジかよ……」

　ものすごく抵抗があったが、とはいえここまで彼女にトラウマを与えてしまった原因は俺といえば俺なので、断るのも道理にもとる。

　そっと脱衣所の扉を開けて、もうチカが風ふ呂ろ場ばに入っていることを確認すると俺も脱衣所に移動した。

　風ふ呂ろ場ばから、シャワーの音が聞こえてくる。くもりガラスのおかげで流石さすがに中は見えないが、ぼんやりとしたチカの影だけは見て取れてしまう。

　慌てて視線をそらすと、今度は脱衣かごが視界に入る。さっきまで彼女が着ていたブラウスやスカートだとか、当然ながらそれ以外まで含めてきれいに畳んで入れられていて──もはや俺には目をつぶる以外の選択肢は残されていなかった。

　ええい、何でこんなことに。ひたすら悶もん々もんとする頭を、今度は聴覚野からの刺激が襲う。

　目を閉じた分余計に耳が過敏になっていて、風ふ呂ろ場ばのチカのちょっとした足音や水滴の跳ねる小さな音、体を洗っているであろう音──そんなものまでもが鮮明に、克明に聞こえてやまないのだ。

　その状況でひたすらしばらく耐えていると、やがてシャワーの音が止やみ……どうやら彼女は湯船に浸つかり始めたようだった。

　ほぅ、と艶っぽい息を吐いて、それからしばらく静かに浸つかっていたかと思うと──

「ねえ、たっくん」

　なんて、そんな呼びかけが中から届いた。

「なんだよ。いるぞ」

「うん」

　安心した様子の声音でそう返すと、彼女はそれからさらに言葉を継いだ。

「たっくん、あのさ」

「何だよ」

　照れ隠しについ、ぶっきらぼうな調子でそう俺が返すと。

「今まで、ごめんね。もう、こういうのは──これっきりにするから」

「……え？」

　返ってきたそんな静かな言葉に、俺は思わず訊きき返そうとして。

　だが──その時のことだった。

　窓の外が、突然ぴかりと光って。

　それから数秒して地鳴りのような音が轟とどろいた後……いきなり電灯という電灯がぷつりと切れて、辺りが急に、真っ暗闇に覆われたのだ。

「……なっ!?」

　これには流石さすがに俺も驚いた。そして当然──

「ぎゃぁあああぁあああああああああぁぁぁぁぁっ！！？？？　なにっ！！！　何なのっ!!??」

　先ほどの音よりも遥はるかに響き渡るチカの悲鳴。風ふ呂ろ場ばで反響し、それはもう本気で近隣にまで聞こえるんじゃないかと思うほどだった。

　だから──というわけではないが、俺は手探りで風ふ呂ろの戸を開け、無我夢中で中に入って声をかける。彼女のことだ、取り乱して風ふ呂ろで溺れたりしかねない。

「大丈夫か！　チカ！」

「た、たっくんぅぅ……」

　へにょへにょになった彼女の声が風ふ呂ろの方から聞こえてくる。そのか細い声に、俺は安心させるように続けた。

「大丈夫だ、多分雷が落ちて一時的に停電しただけだと思う。すぐまた点つくとは思うけど、一応ブレーカーを見てくる」

「ふぅぇぇ……。だめ、たっくんはここにいて……」

　そう言われてしまっては、身動きもとれず。

　仕方がないので自然復旧を期待して数分ほど待っていると──幸い、何事もなく明かりが再び点灯し始めた。

　煌こう々こうと辺りを照らしてくれるＬＥＤを眺めつつ、俺は安あん堵どの息を漏らして、

「よかった。ブレーカーは落ちてなかったみたい、だ……」

　そう言いながらつい、チカの方を見てしまう。

　見て、しまった。




　予あらかじめに言っておくが、風ふ呂ろの湯気のおかげで直視はしなかった。

　それでも──チカがびっくりして立ち上がっていたせいもあって、彼女の真っ白な首筋だとか腰、そして濡ぬれそぼった胸の膨らみも含めて──けっこうな情報量が俺の網膜に焼き付く。

「……ええと」

　すぐに出ていけばいいのだが、本能が率先してつい彼女をガン見し続けてしまっていて。

　そんな状況が数秒ほど続いただろうか。

「……たっくん」

「……ああ」

「悪いんだけれど、ごめん、外に出ててくれると、嬉うれしいな」

　そんなチカの言葉でようやく、俺は脱だつ兎とのごとく退散するのであった。




──。
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　脱衣所の外で待っていると、数分ほどしてチカが出てきた。

　まだ乾かしていない、湿り気の残る髪をタオルで拭きながら彼女は俺をじっと見て、ほんのりと頰を赤くしながら呟つぶやく。

「……見た？」

「見てないと言えば、噓うそになる」

「……どのくらい、見た？」

「一応、少年誌の範はん疇ちゆうくらい……」

「……」

「……」

　両親が帰宅するまで、その日は別の意味でぎくしゃくした俺たちであった。
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　そうして、その翌日。

「ふぁあぁ……」

　昼休みになったところで、俺は耐えきれずに大あくびをこぼしていた。

　昨晩はあんなことがあったものだから、前にも増してその後一睡もできなかったのである。

　そんなわけで眠気に負けて机に突っ伏していると、頭上から霞かすみ野のがぽんぽんと頭を叩たたいてきた。

「おーす。大丈夫ー、たーくん？　今日も今日とて死にかけじゃん」

「昨日は眠れなくてな……」

「おや？　おやおや？　それはもしかして、寝かさないぜ的な感じの？」

「なわけないだろ……」

　ぐったりしながら返す俺に、霞かすみ野のは肩をすくめて呟つぶやく。

「じゃ、いつもどおりゲームのやりすぎかぁ。ダメだよ少年、若いからってそういうのは」

「どの立場から言ってるんだ同級生女子」

　いつもどおりの益やく体たいのない会話を嗜たしなんだところで、俺はもう一度大あくびを繰り返しつつ彼女を横目で見る。

　……少なくとも今のところは、俺とチカの件について突っ込む気はないらしい。普段と何ら変わらない彼女の様子に少し安あん堵どしつつ、一方で昨日、彼女が言いかけたことに思いを馳はせる。『あのさ、たーくん──』

　真剣な顔で何かを言おうとしていた霞かすみ野の。あれはなんだったのだろう。

「なあ、霞かすみ野の」

「うん？　どしたん？　午後の数学の課題でも忘れた？」

「違う」

　昨日のことなんだけど。そう言いかけて、俺はやっぱりやめる。……なんとなく、こちらから訊たずねるべきではないような──そんな気がしたのだ。

「……すまん。やっぱなんでもない」

「？　そっか、課題見せてとか言われたらどうしようかと思った。私もやってないし」

「おい」

　なんて、何事もなかったように普段どおりのやり取りを垂れ流していると──教室の扉から、鳴なる宮みやがホクホク顔で入ってきた。

　見るとその手には、購買名物すてパンが二個握られている。

「今日は争奪戦に勝ったのか」

「おうよ。この通り大勝利だ……妙に売れ残ってたのが気にはなるが」

　そう言ってビニール包装を解いて早速パンにかぶりついたところで、鳴なる宮みやは渋面になる。

「今日の具材はなんだった？」

「…………わからん。出だ汁しのような和風の味覚が来たかと思ったら急にインド人が右から出てきたような……」

「『激辛カレーおでん入り』って書いてある。……今日はなかなか攻めてきたわね」

　包装に貼られていたシールを見てそう呟つぶやいた霞かすみ野のに「マジかよ」と呻うめきつつも、鳴なる宮みやは見上げた根性でパンに挑み続け……二個とも平らげた後で一息つくと、パックの牛乳をストローで吸いながらこう切り出した。

「なあなあ、たの字。今日の夜、暇か？」

「いきなり急カーブで話題に入るな」

「いいじゃねえか。話してないとまたおでんとカレーのマリアージュが口の奥からこみ上げてきそうなんだよ……そんなことより。どうなんだよ、予定」

　唐突にそう訊きいてくる彼に、俺は若干当惑しながら訊きき返す。

「どこか、遊びにでも行くのか？」

「実はさ、クラスの連中で肝試しに行こうって話があってな──それでぜひお前にも来てほしくてさ」

　目を輝かせてそう言う鳴なる宮みやに、俺は半眼で呟つぶやく。

「肝試しって……小学生かよ」

「うるせぇなぁ。こういうのは何歳になってもわくわくするもんだろ」

　まあ、心霊ビデオ番組などを見ていても大学生が肝試しに行った映像なども多いので、分からなくもないが。

「で、何で俺に」

「いやほらお前んち、神社だろ。だからお前がいればなんかあっても大丈夫かなって思ってさ」

「んな雑な」

　確かに神職の家の息子ではあるが、だからといって別に除霊ができるとか霊能力があるとかそういうことは一切ない。

「お前の期待してるようなことはなんもできないぞ、俺」

「分かってるって。せっかくだし、たまにはお前とも一緒に遊びたいってだけだ」

　直球でそんなことを言ってくれる鳴なる宮みや。そう言われてしまうと、誘いに乗るのもやぶさかではない気分になる。

「霞かすみ野のも来るよな？」

　隣で話を聞いていた霞かすみ野のにもそう声をかける鳴なる宮みや。すると彼女は、「うん」と二つ返事で、

「たまにはそういうのも楽しそうだしね」

　なんて言ってにこにこしている。

　そんな二人に挟まれながら、俺は──ちらりと、前の方に座っているチカを一いち瞥べつ。他の生徒と何やら話し込んでおり、こちらのことは気にしていないようだった。

　……昨日からの彼女の態度は気になるし、そのことをはっきりさせておきたい気もするが。とはいえ別にすぐにやらなければいけない用事でもあるまい。

　最近はチカの特訓につきっきりで、あんまり二人と遊べていなかったのは確かだ。そう思うと今日くらいは、彼らに付き合うのもいい気がした。

「分かったよ。俺も一緒に行かせてくれ」

「そうこなくっちゃな。へへ、なんか出たら『破ァ！』ってやってくれよな」

「寺生まれじゃないから無理だ」

　そんなことを言いつつ、俺は携帯でチカに一応メッセージを送っておく。

『今日、鳴なる宮みやたちと肝試しに行ってくる』

　すると即座に既読がついたかと思うと、数秒ほどして返信が返ってきた。

『わかりました』

　きわめて事務的なそっけない文面である。だがまあ特に気にはせず、俺は二人へと視線を戻した。

「で、肝試しってのはどこに行くんだ。このあたりにそれっぽいところ、あったっけ」

「あるんだな、これが。すぐ近くに」

「すぐ近くって……まさか、旧校舎のことか？」

　この学校。現在授業などが行われている新校舎以外にも、実は敷しき地ち内にもうひとつ校舎がある。

　鉄筋コンクリート製の堅けん牢ろうな造りの新校舎とは真逆の、木造の古めかしい校舎──もう十年近く前に使われなくなって本来ならばとっくに取り壊されるはずが、工事計画がいまいち進まずにいまだ残されているのだ。

「あそこにさ、出るらしいんだよ。霊が」

「霊って、どんな」

「確かその昔にいじめで無念の死を遂げた女子生徒の霊っつったかな。いや、男だったかもしれないけど。そのせいで取り壊しの工事が進まないらしいぜ」

　ふわっふわすぎる情報だった。

「内容がないなぁ」

「まあそうだが、噂うわさ話ばなしってこーいうもんだろ大体」

　そう言いながら、彼は軽い調子で笑う。

「まあ、実際出るとか出ないとかはどうでもいいんだよ。雰囲気を楽しめればさ」

「そういうもんかもしれんが」

「それによ、霞かすみ野のが集めてくれたから女子も何人か来るんだ。女子と一緒に肝試し……なんつーかこう、何かありそうじゃね？　吊つり橋ばし効果とかそういう感じのさ」

「そういうもんか……？」

　疑問を挟みつつも、野暮なのでそれ以上は突っ込まず、俺は小さく肩をすくめて問う。

「で、現地集合でいいのか？　なんか持ち物とかは」

「ああ。夕方の五時くらいになったら旧校舎前で。懐中電灯は各自調達ってことにしてあるから、忘れても貸せねえぜ」

「了解」

　そう返すと、鳴なる宮みやは鞄かばんを持って立ち上がり、一足先に教室を出ていく。

「んじゃまた後でな」

「ああ、また」

　手を振る彼に俺もまたそうすると、鞄かばんに荷物をまとめて同じく教室を後にした。

　最近はチカと一緒にいてばかりだったから、たまにはこういうのもいいだろう──なんて。

　この時はまだ、そんな気楽なことを考えていたのだ。





■






　一度家に帰って一息つき、時間になった頃合いで俺は再び制服のまま家を出た。

　両親は今日も遅いようなので、書き置きだけ残しておくことに。チカは生徒会の用事かなにかだろうか、こちらもまだ帰ってきてはいなかったので、少し悩んだが待たずに行く。

　メッセージで事前に一報自体はしているから、問題はないだろう。

　そうして自宅から再び学校まで、歩いて二十分ほど。

　下校しつつある生徒たちとすれ違うようにして進み、新校舎の奥側にひっそりと佇たたずんでいる木造の旧校舎へ。

　改めて外観を観みてみると、明らかに立ち入ったらマズそうな老朽化具合だ。今にも崩れるんじゃないか。

　そんなことを考えながら旧校舎の昇降口前に向かうと、すでに十人ほどの見知った顔が揃そろっている。もちろん、霞かすみ野のの姿もそこにはあった。

　その中の一人──鳴なる宮みやが、「おーい」と俺を見つけて呼びかけてきた。

「こっちだこっち。……よし、これで全員揃そろったかな」

　そう言いながら旧校舎──立入禁止の看板の掲げられた昇降口を見た後、彼はぐるりと一同を見回して続けた。

「じゃ、今回の肝試しの説明といこうか。皆も知っての通り旧校舎はとっくの昔に閉鎖されて、今じゃたまに倉庫として使われてるくらいなんだが……俺ら以外にも肝試しに来る奴はたくさんいるみたいでな。入り口とかもあの通り、まるっと開きっぱなしだ」

　確かに彼の言う通り。もともとは木の板で封鎖されていたようだが何者かによって開けられてしまっていて、看板こそあれ入り放題の有様である。

　こうして肝試ししようとしているのを見つかったらひどく怒られそうな気もするが──この状況だと現在はもはや誰が管理するわけでもなく、見て見ぬ振りといった様子なのだろう。

「先輩から聞いた噂うわさだと、なんでも三年四組の教室ってのが『出る』ところらしくてな。だから今回の肝試しで行くのも、そこにしようと思う」

「三階まで行ってこいってことか。……でも、行ったって証拠はどうすんだ？」

　クラスメイトの一人がそう問うと、鳴なる宮みやはよくぞ訊きいてくれたとばかりに頷うなずいて──自分の携帯電話を取り出してみせた。

「例の教室まで行ったら、表札を各自の携帯で撮影してグループチャットで送ってくれ。それで成功って形にしようと思う。……あ、グループは今から作るから、参加してな」

　そう彼が言ってややあってからグループへの招待が送られてきたので、参加。そうしていると、さらに鳴なる宮みやがルール説明を続けた。

「んで。一応今回は男女が丁度半々だからさ……ここはひとつ、男女二人一組で行ってもらおうと思うわけよ」

「やだー、鳴なる宮みやくんってば」

「いいじゃん、肝試しときたらそうじゃなきゃなぁ！」

　にやりとしながらそう言う彼に、沸き立つ一同。そんな彼らに鳴なる宮みやは自分のリュックから何かを取り出してみせた。見ると簡単な、割り箸くじだ。

「ペアの組み合わせは、くじ引きで決める。先のほうに色がつけてあるから、同じ色の二人でペアってことで──引く順番は、クラス番号順にしよう」

　鳴なる宮みやの仕切りで、クラスメイトたちがくじを引き始める。俺は名簿順だと、一番最後だ。

「たの字はこれだな」

　そう言って手渡された割り箸の先端には、赤いマーク。誰と一緒だろうか──と周りを見回すと、ふと霞かすみ野のの手元に目が行く。

　彼女が手にしていた割り箸。それにもまた、同じ赤いマークがあったのだ。

「霞かすみ野の。俺と一緒みたいだな」

　そう声をかけると、彼女は少し驚いた顔をして……手元のくじを見つめた後、なぜか一瞬鳴なる宮みやに視線を送る。

　鳴なる宮みやの方もまた、彼女に意味ありげな笑みを返しているがなんだろうか。少し不思議に思っていると、霞かすみ野のがなぜか少し顔を赤くして頷うなずいた。

「……おっけ。よろしく、たーくん。怖がって抱きついたりしてこないでよね」

「俺はこういうのだけは得意だからな。そこは心配無用だ」

　そう言って返すと、彼女は普段の様子に戻って楽しげな表情で肩をすくめる。

　さて、そんな調子でそれぞれペアが決まったのを確認すると、鳴なる宮みやが宣言する。

「そんじゃ、そろそろ始めるとするか。最初のペアは……そうだな、たの字と霞かすみ野のの二人組で行ってもらおうか」

　どうやらトップバッターらしい。俺と霞かすみ野のは顔を合わせて頷うなずくと、懐中電灯の動作を確認した後──真っ暗な旧校舎の入り口へと、足を踏み入れるのだった。





■






　陽がすでに落ちかけているのもあって、中はもう、真っ暗だった。

　懐中電灯で照らしながら昇降口をざっと見回して、まずは進行方向を確認する。

　そんな俺の隣で──霞かすみ野のがきょろきょろと、興味深そうに辺りを眺めていた。

「へぇー、いつも外だけしか見てなかったからわかんなかったけど、中はこんな感じなんだね。思ったよりヤバ」

　そう言う通り、中の荒れ方はひどいものだった。

　おそらくは以前から肝試しで何度も立ち入られているのだろう、辺りにはスプレーで書かれた落書きだとか、あるいは誰かが住んでいたのかカップラーメンの容器のゴミなどまで落ちている。

　木造の廊下にしてもところどころに穴が開いていて、昨日の大雨のせいだろうか、ところどころ水で濡ぬれている。足元には気をつけた方がよさそうだ。

「転ばないように注意しろよ」

「その時は抱きとめてよね」

　俺が注意すると、冗談めかしてそう言ってくる霞かすみ野の。チカならばすでに真っ白になっていそうだが、霞かすみ野のは余裕そうだ。

　ともあれそんな会話の後、俺たちは下げ駄た箱から両側に延びる廊下を照らしながら相談する。

「とりあえず、右の方から行ってみる？　新校舎の構造だと、四組はこっち側だし」

「そうしよう」

　そう言って歩き出した時……暗闇の中で不意に、何かが動く気配があった。

「何？」

　霞かすみ野のも気付いたらしく、鋭い声を出したかと思うと──何を思ったか、空いた手で俺の手を摑つかんできた。手を繫つないできたのである。

　何だ!?　と思わずにいられなかったが、とはいえ今はそれよりも目の前。

　かさかさと動いているものは、どうやら小さいらしい。恐る恐る懐中電灯の光を向けてみると──

「ききっ」

　そんな鳴き声とともに走っていったのは、どうやらネズミのようだった。

　正体が明らかになると、俺も霞かすみ野のも「はぁ」と大きく息を吐き──それから霞かすみ野のの方が、大きな声で笑い出した。

「あはは、ネズミで怖がってやんの！」

「お前もだいぶビビってたろ」

「う、まあそうとも言えなくもないけど」

　そう言ってバツが悪そうに舌をぺろりと出す霞かすみ野のに、俺は苦笑しながらさり気なく繫つないだままだった手を離そうとする。

　離そうとする……のだが、しかし霞かすみ野のの方が、ぎゅっと握ったままだった。

「……霞かすみ野の？」

「いや、ほら。こう暗いと普通にはぐれちゃったりしかねないしさ。ね？　あはは……」

　そう言う彼女に、俺は「分かったよ」と頷うなずくとそのまま進む。

　繫つないだ彼女の手──チカよりもほんの少し小さくて細い指。その感触で俺は、否いや応おうなしに再認識してしまう。

　普段は男友達みたいに笑い合っているけど……そういえばこいつも、女子なんだ。

「……」

「……」

　そんなことを考えてしまったせいか。妙に意識してしまって、会話のきっかけが摑つかめなくなる。

　お互いに沈黙し、足音だけを暗い旧校舎内に響かせていると──階段を上がって二階に到着したあたりで、先に再び口を開いたのは霞かすみ野のだった。

「たーくんの、怖がりの友達……最近調子どう？」

「ん？　ああ……」

　随分と唐突な話題に若干面食らいつつも、俺は肩をすくめながら答える。

「ぼちぼちかな。特訓し始めたばっかりの頃に比べると、少しはマシになってきた感じ」

「へぇー。大変だよね、めちゃくちゃ強こわ面もての柔道部員みたいな人なんでしょ。周りにバレたらめっちゃイジられそう」

　そういえばそんな設定だった。チカ本人とはまるで違うが、とはいえ周りにバレてはいけない、という部分は一緒だ。

「……そうなんだよな。だから、ちゃんと付き合って、しっかり克服できるように手伝ってやらないと」

「あはは。前も言ったけど、ホントそういうとこ義理堅いっていうか面倒見がいいっていうか──優しいよね、たーくんはさ」

　そう言って微ほほ笑えむ霞かすみ野の。その笑みは、普段の彼女とは違ってどこか柔らかなもので。

　だから不覚にも俺は少し、どきりとしてしまう。

「……別に、優しくなんて。友達だから、放っておけないだけだよ」

「ううん、そんなことないよ。だってたーくん、私のことだって助けてくれたじゃん」

「へ？」

　いきなりそんなことを言ってくる霞かすみ野のに訊きき返すと、彼女は「覚えてない？」と続ける。

「一年の頃さ。私が部活の勧誘に囲まれてた時、引っ張って逃げてくれたでしょ」

「……あー」

　そういえばそんなこともあった。

　丁度、入学式の数日後くらいだったか。中学時代からその卓越した運動神経は同学年でも噂うわさになっていて、それもあってその日はものすごい人数の運動部の勧誘に囲まれていたのだ。

　当時の霞かすみ野のは今の彼女からは想像もできないほどに臆病というか、人のあしらい方が苦手というか……そういうタイプだったから、どの部活の勧誘も断れずにいっそ全部の入部届に名前を書かされそうになっていて。

　それをたまたま見かけてしまったから……つい、妙なおせっかいを働いてしまったのだ。

「あの時はびっくりしたよ。いきなりたーくんが割って入ってきてさ。『うちの部員を横取りしないでください』って上級生相手に言って」

「あれはホント、今考えると……自分でも驚きだ」

　思わず苦笑する俺。あんな青春ラブコメの主人公みたいな真ま似ね、よくできたものだと思う。

「でも、おかげで助かったよ。あの時たーくんが入ってきてくれなかったら、私はきっと、もっと別の自分になってたと思うから。悪い意味でね」

「……そうか。なら、俺も素直に当時の自分を褒めることにしよう」

「そうしてちょうだい」

　そう言ってにひひ、と笑ってみせた後。再びしばしの沈黙を挟んで、彼女はおずおずとこう続けた。

「たーくん。いっこ、相談に乗ってもらってもいいかな」

「ん？」

「ホントはお昼に言おうと思ってたんだけど、あの時はちょっと、時間がなかったから」

　そう言えば、昼休みに話をしていた時、彼女は何か言いかけていた。

　あまり気にせずにいたのだが──その続きだろうか。

「いいぜ。俺の数少ない友達の頼みだ、何でも聞くよ」

「あはは。ちょっと重い相談だけど、それでもいい？」

「重い？　珍しいな、霞かすみ野のが重めの相談なんて」

「私だって色々考えることあるの」

　むくれながらそう呟つぶやいた後、彼女は廊下の途中で立ち止まって──俺の手を摑つかんだまま、じっと俺の目を見つめてきた。

「たーくん、彼女とかいないって、言ってたよね」

「……あ、ああ」

「彼女、ほしい？」

「え？」

　急角度からの質問に、俺は反射的に頷うなずいて。

「そりゃまあ、なあ。欲しいは欲しいけど……」

　なんて当あたり障さわりのない答えを返したところで、霞かすみ野のが俺の手をぎゅっと強く握りながらこう、呟つぶやいた。




「じゃあ、私とか、どうかな」

「………………え？」
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　突然。あまりに突然のことだったから、俺はただそんな間抜けな声を漏らすことしかできずに霞かすみ野のを見返す。

　滅多に見せないような真剣な表情。目は少し緊張で潤んでいて、頰は赤くなっていて。

　それは──冗談を言っているような顔では、なかった。

　俺が何かを言うより先に、彼女は続ける。

「私さ。たーくんのこと、好きだよ。彼女になってあげてもいいって、思うくらいには」

「……本気で言ってるのか？」

「本気も本気。じゃなきゃ、恥ずかしすぎるでしょ。いくらなんでも」

　照れ笑いを浮かべながらそう返すと、彼女は一歩、俺に詰め寄る。

「ホントはさ、こんなこと言うつもりなかったんだ。たーくんと、鳴なる宮みやと、毎日教室で駄だ弁べってさ……たまにこうやって一緒に遊んで。それで十分だと思ってたし──何より、この関係を壊したくなかったから」

「……俺だって、そうだよ。お前と一緒に話してると遠慮しなくていいし、気が楽だしさ」

　そんな俺の言葉に「ありがと」と頷うなずいて、しかしそこで少し難しい顔になって霞かすみ野のは呟つぶやく。

「でも……そういうわけには、いかなくなっちゃった。遊園地でたーくんと黒河さんが一緒にいたのを、見ちゃったから」

「……けど、それは」

「黒河さんが居い候そうろうしてるから、だよね。分かってる──でも、でもだよ。それって本当に、それだけで済むかな」

　そう言って霞かすみ野のは、不安げな表情を浮かべながら俺を見る。

「たーくんと黒河さんは幼おさな馴な染じみで。黒河さんは性格もいいし、美人だし、頭もいいし……そんな子と一緒に住んでたら、たーくん絶対、好きになっちゃうよ」

「それは──」

　言いかけたところで、この一週間のことが脳裏をよぎる。

　久しぶりに話したチカ。「姫君」としてだけではない、時にはみっともなく泣き喚わめいたり、時には子供みたいに得意げになったり、色々な表情を見せてくれた彼女は──俺の知っているチカと何も変わらなくて。

　……だから、俺は。

　言葉に詰まっていると、霞かすみ野のが小さく苦笑する。

「たーくんはさ、黒河さんのこと、好き？」

　それは、誤魔化しの利きかない質問だ。

　それに……絶対に誤魔化してはいけない、問いかけだった。

「……俺は」

　俺は絞り出すように、答えを返そうとして。

　けれど──そんな時のことだった。




『───グギャアァァアァァァァァァアァァァァァァァァァァァ[image: !!!]!!』




　俺の答えをかき消すようにして、いきなり響いたのはそんな咆ほう哮こうにも似た絶叫だった。

　それを聞くや否いなや、霞かすみ野のが急に恐怖に満ちた表情を浮かべて辺りを見回す。

「っ、なに、なんなのよ、これっ……!?」

『アアアァァアァァアァァァァアァァァァ!!!!』

　獣の雄お叫たけびか、でなければ地獄の使者の雄お叫たけびか。とにかくおぞましく、聞いただけでもすくみ上がるようなそれに──霞かすみ野のは耐えられなかったようだった。

「いやぁあぁぁぁ!!」

「霞かすみ野の!?」

　半狂乱になって繫つないでいた俺の手を離して、そのまま廊下の反対側へと走り出してしまう霞かすみ野の。そんな彼女の後を追おうとするが、運動部に引く手数多あまたの彼女の健脚に追いつけるわけもなく……あっという間に見失ってしまった。

　彼女が取り落としていってしまった懐中電灯を拾い上げると、俺は少しの逡しゆん巡じゆんの後、絶叫の出処を探すことにする。

　霞かすみ野ののことも心配は心配だが、おそらく逃げたにしても皆のいる出口の方へ行ったはず。

　それより──この絶叫に、俺は心当たりがあった。

　懐中電灯で照らして回りながら、俺は声の聞こえた教室へと進む。

　二年一組と書かれたそこは扉が大きく開けられていて、そして……ぎぃ、と床を軋きしませながら俺が足を踏み入れたその瞬間、

「いやああぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁ！！？」

　と、ものすごーく聞き覚えのある汚い悲鳴が聞こえてきた。

　というか、チカだった。

　教室内部を照らすと、奥の隅っこで縮こまっている銀色の頭が見える。やっぱりチカだ。

　頭を抱えながらふるふるしている彼女に、俺は自分でも分かるくらいの困惑顔で問いかけた。

「…………なあ、チカ。何してんだ、そんなところで」

「ひぅっ……って、たっくん??」

　こちらを見て、信じられないといった顔をするチカ。見るからに涙目で、およそ自分以外にはお見せできない情けない表情だ。

「立てるか？」

「……ば、バカにしないで。立てるもの……」

　そう言って生まれたての子鹿みたいに足をがっくがく震わせながらどうにか立ち上がる彼女。するとよく見ると、彼女の足元にはいくつかの書類束が散らばっていた。

「何してたんだ、こんなところで」

　俺がそう問うと、彼女は少しバツの悪そうな顔で視線をそらしながら、

「生徒会の、古い資料の整理をって頼まれてて……ここに、運び込んでたの」

「よりによって君が？　何で断らなかったんだよ」

　思わずそう言うと、チカはむっと唇を尖とがらせた後で息を吐く。

「……そんなこと、できるわけないじゃない。私が怖がりだなんて、たっくん以外の人は知らないんだし──変に断って怪しまれても困るし」

「それはまあ、そうかもしれんが……でも君なら、上う手まい断り方だって考えられたんじゃないか」

　そう返した俺に、チカは困ったような顔をしながら俯うつむいて、蚊の鳴くような声で呟つぶやいた。

「……心配だったんだもの。旧校舎の肝試しで霞かすみ野のさんが、たっくんに告白するって……そう、クラスの子から聞いたから」

「……え？」

　思わず間抜けな声を出した俺に、チカはもじもじと指先をいじりながら静かに続ける。

「霞かすみ野のさんとたっくんがうまくくっつくように、鳴なる宮みやくんが今回の肝試しを企画したんだって」

「あいつ……」

　なんつーお節介焼きだ。友人として気が回りすぎだろう。肝試しというチョイスは謎すぎるが。

　後で問い詰めなければと固く誓いつつ、俺はそこでふと彼女の言ったことを反はん芻すうする。

「……ん？　それは分かったけど、何でチカが心配することがあるんだ？」

「だってっ……」

　そこで一瞬言いよどんで。けれど勢いのまま──彼女はこう続けた。

「だって小さい頃、約束したもん。大きくなったら結婚しよう……って」

「……え？」

　思わぬ言葉に戸惑う俺を、チカは自や棄け気味に頰を赤くしながらじっと見る。

　いつもの「姫君」としての彼女からは想像もできない、子供みたいな表情。

　今にも泣き出しそうなその顔を見つめているうちに、俺は不意に……思い出した。

「……肝試しの時の、約束か」

「たっくん……覚えてたの？」

「いや、鼻水出かかってるチカの顔見たら、急に思い出した」

「！」

　慌てて顔をおさえるチカをよそに、俺は記憶を掘り出し始める。

　そうだ。あれは十年以上も前のことだった。

　近所の子供たちと一緒に、うちの神社の敷しき地ち内にある墓地で肝試しをしようということになって──俺が参加すると言ったからか、怖がりのチカまで一緒に来てしまったのだ。

　そして、案の定一人で墓地をうろうろして怖くなった彼女はパニックになって迷子に。

　それを捜して、迎えに行った俺。その帰り道でのことだった。

『たっくん、ありがとう……。えへへ、たっくんのこと、やっぱりだいすき。おっきくなったらチカ、たっくんのおよめさんになる』

『うち、神社だから……チカちゃん、うち来るたびにすごく怖がるじゃん。けっこんは、できないよ』

『できるもん』

『できないって』

『できる！　じゃあ、わたし──』




「……『二十歳になるまでに、怖がりを治す』」

　記憶の中のチカの言葉を、俺は思わず呟つぶやいて。するとそれに──チカもまた、懐なつかしそうに笑いながら、

「『じゃあ、それができたら結婚しよう』。……思い出して、くれたんだね」
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　応じて彼女が告げたのは、あの時の俺の返事。

　そうだ、俺はあの日あの時……彼女とそんな約束をしたんだ。

　俺の方は、「結婚」なんてせいぜいずっと一緒に仲良く過ごすこと、くらいのイメージしかなかったから軽はずみに言っていた。だからあっさりと忘れていて、けれど──チカは。

「……ずっと、覚えてたのか？」

「うん」

「ってことは──その約束のために、君は怖がりを……治そうとしてたって、ことか？」

　そんな俺の問いかけに。

　チカは無言で俯うつむきながら、小さくこくりと頷うなずいた。

「……あの頃は、たっくんに引っ張っていってもらってばっかりだったから。だから私も、たっくんみたいに格好良くなろうと思った。いっぱい勉強して、服装とか、髪形とか、お肌のお手入れとかも気を遣って──みんなが憧れるお姫様みたいになって、それでたっくんの隣に立とうって。けど……」

「怖がりのところだけは、どうにもならなかった……ってか」

　もう一度頷うなずくチカ。そんな彼女の言葉で、俺はようやく色々と察し始める。

『もう、こういうのは──これっきりにするから』

　昨日、そう告げたチカ。変なところでがんばり屋で真面目な彼女のことだ。きっと俺が子供の頃の約束を覚えていないと分かったから、俺に頼らずに一人で怖がりを克服しようと決意したのだろう。

　それがあの、妙によそよそしかった態度の理由……そう理解すると同時に俺は深い、深いため息を吐き出した。

　それを見た彼女は、不服げな顔で抗弁する。

「なによ、たっくん……ため息つかなくてもいいじゃない」

「いや、君にじゃない。……あえて言うなら、俺自身に対して呆あきれたんだよ」

　そう言って苦笑する俺に、彼女はよく分からないといった顔で首を傾かしげる。

　……本当に、呆あきれてものも言えない。彼女が何を思って、どんなことを考えていたかを知ろうともしないで──勝手にずっと、彼女との距離を感じていた。

　離れていったのはチカじゃなくて、俺自身だったのだ。……こんな呆あきれた話があるだろうか。

「……なあ、チカ」

「うん？」

「今まで、ごめん」

　俺の謝罪に、チカは何のことか分からないといった顔できょとんと首を傾かしげて。そんな彼女に笑いかけながら、俺は座り込んだままの彼女に手を差し伸べる。

「さ、行くぞ。こんなとこで腰抜かしっぱなしでいるわけにもいかないだろ」

「腰抜かしてなんかいないわ」

「分かった分かった」

　頰を膨らませつつも、こころもち嬉うれしそうな顔で俺の手を握り返して立ち上がるチカ。

　そんな彼女の手を引きながら俺は教室を出て、来た方角へと戻ることにする。

　グループチャットを見ても、霞かすみ野のが一人で件くだんの三年の教室まで行った様子はない。とすれば彼女は多分、一度皆のところに戻っているはず。それなら俺たちも早々に、一度脱出した方がいいだろう。

　そんなことを考えながら歩いていると、少し後ろでチカがくすりと笑う。

「えへへ、こうしてるとあの時のこと、思い出しちゃうな」

「……そうだな」

　今じゃすっかり、彼女の方が俺を追い抜いてしまっている気がするけれど。

　だけど──それでも今は、俺は彼女の手を引いて歩いている。

　なら俺も、あの頃みたいに。卑屈な劣等感とかそんなものは暗闇の中に置き去りにして、彼女の手を引いていたあの頃の俺みたいに……胸を張って堂々と進もうじゃないか。




──。

　そうして進むうち、ほどなくして出口が見えてきた。

「……霞かすみ野のさん、大丈夫かな」

「あいつなら多分、すぐ外に出ていったと思う。そのへんの判断は早い奴だし」

　さっきはチカの絶叫でさすがに驚いたみたいだが、彼女のことだ。きっとすぐ、外に出ようと考えたはずである。

「そっか……なら、安心かな」

　そんなことを二人話しながら昇降口を出ると──もう暗くなり始めた外で、皆が暇そうに待っていた。

　その中で鳴なる宮みやが真っ先に俺たちに気付くと、「お？」と怪け訝げんな声を上げる。

「たの字に……姫君、じゃなかった、黒河さん？　なんだって黒河さんがここにいるんだよ？」

「ええと……」

　説明しづらい状況で言葉に詰まる俺の代わりに、チカが一歩前に進み出ると姫君モードの澄み渡る声で答えた。

「生徒会の倉庫整理で来ていたら、悲鳴が聞こえたから。見てみたら彼がいて……話を聞いたら肝試しだって言うじゃない。みんな、旧校舎が立入禁止なのは知ってるよね？」

　決して詰きつ問もん口調ではなく、あくまで優しげにそう言う彼女に皆、バツが悪そうに顔を見合わせていた。さすがの人望である。

　その人望に免じて、さり気なく悲鳴を俺のせいにしている件については不問としておこう。

「へへ、風紀委員の黒河さんにそれを言われると言い訳できねえぜ」

　なぜか少し嬉うれしそうにそう言う鳴なる宮みやを半眼で見つつ、俺は皆を見回して……とそこで、あることに気付く。

「鳴なる宮みや」

「ん？」

「霞かすみ野のは、戻ってないのか？」

　校舎外で待っていたクラスメイトたち。その中をどう捜しても霞かすみ野のの姿がないのだ。

　俺の問いかけに、気け圧おされた様子で頷うなずく鳴なる宮みや。

「祭まつりのやつは、まだ見てねえけど……」

　そんな彼の返答に、俺とチカは顔を見合わせる。

　まだ、霞かすみ野のは出てきていない？　俺は慌てて携帯で霞かすみ野の宛にメッセージを送る。

『今どこにいる？』

　しかし──一分ほど待っても既読すらつかない。自然と俺の表情にも焦あせりが浮かぶ中──

「……行ってくる！」

　なんと驚いたことに、いきなりそんなことを言い出したのはチカだった。

「チ……黒河!?　おい！」

「皆は今日は解散してて！　私が霞かすみ野のさんを捜してくるから！」

　呼び止める俺にそう返すや、止める間もなく踵きびすを返して旧校舎へと舞い戻っていってしまう。

　空はもうすっかり暗い。こんな時間にこの薄気味悪い場所に一人で入っていくなんて、なんて無茶を。

　そう思いつつも俺は……鳴なる宮みやに向かってこう告げた。

「悪い、鳴なる宮みや。風紀委員がああ言ってるし、今日の肝試しはお開きってことにしておいてくれないか」

「ああ、そりゃもちろんだけど……霞かすみ野のは」

「俺も捜しに行ってくる。見つけたら、あとでメッセージ流しとくから」

　チカの醜態を晒さらしてしまう可能性もある以上、鳴なる宮みやたちは帰らせておきたかった。

　そんな俺の言葉に、鳴なる宮みやは少し迷う様子を見せた後で頷うなずくと、

「……分かった。じゃ、また明日な」

「おう」

　それだけ返すと、俺もまた──チカが入っていった旧校舎へと、再び足を踏み入れるのであった。





■






　真っ暗な旧校舎。入ってすぐ、俺は舌打ちをこぼす。

「チカ……あいつ、どっち行ったんだ？」

　入り口から両側へと延びる廊下。暗闇のせいもあって、彼女がどちらに行ったか見当もつかない。

　とはいえ彼女が入ってからそう間は空いていないはず。ならば──と、俺は大声を張り上げる。

「チカー！　どこ行ったー!?」

「ひぎゃん!!」

　叫び声が聞こえたのは左手側だった。間違いない、普段よりは抑えめだがチカの悲鳴だ。

　そちら側に小走りで進むと、ややあって彼女の懐中電灯の明かりが見えた。

「チカ！」

　呼びかけると、彼女は顔を青くしながら俺を見る。

「た、たっくん!?　……なんで来たの!?」

「何でって、チカ一人じゃ捜せないだろ。いろんな意味で」

　人手という部分以上に、怖がりの彼女が夜の旧校舎で人捜しなんてあまりにも無理が過ぎる。だがそんな俺の言葉に、チカは目を伏せて呟つぶやいた。

「……でも、これは私のせいだと思うから。私の声のせいで霞かすみ野のさんを驚かせちゃった──そのせいでこうなってるの。なら、私が責任とらないと」

　怯おびえが混じりつつも、けれど気丈にそう言い切るチカ。

　だが俺はその言葉に首を横に振ってこう返す。

「責任って言うなら、むしろ俺の方だ。霞かすみ野のなら大丈夫だろって思って、捜しに行こうとしなかったから……こうなっちまった。だからこれは、俺のせいだ」

　本当に、そうだ。……これで霞かすみ野のに何かあったら、俺は。

　じんわりと焦あせりが滲にじみ始めて、俺はきつく拳を握りしめて──すると俺の手を、チカが両手でぎゅっと包んだ。

「なら、これは私たち二人の責任。私たちで早く霞かすみ野のさんを見つけて、帰りましょう」

　それは毅き然ぜんとした「姫君」の声音。

　……いや、違う。そのどちらも、もともと彼女の中にあったものだ。

　責任感があってしっかりしていて、努力家なチカ。

　怖がりで、調子に乗るところがあって、変なところで抜けたところがあるチカ。

　そのどちらも──俺の知っている、「チカ」なんだ。

「……そうだな。早く捜してやらないと。もしかしたら、どこかで怪け我がでもしてるかもしれないしな」

　呟つぶやいて、俺は雑念を払うように頭を軽く振ると、チカに向き直る。

「けど、どうやって捜したもんか。昔の建物って言ってもかなりの広さだしな──」

「せめて二手に分かれましょう。そうすれば少しはマシだと思う」

「二手って……」

　思わずチカのことをまじまじと見つめた。けれどどうやら、本気で言っているらしかった。

「分かれて捜すってことは、チカ一人で動き回らなきゃいけないんだぞ。大丈夫なのか？」

　俺の指摘にチカはわずかに表情を硬くするが……けれど数秒ほどの沈黙の後、こくりと頷うなずく。

「大丈夫。今はそんなこと言っていられないし。それに」

　深青色の瞳が、まっすぐに俺を見返して。

「たっくんに鍛えられたもの。怖くなんてないわ」

　声の震えを押し殺しながら、チカは笑顔でそう返した。

「……よし、分かった。じゃあ何かあったら携帯のメッセージで知らせてくれ」

「うん」

　そう言って俺とチカはそれぞれ廊下の反対方向へと駆け出す。

　さっき霞かすみ野のとはぐれたのは、二階だった。いくらなんでもそこからさらに上の階に行っているということはないだろうから、一階と二階を調べさえすればいいはず。

　そんなことを思いながら進んでいたところ、不意に俺は踏みしめた床に嫌な感触を覚えて、慌てて後ろに尻もちをつく。

　すると──丁度今しがた踏みつけていた床板が抜けて、穴が空いていた。

「……とっとと取り壊した方がいいだろ、これ……」

　そりゃ立入禁止にするわけだ、と納得しつつ立ち上がると、改めて俺は慎重に歩きながら大声を張り上げた。

「霞かすみ野の！　おーい、霞かすみ野の！　いたら返事してくれ！」

　懐中電灯の照らす数歩先くらいしか見えない闇の中。返事は今のところない。

　代わりに──

「ひぎゃあぁあぁぁぁぁあぁぁぁあぁぁ!!」

　とか、

「やだああああぁぁあぁぁぁあぁぁ──!!!!」

　とか、そんな汚い絶叫が時折どこか遠くから反響して聞こえてくる。

　それを聞きつつ、俺は携帯でチカにメッセージを送信。

『大丈夫か？』

『すこぶる問題ないです』

　まあ、本人がそう言っているので気にしないことにするが──やはり鳴なる宮みやたちを帰しておいて正解だった。

　ともあれそんな遠鳴りめいた悲鳴を聞きつつも、こちらもこちらで霞かすみ野のを捜し続け。

　二階まで上がったところで、俺はあるものを見つけた。

　暗闇の中で薄ぼんやりと光っているもの。薄水色の簡素なケースのついたそれは携帯……それも、霞かすみ野ののものだ。

　なるほど、ここで落としたからメッセージの反応もなかったというわけか。携帯を拾い上げると、ちょうどそのタイミングで画面が消える。

　特に気にせず俺はそれをポケットにしまい、再び周囲に声を張り上げた。

「霞かすみ野のー！　いるかー!?」

　……すると、その時だ。

　返ってきたのは霞かすみ野のの声、ではなく。

「たっくん～～～～～～～～～～～～～!!!!　こっち～～～～～～!!!!」

　二階の廊下の向こう側から轟とどろく、チカの大声であった。

　さすがは普段あれだけ叫んでいるだけのことはある。その声量のおかげで、メッセージを送り合うよりよほど手っ取り早く方角も分かった。

「こっち、こっち！」

　そんなチカの声が聞こえてくるのは、並んだ教室のひとつの中。懐中電灯で照らしながら見てみると、そこにはしゃがみこんでいるチカと──霞かすみ野のがいた。

「霞かすみ野の！」

「ああ、たーくん……。ごめん、さっきはびっくりして──」

　そう言って苦笑する霞かすみ野の。見たところは怪け我がなどはないようで一安心するが……座り込んだまま立ち上がろうとしない彼女に違和感を覚える。

「霞かすみ野の、どっか怪け我がでもしたのか？」

　俺のそんな問いに、彼女は「んー」と軽く足首をさすりながら呟つぶやく。

「さっき、走ってた時に床板が抜けて足突っ込んじゃって……切ったりはしてないんだけど、軽くひねったかもで、ちょーっと歩きづらくて」

　頭をかきながら照れ笑いする彼女。そんな彼女に俺は少し考えた後……その場でしゃがみこんで、背中を向けた。

「分かった。そういうことなら、おぶってやるから」

「へ？　いや、いやいやいや、それは」

「歩けないんだろ。ならこうするしかないだろ」

「いや、ちょっ、でもっ」

　ぶんぶんと首が取れそうなくらいに首を横に振る霞かすみ野の。その横でチカはというと冷静な表情で頷うなずいて、

「そうよ。こういう時は安静にした方が早く痛みも引くはずだから、たっくんの言うとおりにした方がいいわ」

「黒河さんまで!?」

　意見としては二対一。多数決に負けて、霞かすみ野のは顔を赤くしながら俺の背中に覆い被かぶさり、首に手を回した。

「懐中電灯は、霞かすみ野のが照らしててくれ」

「わ、わかった。……ねえ、でもホントにいいの？　重いかもしれないよ？　運動不足でひょろひょろのたーくんじゃ持ち上がらないかも」

「そう言われると、意地でもちゃんと持ち上げたくなるな……よっと！」

　掛け声とともに立ち上がる。霞かすみ野のの自己申告のわりには彼女の体は軽いもので、俺でもどうにか背負って歩くくらいはできそうだった。

「私、後ろについてるね。たっくんが霞かすみ野のさん落っことしたら大変だから」

「おう。ありがとうな、チカ」

　すかさずアシストに回ってくれるチカに頷うなずいて、俺はそのまま霞かすみ野のを背負って教室を出る。

　廊下は暗く足元はおぼつかない。二人分の体重が乗っている状態なので床の状態には特に慎重にならなければいけないが──ともあれ幸い、踏み抜くこともなくそのまま階段を下り、出口まで辿たどり着くことができた。

　これがホラー映画とかならばこうトントン拍子には行かないだろうが、現実というのはこういうものらしい。

　もうすっかり暗い外。だがそこで……まだ、鳴なる宮みやたちは残っていたようだった。

　俺たちの顔を見るや、彼らは安あん堵どの表情で駆け寄ってくる。

「よかった、たの字……お前ら無事だったんだな！」

　他の面々も口々に「よかった」とか「心配した」とか言ってくる。確かに霞かすみ野ののことは心配だったとは思うが、それにしてもただならぬ雰囲気だ。

「……なんか大げさじゃないか？　どうしたんだ？」

　俺がそう訊きくと、「だってよぉ」と鳴なる宮みや。

「お前らが中に入ってからしばらくして、すっげぇ声が聞こえてきたんだぜ。そりゃもう地獄の底から届いたみてぇなヤバい声でさ……ありゃ絶対ホンモノだ！　なんかいるんだよ、この旧校舎！」

　迫真の表情で語る鳴なる宮みやを前に、俺は目だけでチカを見る。

「…………化け物じゃないもん…………」

「ん？　黒河さん、なんか言った？」

　むくれて口を閉ざす彼女を見て、真実を知っている俺だけは苦笑いをこぼして。

　そうしていると後ろの霞かすみ野のがぽんぽん、と俺の肩を叩たたいてきた。

「もう大丈夫だから、下ろして。さすがに皆の前でいつまでもこれは、恥ずかしい」

「あ、うん」

　慎重に彼女を下ろすと、彼女は軽く足首を動かした後でこくりと頷うなずいた。

「うん、大丈夫そう。ありがと」

　そう言って数歩歩いてみせる彼女。どうやら幸い、もう平気らしい。

　それを見届けたところで、チカが皆を見回してこう言った。

「……さあ、それじゃあ皆。今度こそ家に帰ること。いいわね？」

　異論を挟むものなどいるはずもなく、皆それぞれ安心した様子でぞろぞろと帰っていく。

　そうして──その場に残ったのは、俺とチカ、そして霞かすみ野のの三人だけだった。

　そんな状況の中、霞かすみ野のは改まった様子で俺に向き直ると、ぽつりと口を開く。

「ねえ、たーくんさ」

「ん？」

「さっき、黒河さんのこと……『チカ』って呼んでたけど、あれ何？」

「あ」

　完全に油断していた。焦あせってチカに目配せすると、彼女もまたテンパった顔でふるふると首を横に振る。助け舟は出そうにない。

「ええと、それは……その、小さい頃にそう呼んでたのがつい出ちまったっていうか」

　しどろもどろにそう答えた俺に、霞かすみ野のはしかし「あはは」と愉快そうに笑ってみせた。

「仲いいんだね、二人とも」

「いや、まあ。ええと」

「居い候そうろうなりに？」

　俺とチカが口々にそう言うのを見て、霞かすみ野のはなんだか妙に達観したような顔をして小さくため息をついた。

「ねえ、たーくん。さっきの話なんだけど」

「あぁ、ええと」

　さっきのとはなんぞや、という目で見てくるチカから視線をそらしつつ言葉を濁す俺に、霞かすみ野のは苦笑混じりに続けた。

「あれは一旦、保留で」

「……保留？」

「いや、なんてーかさ。ちょっとゲージが貯たまる前に必殺技出そうとしちゃった感じっていうか？　まだタイミング的に違ったかもっていうか──」

　ちらりとチカを一いち瞥べつしながら、彼女は肩をすくめて。

「今の私じゃ、ちょっと敗戦色濃厚だから。また頃合いを見てもっかい、チャレンジすることにするよ。だから明日からは、いつもどおりで」

　そんなことを言ってくる彼女に、俺は何がなんだか分からず混乱を浮かべるばかりだったが……チカがいる今ここでこれ以上追及するのもはばかられたので、それきり黙る。

　いや、別にチカとは何でもないのだから話を続けてもいいのだが──なんとなく、自分の中でそれには抵抗があった。

　そんな混こん沌とんだけを残し、霞かすみ野のは「んじゃ」と手を軽く振ってそのまま帰ろうとする。

　と、そんな彼女に、俺はあることを思い出して「待て」と呼び止めた。

「そういえば、お前の携帯拾ってたんだよ」

「あ、落としてたか。危ない危ない、スマホを落とすと殺人鬼に狙われたりするから注意しなきゃね」

　何の映画の話だ、と突っ込みたいところを脇に置いて、俺は拾った携帯を彼女に返す。

　それをポケットにしまいながら、霞かすみ野のは「にしても」と少し驚いた顔で口を開いた。

「あの暗いところで電話まで拾ってくれて、ありがとね」

「ああ。たまたま画面が点ついてたから……その明かりのお陰で気がついたんだ」

　そう答えると、霞かすみ野のは訝いぶかしげな顔で俺を見返す。

「……画面が、点ついてた？　なんで？」

「なんでって、そりゃ……たまたまメールなりメッセージなりが来てたんじゃないか」

　何かしら着信があれば、ロック画面が表示されるものだろう。別に不思議でもあるまい──そう思っていた俺だが、霞かすみ野のは首を横に振る。

「私、画面表示されないように設定してるんだよね。手元にない時に誰かに着信とか見られたらヤだし。だから画面表示するなら、直接操作しないとダメなはずなんだけど……」

　その霞かすみ野のの言葉に、俺と霞かすみ野の、そしてチカも顔を見合わせる。

　触らなければ決して画面が点灯しないはずの携帯が、なぜかあの誰もいないはずの旧校舎の廊下で光っていた。

　それが意味することというのは、つまり──

「……はぅ」

　ふらりと、耐えきれずに立ちくらみを起こすチカ。そんな彼女を抱きとめつつ、俺は慌てて言い訳をでっち上げる。

「あー、持病の低血圧だな！　顔色が悪い、すぐ連れて帰らないと……」

「あ、そうなの？　……うん、じゃ、まあ、私も先に帰るね……」

　なんとなくお互い青い顔をしつつ、今度こそ手を振って校門の方へと走っていく霞かすみ野の。

　そんな彼女を見送りつつ──俺は気絶したチカを抱きかかえながら、もう一度だけ旧校舎の方を振り向いて。

　……今の話は、聞かなかったことにしよう。

　そんなことを考えながら、今度はチカをおぶってゆっくりと家路につき始めたのであった。





■






「んぅ……」

　街灯の光だけがぼんやりと照らす道。背負っていたチカが身じろぎし、小さく声を上げた。

「起きたか」

「あれ、たっくん……？　私、どうして」

「……緊張が解けたからか、倒れちまったんだ」

　記憶が曖昧になっているようなので、さっきのことはぼかしておく。恐怖を呼び起こしてまた卒倒されても困るし。

　そんな俺の胸中をよそに彼女は背中で少し、しゅんとしていた。

「どうした？」

「んー……。なんか、結局たっくんに助けられちゃってるなって思って」

　何気ない彼女のため息が首筋にかかって、少しむず痒がゆい。それをおくびにも出さず、俺は「別に」と答えた。

「そんなことはないと思うぞ。チカはちゃんと、霞かすみ野のを見つけてくれたじゃないか」

「でも……」

「考えてもみろよ。あんな薄気味悪いところ、前のチカだったら入るのだって嫌がったと思うぜ」

　それは間違いなくそうだろうと思う。猫が通りがかっただけでも大絶叫して腰を抜かしていたチカが、一人であの暗闇の旧校舎を歩き回って霞かすみ野のを見つけ出したのだ。

　これを成長と言わずして、なんと言おう。

「チカは、かっこよかったよ」

「……そうかな」

「ああ、もちろん。……まあ、悲鳴は相変わらずだったけどな」

「う……」

　再びしゅんとしかける彼女に、俺は「でも」と言葉を添える。

「まだほんの一週間やそこらなんだ。これからもっと特訓していけば、チカならちゃんと、怖がりを克服できる」

「……これからも、手伝ってくれるの？」

　意外そうに言うチカに、俺は頷うなずいて。

「二十歳までに治れば、って約束だったけど──治るまで、いつまでだって付き合ってやるさ」

　そう言って小さく笑ってやると、なぜか彼女は顔を赤くして、

「……そっか。いつまでも、かぁ」

　なんて、妙に嬉うれしそうに呟つぶやいていた。

　そんな彼女の奇妙な様子に俺は首を傾かしげつつ。歩いているうちに、そろそろ家に近づいてきたので背中のチカに問う。

「そろそろ、歩けそうか？」

「んー、どうしようかな」

「どうしようかな、って」

　そう返すと、チカは俺の背中にぎゅっと身を寄せながら。

「もうちょっと、こうしていたいかな」

　──なんて。そんなことを言ってきて。

「……へいへい」

　苦笑しながらそう返すと、俺は残りの道のりを再びゆっくりと歩むのであった。







[image: ]

　肝試しやら何やらがあり、ついでに霞かすみ野のからの告白や、チカとの約束のあれこれがあったりと──色々なことがあった。

　色々なことはあったけれど、結論から言えば、別にその翌日も俺の生活にさしたる変化はなかった。

「おはよ、たーくん」

「ああ、霞かすみ野の。おはよう」

　いつもどおりの朝。今日はチカが起こしてくれたのもあって、いつもより少し早い登校で。

　後から登校してきた霞かすみ野のにそう挨拶を返したところで、俺は彼女の足を見た。

「足は大丈夫か？」

「あ、うん。ホントになんともないよ。いやー、ひょっとしたら霊障とかそういうのだったのかもね？　みたいな？」

「うちの親おや父じにお祓はらいしてもらうか。効くって評判だぜ」

「お金ないから遠慮しとく」

　なんて、交わすのはいつもどおりの他た愛わいのない会話。彼女の態度もまるで変わらず、つい昨日に告白してきたことなど噓うそのようだ。

　いや、ひょっとしたら実際、俺の方がなにか大きな勘違いをしていた可能性すらある。

　あれは告白とかではなく、彼女なりのジョークだったのでは──

「あ、昨日の告白だけど。あれはしっかり本気だったからね」

　……まるで心を読んだみたいに的確に先回りして布石を打ってきた霞かすみ野のに、俺はぐっと息を詰まらせた後でぼやく。

「なんで思っていることが分かった」

「いや、たーくんの考えそうなことくらいわかるって。妙に卑屈っていうか、自己評価低めなとこあるし」

「ぐ……」

　ばんばんと俺の背中を叩たたいた後、彼女はいつもと変わらぬからっとした笑みを浮かべて自分の席へと向かう。

　そんな彼女から視線を外し、叩たたかれた背中をさする俺。あいつめ、ノリで叩たたくのはけっこうだがそれなりに痛いぞ。

　とはいえまあ、昨日の今日で変な空気にならずに済んでいるのは俺としても幸いではあった。

　少なくとも霞かすみ野のは俺にとって気のおけない親友だし──これからも、そうであってほしい。

　そんなことを思いながら授業の準備をしていると、不意に頭上に影が落ちる。

　誰かと思って顔を上げると……なんと俺の目の前にいたのは、チカだった。

「チ……黒河、どうした？」

「二限目の化学の授業でね、事前に教材を配っておいてほしいって言われて……だからたっくんにも手伝ってもらいたくて」

「一限目の前に言わんでもいいのにな……。まあいいや、分かった。どうすりゃいいんだ？」

「えっと、理科準備室に置いてあるから運んでおいてって」

　なんとも生徒遣いの荒いことである。肩をすくめながら、俺は「了解」と頷うなずいてチカとともに教室を出、階段を上って三階の廊下の突き当たりにある理科室へ。

　誰もいない理科室のさらに奥──こぢんまりとした扉を開けて準備室へと入ると、中は朝だというのに真っ暗だった。

　薬品棚などもあって、日光が入るのを避けるためか窓はないようだ。電灯のスイッチを探し当て、点つけてはみるもののどうにも明かりが頼りない。

「段ボールに、教材用って書いてあるみたいだけど……どれかしら」

　こころなしか不安げな顔で、棚の並ぶ準備室を見て回るチカ。俺も一緒に探し始めて……その時だ。

　寿命が近そうだった蛍光灯が急に明滅して、ぱちん、と事切れる。そして──




「ぐぎゃぁあぁ[image: あ゛]ぁぁああ[image: あ゛]あぁあぁぁ[image: !!?]」




　……いや、最近の中では一番の大絶叫だ。そんなことをぼんやり思っているとチカが俺にすごい勢いで抱きついてきて、それから再び電灯が点ついた。悲鳴の衝撃で蛍光灯が復活したのだろうか。そんなバカな。

　俺の腰あたりに抱きついてへたり込みながら、チカがこちらを見上げて涙目で呟つぶやく。

「だっぐぅん……」

　今の悲鳴を聞きつけてか、理科室の外の方から慌ただしい足音が聞こえてきた。腰を抜かしたままのチカを置いて一旦準備室から出ると、丁度様子を見に訪れた教師たちと鉢合わせに。

「君、ここで何をしてるんだね」

「化学の授業で使う教材を運ぶようにって言われてて、探してました」

「そうか……。いやね、なんだか今、ものすごく恐ろしげな声が聞こえたような気がするんだが……君、知らんかね？」

「悲鳴……？　わからないです、すいません」

「いや、いいんだ」

　そう言うと、首を傾かしげながら立ち去っていく数名の教師たち。彼らが出ていったのを確認すると、俺は準備室の中に戻り、しゃがみこんだままのチカを助け起こす。

「大丈夫か、チカ？」

「うん……なんとか……。ありがとぉ、たっくん……」

「ほら、涙拭いとけ。その顔で外に出たらびっくりされるぞ」

「うん……」

　ハンカチで目元を拭うチカを見つつ、俺は苦笑をこぼした。

　だいぶ克服できていたかと思ったが、まだまだこの調子では目が離せない。こんなうるさすぎる悲鳴を俺以外の人の前でぶちまけようものなら、色々と台無しになってしまうだろう。




　……ひとつ屋根の下で暮らす完璧清せい楚そ委員長の悲鳴がうるさいことを知っているのは、俺だけでいいのだ。







　あとがき




　ご無沙汰しております、あるいは初めまして。年一登場ラノベ作家、西さい塔とう鼎かなえです。

　今回はあとがきが短尺なのでそれはそれで頭を悩ませていますが、ともあれ書きたいことはただひとつ。

　実は編集さんが、前作から本作刊行に至るまでで二代目担当さん→四代目担当さんへとスピード変遷しました（本当の本当）。

　ひたすら偶然の重なりでこうなったわけですが、「ひょっとして私、編集者さんキラーか……？」と内心若干ビビっていたりします。いや本当に偶然でしかないんですけども。

　そんなもので出会っては別れといった制作進行でありましたが、とはいえ私のデビュー当初から関わって下さっていた先々代担当さん、本作で二人三脚して下さった三代目担当さん、そしてこれから二人三脚していくことになる四代目担当さん──皆さん作品づくりに本マ気ジで関わって下さる方ばかりだったので本当に人に恵まれているなぁと思っております。この場を借りてお礼申し上げます。

　というわけで今回は完全に私信レベルになってしまいましたが、ともあれこれで結びに。

　どうか皆様にとって、本書との出会いが益体のあるものでありますように。


西さい塔とう 鼎かなえ






























ひとつ屋や根ねの下したで暮くらす完かん璧ぺき清せい楚そ委い員いん長ちょうの秘ひ密みつを知しっているのは俺おれだけでいい。








西さい塔とう 鼎かなえ
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